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平
成
16
年
度
施
政
方
針 

安
全
・
安
心
で
心
豊
か
な
ふ
れ
あ
い
の
市
政 

　軽鴨は、一年中雌雄同色という鴨の中では珍し

い鳥で、５月から６月ごろにかわいい雛を連れて

歩く姿は、テレビなどでおなじみである。 

　３月終わりころ満開となった五条川の桜も、４月 

 

 

 

の上旬には花吹雪となり、川面一面に浮かぶさく

らの花びらをかき分けるように軽鴨が進む様子は

美しい一コマである。 

日本画家　大野幹彦 
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暮らしのガイド ��

悠久の時を刻みながら流れる五条川。多くの文化遺産。 
私たちは、この自然と伝統に恵まれた岩倉を愛し、 
調和のとれたまちづくりをめざして市民憲章を定めます。 

小さなまちから大きな夢を 
岩倉市民憲章 

広げよう　愛　ふれ合い　みんなの和　（家族仲間の和を願って） 

育てよう　心　からだ　みんなの健康　（市民一人一人の幸せを願って） 

高めよう　文化　芸術　みんなの暮らし　（生活の質の向上を願って） 

守ろう　自然　環境　みんなの地球　（かけがえのない地球の存続を願って） 

つくろう　人　まち　みんなの未来　（豊かな社会の実現を願って） 

��学校通信 
五条川小学校 

��

��フォトニュース 

裏表紙 音感歳時記 
オーケストラの新しいサウンド 

スポーツ観戦事業・民族音楽レクチャー 
コンサート・クリーンアップ五条川２００４ 

募集 ��

講座・教室 ��

手続き ��

催し ��

健康 ��

相談・その他 ��

図書館ニュース ��

平成１６年度施政方針 

安全・安心で 
心豊かなふれあいの市政 

市政の窓 �

「五条川の今・むかし、これから」 
作文コンクールを実施します  …８ 
市民スペースの利用者を募集します  …８ 
岩倉市まちづくり文化振興事業助成制度 …９ 
愛・地球博一市町村一国フレンドシップ事業 
「灘久美子さん」のキューバコラム …１０ 
岩倉市ジュニアオーケストラ団員募集 …１０ 
いわくら少年少女合唱団団員募集 …１１ 
岩倉市まちづくりカレンダー作成委員募集 …１１ 
花のコンテスト作品および審査員募集 …１１ 
乳幼児医療費（入院）の助成が拡大 …１１ 
岩倉市の高齢者福祉  …１２ 
下水道が使用できる区域が広がります …１４ 
狂犬病予防注射を受けましょう …１５ 
パソコンは粗大ごみの有料個別収集 
に出せません    …１５ 
事業系ごみについて  …１６ 
小学校新入学児の保護者の皆様へ …１６ 
指名競争入札結果  …１６ 
第１号被保険者の介護保険料を 
お知らせします　　　　　　　 …１７  
江南市・岩倉市・大口町・扶桑町合併 
検討協議会が解散しました　　 …１７ 

睡眠時無呼吸症候群 

第８回いわくら五条川マラソンの結果 

��知っておきたい健康講座 

��

岩倉市スポーツ少年団本部 
��スポーツ大好き！ 

市民のひろば・いわくらネットワーク 

岩
倉
市
は 

　
・
交
通
安
全
都
市
宣
言 

　
・
環
境
保
全
都
市
宣
言 

　
・
核
兵
器
廃
絶
平
和
都
市
宣
言 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
ま
ち
で
す 

▲３月９日、市内２校の中学校で 
卒業式が行われ、合わせて４２３人
の子どもたちが新たな道へ歩きだ
しました。 

皆さん、ありがとう 
国際交流はいま 
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　３月３日、岩倉市議会３月定例会の冒頭、石黒靖明岩倉

市長は、「今、社会は、依然として先行きの不透明感や閉

塞感に覆われた混迷の中にあり、出口の見えない状態で揺

れ動いています。しかし、このことを憂慮しているばかり

では何も生み出すことはできません。これを乗り越えるの

は、失敗を恐れない勇気と、明日への希望につながる夢へ

の挑戦であります。安全・安心で心豊かな、質の高い元気

なまちづくりのために、変革を恐れず全力を尽くしてまい

ります。」と平成１６年度の施政方針を示しました。 

　その全文をご紹介します。 

平成16年度施政方針 

安全・安心で心豊かなふれあいの市政 

　
平
成
１６
年
の
最
初
の
定
例
会
に
あ
た
り
、
新
年

度
に
向
け
て
、
私
の
市
政
運
営
の
基
本
方
針
と
主

要
施
策
の
大
綱
に
つ
い
て
ご
説
明
申
し
上
げ
、
市

民
の
皆
様
並
び
に
議
員
各
位
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
賜
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。 

　
さ
て
、
２１
世
紀
の
４
年
目
を
内
憂
外
患
の
様
相

の
中
で
迎
え
ま
し
た
。 

　
そ
し
て
、
「
人
間
と
環
境
の
世
紀
」
へ
の
願
い

を
よ
そ
に
、
イ
ラ
ク
問
題
な
ど
国
際
緊
張
の
高
ま

り
の
中
で
、
日
本
の
社
会
状
況
は
依
然
と
し
て
閉

塞
感
に
覆
わ
れ
、
出
口
の
見
え
に
く
い
状
態
で
揺

れ
動
い
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
中
で
、
日
本
経

済
は
一
部
の
企
業
の
収
益
が
改
善
さ
れ
て
は
い
ま

す
が
、
老
後
や
雇
用
の
不
安
が
内
需
を
落
ち
込
ま

せ
る
な
ど
経
済
再
生
へ
の
道
筋
は
未
だ
に
不
透
明

感
を
拭
い
切
れ
ず
、
地
域
経
済
は
一
層
厳
し
さ
を

増
し
て
い
ま
す
。 

　
日
本
の
財
政
政
策
は
バ
ブ
ル
経
済
崩
壊
後
、
総

じ
て
景
気
回
復
を
優
先
し
た
財
政
運
営
を
行
っ
て

き
た
結
果
、
国
と
地
方
を
合
わ
せ
た
平
成
１６
年
度

末
の
長
期
債
務
残
高
の
見
込
額
は
７
１
９
兆
円
と
、

先
進
国
の
い
ず
れ
の
国
と
比
較
し
て
も
極
め
て
深

刻
な
状
況
に
あ
り
ま
す
。 

　
こ
う
し
た
中
、
平
成
１６
年
度
の
国
の
予
算
の
基

本
的
な
考
え
方
は
、
こ
れ
ま
で
の
「
改
革
断
行
予

算
」
と
い
う
基
本
路
線
を
継
続
し
な
が
ら
構
造
改

革
を
一
層
推
進
し
、
活
力
あ
る
経
済
社
会
と
持
続

的
な
成
長
に
よ
る
財
政
構
造
の
構
築
を
図
る
こ
と

が
必
要
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
こ
の
こ
と
か
ら
も
、
こ
れ
か
ら
の
地
方
は
国
に

頼
っ
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
名
実
と
も
に
地
方
分

権
を
担
う
自
治
体
と
し
て
、
市
民
の
皆
様
と
の
協 

働
で
、
自
立
し
て
い
く
た
め
の
地
歩
を
築
い
て
い

く
節
目
の
年
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
変
革
を
恐
れ

ず
、
新
し
い
時
代
に
挑
戦
す
る
「
不
撓
不
屈
」
の

強
い
意
思
を
持
っ
て
、
ま
ち
づ
く
り
に
臨
ん
で
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
ま
す
。 

　
こ
の
よ
う
な
変
革
の
時
代
で
は
あ
り
ま
す
が
、

私
は
４
期
目
の
仕
上
げ
の
年
に
あ
た
っ
て
「
安 

全
・
安
心
で
心
豊
か
な
ふ
れ
あ
い
の
市
政
」
を
諸

施
策
の
基
本
に
、
だ
れ
も
が
「
夢
」
や
「
希
望
」

を
持
っ
て
、
住
ん
で
よ
か
っ
た
と
誇
り
を
持
っ
て

い
た
だ
け
る
ま
ち
づ
く
り
を
、
皆
様
の
お
力
を
得

な
が
ら
全
力
を
挙
げ
て
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。 

　
平
成
１６
年
度
に
お
け
る
政
府
予
算
案
を
見
ま
す

と
、
一
般
会
計
の
予
算
規
模
は
、
平
成
１５
年
度
当

初
比
０
・
４
㌫
増
の
８２
兆
１
千
１
０
９
億
円
と
な

っ
て
い
ま
す
。 

　
政
策
的
経
費
で
あ
る
一
般
歳
出
は
０
・
１
㌫
増

の
４７
兆
６
千
３
２
０
億
円
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

高
齢
化
に
伴
う
社
会
保
障
関
係
費
な
ど
の
増
加
分

を
除
い
た
実
質
ベ
ー
ス
で
は
前
年
度
を
下
回
り
、

３
年
連
続
の
緊
縮
型
予
算
と
し
て
い
ま
す
。 

　
国
の
三
位
一
体
の
改
革
で
は
、
地
方
向
け
国
庫

補
助
負
担
金
を
１
兆
円
削
減
す
る
一
方
、
税
源
移

譲
に
つ
い
て
は
４
千
２
４
９
億
円
を
暫
定
措
置
と

し
て
、
新
た
に
「
所
得
譲
与
税
」
で
地
方
に
配
分

さ
れ
る
こ
と
と
さ
れ
ま
し
た
。 

な
い
ゆ
う
が
い
か
ん 

ふ  

と
う 

ふ  

く
つ 

ち
　
ほ 

▲３月９日
卒業式が行
の子どもた
しました。

平成16年4月1日 3



重
点
施
策 

安
全
・
安
心
の 

ま
ち
づ
く
り
の
推
進 

　
一
方
、
地
方
財
政
計
画
に
つ
い
て
は
、
歳
入

歳
出
規
模
も
前
年
度
当
初
比
１
・
８
㌫
減
の
８４

兆
６
千
６
６
９
億
円
と
３
年
連
続
で
前
年
度
を

下
回
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。 

　
こ
れ
は
、
三
位
一
体
の
改
革
に
お
い
て
、
国

の
一
般
会
計
歳
出
の
圧
迫
要
因
と
な
っ
て
い
る

地
方
交
付
税
の
総
額
圧
縮
に
向
け
、
地
方
財
政

計
画
の
地
方
単
独
事
業
や
、
給
与
関
係
費
な
ど

の
歳
出
を
徹
底
的
に
見
直
し
て
規
模
が
抑
制
さ

れ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
こ
う
し

た
こ
と
か
ら
、
地
方
交
付
税
は
６
・
５
㌫
減
と

４
年
連
続
の
減
少
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
歳
入
の
柱
と
な
っ
て
い
る
市
町
村
税
は
、
一

定
の
企
業
収
益
の
好
転
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
や
、

個
人
住
民
税
の
均
等
割
の
増
税
な
ど
に
よ
り
、

前
年
度
に
比
べ
減
収
幅
が
縮
減
し
０
・
６
㌫
減

と
し
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
地
方
財
政
の
財
源
不
足
の
補
て
ん
は
、

国
と
地
方
が
折
半
し
、
国
は
赤
字
国
債
で
交
付

税
に
加
算
し
、
地
方
は
臨
時
財
政
対
策
債
を
発

行
す
る
と
い
う
現
行
ル
ー
ル
の
３
年
間
延
長
が

決
め
ら
れ
ま
し
た
が
、
地
方
財
政
計
画
の
歳
出

抑
制
な
ど
で
財
源
不
足
が
圧
縮
さ
れ
、
臨
時
財

政
対
策
債
の
発
行
額
は
２８
・
６
㌫
減
と
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
、
地
方
自
治
体
の
単
独

事
業
に
係
る
歳
出
削
減
や
、
行
政
運
営
の
一
層

の
効
率
化
を
促
す
厳
し
い
内
容
と
な
っ
て
い
ま

す
。 

　
こ
う
し
た
中
、
本
市
の
財
政
状
況
に
つ
い
て

も
一
段
と
厳
し
さ
が
増
し
て
き
て
お
り
ま
す
。 

　
平
成
１６
年
度
当
初
予
算
の
編
成
に
あ
た
り
ま

し
て
は
、
ひ
し
ひ
し
と
迫
り
来
る
厳
し
さ
を
胸

に
感
じ
な
が
ら
、
従
来
に
も
増
し
て
行
政
経
費

の
節
減
・
合
理
化
に
努
め
、
安
全
・
安
心
の
ま

ち
づ
く
り
な
ど
を
念
頭
に
お
き
な
が
ら
予
算
編

成
を
い
た
し
ま
し
た
。 

　
本
市
の
平
成
１６
年
度
一
般
会
計
予
算
の
総
額

は
１
２
５
億
５
千
５
０
０
万
円
で
、
平
成
１５
年

度
当
初
予
算
比
４
・
６
㌫
の
増
と
な
り
ま
し
た
。 

　
し
か
し
、
実
質
的
な
伸
率
は
、
平
成
７
年
度

と
平
成
８
年
度
に
借
り
入
れ
ま
し
た
、
減
税
補

て
ん
債
１０
億
２
千
万
円
の
借
り
換
え
を
除
く
と

３
・
９
㌫
の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
歳
入
で
は
、
市
民
税
の
税
制
改
正
に
よ
り
、

個
人
住
民
税
の
均
等
割
が
増
え
る
と
は
い
え
、

給
与
所
得
の
伸
び
悩
み
に
よ
り
８
・
０
㌫
の
減
、

固
定
資
産
税
は
１
・
９
㌫
増
、
市
税
全
体
で
は

２
・
９
㌫
の
減
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。 

　
地
方
財
政
計
画
な
ど
を
踏
ま
え
、
本
市
の
地

方
交
付
税
は
、
前
年
度
当
初
比
１２
・
４
㌫
減
、

臨
時
財
政
対
策
債
に
つ
い
て
も
１３
・
９
㌫
減
を

見
込
み
ま
し
た
が
、
極
め
て
厳
し
い
状
況
と
な

っ
て
い
ま
す
。 

　
さ
ら
に
、
三
位
一
体
の
改
革
に
伴
う
保
育
園

運
営
費
負
担
金
な
ど
、
国
庫
補
助
負
担
金
の
一

般
財
源
化
に
お
い
て
は
、
新
た
に
所
得
譲
与
税

と
し
て
配
分
さ
れ
ま
す
が
、
全
額
補
て
ん
さ
れ

る
状
況
に
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

　
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
基
礎
的
な
収
支
を
ま

か
な
う
一
般
財
源
が
大
き
く
不
足
す
る
た
め
、

財
政
調
整
基
金
２
億
円
や
ふ
る
さ
と
づ
く
り
基

金
４
千
７６
万
円
な
ど
か
ら
の
繰
り
入
れ
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
ま
す
。 

　
な
お
、
恒
久
的
減
税
に
伴
う
影
響
額
に
つ
い

て
は
、
従
来
ど
お
り
市
民
税
減
税
補
て
ん
債
及

び
、
地
方
特
例
交
付
金
に
よ
り
補
て
ん
が
さ
れ

る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。 

　
歳
出
に
つ
き
ま
し
て
は
、
ま
す
ま
す
厳
し
い

財
政
運
営
が
強
い
ら
れ
る
状
況
に
あ
り
ま
す
の

で
、
財
政
状
況
に
十
分
注
視
し
、
本
市
の
行
政

哲
学
で
あ
る
「
岩
倉
２１
世
紀
へ
の
提
言
」
に
意

を
尽
く
し
な
が
ら
「
第
３
次
岩
倉
市
総
合
計 

画
」
に
沿
っ
た
諸
施
策
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま

す
。 

　
次
に
、
平
成
１６
年
度
に
お
い
て
推
進
す
る
４

つ
の
重
点
的
な
施
策
と
、
主
な
新
規
事
業
な
ど

に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。  

           
　
最
初
に
、
「
安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
の

推
進
」
で
あ
り
ま
す
。 

　
私
た
ち
に
と
っ
て
、
災
害
、
犯
罪
、
事
故
な

ど
へ
の
不
安
が
無
く
、
安
心
し
て
生
活
す
る
こ

と
が
で
き
る
地
域
社
会
を
築
く
こ
と
は
、
ま
ち

づ
く
り
の
原
点
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。 

　
昨
年
１２
月
に
は
、
今
世
紀
前
半
に
起
き
る
恐

れ
の
あ
る
東
南
海
・
南
海
地
震
の
防
災
対
策
推

進
地
域
に
本
市
も
指
定
さ
れ
ま
し
た
。
大
規
模

地
震
に
よ
る
被
害
を
最
小
限
に
抑
え
る
た
め
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
地
震
対
策
、
防
災
対
策
の
強

化
が
必
要
で
あ
り
ま
す
。 

　
ま
ず
、
公
共
施
設
の
耐
震
化
に
つ
き
ま
し
て

は
、
新
年
度
か
ら
落
橋
防
止
の
た
め
「
広
瀬
橋

耐
震
補
強
工
事
」
や
「
橋
梁
耐
震
補
強
事
業
」

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
地
域
の

防
災
拠
点
施
設
と
し
て
大
山
寺
町
に
「
（
仮
称
）

防
災
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
」
の
建
設
に
向

け
、
土
地
取
得
特
別
会
計
か
ら
用
地
の
買
い
戻

し
を
い
た
し
ま
す
。 

　
さ
ら
に
、
災
害
避
難
施
設
に
な
っ
て
い
ま
す
、

岩
倉
中
学
校
南
館
校
舎
の
耐
震
診
断
や
、
阪 

神
・
淡
路
大
震
災
の
教
訓
を
生
か
し
て
、
東
小

学
校
に
下
水
道
と
プ
ー
ル
の
水
を
利
用
し
た
、

貯
留
型
仮
設
水
洗
ト
イ
レ
を
設
置
す
る
た
め
の

工
事
を
行
い
ま
す
。 

　
こ
の
ほ
か
、
震
災
時
の
飲
料
水
の
確
保
を
目

的
と
し
て
、
愛
知
県
送
水
管
と
市
の
水
道
管
を

直
接
繋
ぐ
た
め
の
、
緊
急
支
援
連
絡
管
接
続
工

事
の
設
計
を
行
う
と
と
も
に
、
消
防
・
防
災
機

能
を
よ
り
高
め
る
た
め
、
「
小
型
動
力
ポ
ン
プ

付
水
槽
車
買
替
事
業
」
や
避
難
所
用
資
機
材
と

し
て
防
災
テ
ン
ト
の
充
実
な
ど
を
図
っ
て
ま
い

り
ま
す
。 

　
ま
た
、
ソ
フ
ト
面
の
取
り
組
み
に
つ
き
ま
し

て
は
、
防
災
対
策
の
基
本
で
あ
り
ま
す
「
自
分
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市
町
村
合
併 

行
政
改
革
の
推
進 

岩
倉
駅
東
地
区
再
開
発 

事
業
の
推
進 

の
命
は
自
分
で
守
る
」
た
め
に
、
ま
ず
何
を
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
を
考
え
、
学
ん
で
い
た

だ
く
場
と
し
て
「
地
震
対
策
講
演
会
・
講
習 

会
」
を
実
施
い
た
し
ま
す
。 

　
な
お
、
引
き
続
き
「
木
造
住
宅
耐
震
診
断
」

「
木
造
住
宅
耐
震
改
修
」
に
助
成
を
し
て
ま
い

り
た
い
と
考
え
ま
す
。 

　
防
犯
・
交
通
安
全
に
お
き
ま
し
て
は
、
昨
年

８
月
、
市
民
の
皆
様
の
ご
協
力
で
地
域
安
全
パ

ト
ロ
ー
ル
隊
が
全
行
政
区
で
発
足
し
、
各
地
域

で
防
犯
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
い
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
活
動
に
よ
っ
て
、

岩
倉
市
内
の
窃
盗
犯
罪
の
発
生
率
は
、
前
年
対

比
で
１３
㌫
ほ
ど
減
少
し
て
い
ま
す
。
市
民
の
皆

様
の
ご
協
力
に
大
変
感
謝
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

新
年
度
も
地
域
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
な
ど
の
積

極
的
な
ご
協
力
を
得
な
が
ら
、
「
防
犯
灯
の
設

置
」
「
安
全
・
安
心
パ
ト
ロ
ー
ル
」
な
ど
の
防

犯
対
策
に
努
力
を
い
た
し
ま
す
。 

　
交
通
安
全
対
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、
道
路
環

境
の
整
備
と
し
て
「
区
画
線
引
き
」「
防
護
柵
」

な
ど
を
推
進
い
た
し
ま
す
。 

　
ま
た
、
市
民
の
皆
様
の
、
安
全
・
安
心
の
よ

り
ど
こ
ろ
と
な
り
ま
す
岩
倉
幹
部
交
番
の
移
転

に
つ
き
ま
し
て
は
、
早
期
実
現
に
向
け
て
引
き

続
き
強
く
県
に
要
請
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

     

　
第
二
は
「
行
財
政
改
革
の
推
進
」
で
あ
り
ま

す
。 

　
依
然
と
し
て
厳
し
い
社
会
情
勢
の
中
、
本
市

に
お
い
て
も
、
財
政
状
況
は
さ
ら
に
深
刻
化
し

て
い
ま
す
。
新
年
度
に
つ
き
ま
し
て
も
、
「
第

２
次
岩
倉
市
行
政
改
革
大
綱
」
お
よ
び
、
「
行

政
改
革
実
施
計
画
」
に
基
づ
き
、
よ
り
一
層
の

行
政
改
革
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。  

　
行
政
改
革
の
基
本
は
、
職
員
の
意
識
改
革
に

あ
り
ま
す
。
意
識
改
革
な
く
し
て
行
財
政
の
効

率
化
は
あ
り
え
ま
せ
ん
。
こ
れ
ま
で
以
上
に
、

人
づ
く
り
を
徹
底
し
、
自
覚
を
促
し
な
が
ら
、

市
民
の
皆
様
と
の
協
働
で
、
よ
り
一
層
の
事
務

事
業
の
見
直
し
や
収
納
率
の
向
上
、
民
間
委
託

な
ど
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。 

　
新
年
度
の
具
体
的
な
取
り
組
み
と
し
て
は
、

職
員
２２
人
の
減
員
や
管
理
職
手
当
、
特
殊
勤
務

手
当
な
ど
の
削
減
に
よ
り
、
２
億
７
千
９
０
０

万
円
の
人
件
費
の
削
減
。
ま
た
、
既
存
事
業
の

全
般
的
な
見
直
し
を
は
じ
め
、
昨
年
度
に
加
え
、

ご
み
収
集
の
一
部
コ
ー
ス
の
民
間
委
託
を
行
い

ま
す
。 

　
こ
の
ほ
か
、
新
た
に
給
食
配
送
業
務
の
委
託

や
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
も
お
支
払
い

い
た
だ
け
る
よ
う
、
水
道
料
金
収
納
事
務
の
私

人
委
託
な
ど
を
行
い
ま
す
。 

　
し
か
し
な
が
ら
、
内
部
努
力
だ
け
で
は
対
応

で
き
な
い
状
況
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
財
政

援
助
団
体
へ
の
補
助
金
の
５
㌫
縮
減
な
ど
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、

何
と
ぞ
ご
理
解
、
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

      

　
第
三
は
「
市
町
村
合
併
」
で
あ
り
ま
す
。 

　
市
町
村
合
併
の
最
大
の
目
標
は
、
市
民
の
皆

様
の
豊
か
な
暮
ら
し
の
実
現
に
結
び
つ
く
地
域

社
会
を
築
く
こ
と
で
あ
り
ま
す
。 

　
一
方
、
現
在
で
は
こ
の
厳
し
い
時
代
に
、
地

方
分
権
の
受
け
皿
と
し
て
行
財
政
改
革
を
し
な

が
ら
、
い
か
に
各
市
町
が
生
き
延
び
て
い
く
か

が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
江
南
市
・

岩
倉
市
・
大
口
町
・
扶
桑
町
合
併
検
討
協
議
会

を
設
置
し
、
２
市
２
町
の
行
財
政
改
革
と
合
併

に
よ
る
都
市
内
分
権
に
よ
り
、
行
政
サ
ー
ビ
ス

の
違
い
を
ど
う
担
保
す
る
か
な
ど
議
論
を
深
め

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。 

　
財
政
な
ど
の
支
援
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る

合
併
特
例
法
の
期
限
ま
で
に
は
、
１
年
余
り
し

か
残
っ
て
い
ま
せ
ん
。
新
年
度
に
向
け
て
は
、

将
来
の
岩
倉
の
た
め
に
禍
根
を
残
さ
な
い
よ
う
、

合
併
を
よ
り
慎
重
に
議
論
す
る
た
め
、
合
併
検

討
協
議
会
で
話
し
合
い
を
し
な
が
ら
、
任
意
の

合
併
検
討
協
議
会
か
ら
法
定
協
議
会
に
移
行
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
し
た
。 

　
し
か
し
、
市
町
村
合
併
に
つ
い
て
は
、
い
ず

れ
の
市
町
も
長
い
歴
史
が
あ
り
、
ま
ち
づ
く
り

に
つ
い
て
も
異
な
っ
た
考
え
方
も
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
こ
に
き
て
、
非
常
に
厳
し
い
状
況
で
あ
り
ま

す
が
、
そ
れ
ら
を
お
互
い
に
尊
重
し
合
い
な
が

ら
、
合
意
形
成
が
進
め
ら
れ
て
行
き
ま
す
の
で
、

皆
様
と
相
談
し
な
が
ら
対
応
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。 

      

　
第
四
は
「
岩
倉
駅
東
地
区
再
開
発
事
業
の

促
進
」
で
あ
り
ま
す
。 

　
都
市
の
元
気
さ
は
、
中
心
市
街
地
に
ど
れ
だ

け
多
く
の
人
が
集
い
、
活
気
が
あ
る
か
が
バ
ロ

メ
ー
タ
ー
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。 

　
そ
の
要
と
な
る
岩
倉
駅
東
地
区
再
開
発
事
業

は
、
こ
れ
か
ら
の
本
市
の
商
業
活
動
と
市
民
活

動
の
集
積
の
場
で
あ
る
と
と
も
に
、
文
化
の
創

造
・
発
信
の
場
で
も
あ
り
ま
す
。 

　
住
む
人
も
、
訪
れ
る
人
も
、
憩
い
、
楽
し
み
、

学
習
す
る
こ
と
が
で
き
る
、
新
た
な
魅
力
を
創

出
す
る
こ
と
が
ま
ち
に
活
気
を
取
り
戻
す
こ
と

で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
私
た

ち
の
先
輩
が
、
当
時
何
も
な
か
っ
た
五
条
川
に

桜
を
植
え
た
よ
う
に
、
私
た
ち
も
こ
れ
か
ら
の

岩
倉
を
さ
ら
に
子
ど
も
や
孫
た
ち
が
故
郷
と
、

誇
り
を
持
っ
て
言
っ
て
く
れ
る
よ
う
に
、
今
、

種
を
ま
い
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え

ま
す
。 

　
と
り
わ
け
「
岩
倉
駅
東
地
区
北
街
区
再
開
発 
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健
康
・
福
祉 

新
規
事
業
な
ど 

教
育
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ 

環
境 

事
業
」
は
、
岩
倉
市
の
新
し
い
顔
と
し
て
、
ま

た
、
ま
ち
の
賑
わ
い
の
核
と
な
る
よ
う
、
昨
年

４
月
に
国
の
新
規
事
業
採
択
を
受
け
、
事
業
計

画
作
成
業
務
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。
新
年
度
に
は
、
権
利
変
換
な
ど
の
手
続
き

を
行
い
、
財
政
状
況
が
厳
し
い
状
況
で
あ
り
ま

す
の
で
、
事
業
費
を
精
査
し
な
が
ら
、
よ
り
一

層
の
事
業
の
促
進
に
向
け
全
力
を
挙
げ
て
ま
い

り
ま
す
。 

　
こ
の
ほ
か
、
桜
通
線
・
江
南
岩
倉
線
に
つ
き

ま
し
て
は
、
引
き
続
き
事
業
採
択
に
向
け
て
積

極
的
に
関
係
機
関
に
要
請
い
た
し
ま
す
。 

　
な
お
、
下
本
町
街
区
再
開
発
事
業
に
つ
き
ま

し
て
も
、
準
備
組
合
の
活
動
を
支
援
し
て
ま
い

り
ま
す
。 

　
続
い
て
、
新
規
事
業
な
ど
主
な
施
策
に
つ
い

て
申
し
上
げ
ま
す
。 

            

　
ま
ず
、
健
康
・
福
祉
で
あ
り
ま
す
。 

　
健
康
事
業
に
お
き
ま
し
て
は
、
保
健
推
進
員

と
協
力
し
、
幼
児
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
生
涯
を

通
じ
た
市
民
の
皆
様
の
健
康
保
持
、
増
進
を
図

っ
て
ま
い
り
ま
す
。
新
年
度
は
「
前
立
腺
が
ん

検
診
委
託
事
業
」
や
「
高
血
圧
予
防
教
室
」
な

ど
を
行
い
、
健
康
事
業
の
充
実
に
努
め
ま
す
。 

　
ま
た
、
昨
年
度
か
ら
国
民
健
康
保
険
事
業
で

実
施
し
ま
し
た
「
脳
ド
ッ
ク
等
検
査
委
託
事 

業
」
に
つ
い
て
は
、
受
診
者
数
を
増
や
し
、
脳

疾
患
の
早
期
発
見
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。 

　
長
寿
社
会
へ
の
対
応
で
は
、
介
護
認
定
者
や

介
護
サ
ー
ビ
ス
受
給
者
は
順
調
に
増
加
し
、
介

護
保
険
制
度
が
市
民
の
身
近
な
制
度
と
し
て
定

着
し
て
き
て
い
ま
す
。
健
全
な
事
業
運
営
に
努

力
を
す
る
と
と
も
に
、
新
年
度
は
、
市
内
で
３

か
所
目
の
「
痴
呆
性
老
人
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
」

の
建
設
に
補
助
金
を
交
付
し
、
介
護
基
盤
整
備

の
推
進
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。 

　
こ
の
ほ
か
、
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
な
ど
が

寝
た
き
り
な
ど
の
要
介
護
状
態
に
な
ら
な
い
よ

う
、
よ
り
一
層
、
保
健
・
医
療
・
福
祉
の
連
携

を
密
に
し
、
介
護
予
防
事
業
や
高
齢
者
福
祉
事

業
に
つ
い
て
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。 

　
児
童
福
祉
で
は
、
次
世
代
育
成
支
援
対
策
推

進
法
に
基
づ
き
、
少
子
化
対
策
を
具
体
的
に
進

め
る
た
め
、
昨
年
度
に
実
施
し
ま
し
た
ニ
ー
ズ

調
査
に
基
づ
き
市
民
参
加
に
よ
っ
て
「
次
世
代

育
成
支
援
地
域
行
動
計
画
」
を
策
定
い
た
し
ま

す
。 

　
ま
た
、
児
童
手
当
の
対
象
を
小
学
校
３
年
生

ま
で
拡
充
す
る
ほ
か
、
新
た
に
市
立
保
育
園
に

３
人
以
上
の
兄
弟
が
入
園
さ
れ
て
い
る
場
合
、

３
人
目
以
降
の
保
育
料
を
無
料
と
し
、
子
育
て

中
の
、
保
護
者
の
経
済
的
な
負
担
の
軽
減
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。 

　
母
子
福
祉
で
は
、
母
子
家
庭
な
ど
の
生
活
援

助
を
行
う
た
め
「
母
子
家
庭
等
日
常
生
活
支
援

員
」
の
派
遣
制
度
を
設
け
ま
す
。
少
子
化
対
策
、

子
育
て
支
援
の
一
環
と
し
て
行
っ
て
ま
い
り
ま

し
た
「
乳
幼
児
医
療
費
助
成
」
に
つ
き
ま
し
て

は
、
新
年
度
か
ら
入
院
分
に
つ
い
て
就
学
前
ま

で
を
対
象
と
し
、
制
度
の
拡
充
を
図
っ
て
ま
い

り
ま
す
。 

      

　
続
い
て
、
教
育
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
に
つ
い

て
で
あ
り
ま
す
。 

　
学
校
教
育
事
業
で
は
、
学
校
と
地
域
の
交
流

事
業
の
充
実
や
、
新
た
な
取
り
組
み
と
し
て
、

「
子
ど
も
は
未
来
の
ま
ち
づ
く
り
人
」
を
基
本

に
置
き
、
幼
稚
園
・
保
育
園
、
小
・
中
学
校
の

連
携
を
推
進
し
、
市
民
参
画
に
よ
る
人
づ
く 

り
・
心
づ
く
り
活
動
を
展
開
す
る
た
め
に
、
そ

れ
ぞ
れ
の
学
校
の
特
色
を
活
か
し
た
「
教
育
プ

ラ
ン
事
業
」
を
行
っ
て
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま

す
。 

　
ま
た
、
「
少
人
数
授
業
」
に
つ
き
ま
し
て
は
、

児
童
・
生
徒
が
基
礎
・
基
本
の
学
力
を
身
に
付

け
る
た
め
に
引
き
続
き
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

　
な
お
、
「
少
人
数
学
級
」
に
つ
き
ま
し
て
は
、

県
の
動
向
を
踏
ま
え
、
小
学
校
１
年
生
を
対
象

に
３５
人
学
級
を
導
入
い
た
し
ま
す
。  

　
学
校
施
設
改
善
事
業
と
し
ま
し
て
は
、
「
岩

倉
中
学
校
理
科
室
・
廊
下
改
修
事
業
」
や
中
学

校
の
「
学
校
図
書
館
冷
暖
房
設
備
工
事
」
な
ど

に
引
き
続
き
取
り
組
み
、
よ
り
良
い
学
習
環
境

の
整
備
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。 

　
次
に
、
生
涯
学
習
の
推
進
に
つ
き
ま
し
て
は
、

「
生
涯
学
習
基
本
構
想
・
基
本
計
画
」
に
基
づ

き
、
生
涯
学
習
や
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
効
果

的
な
推
進
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
ま
す
。 

　
音
楽
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
に
お
き
ま

し
て
は
、
子
ど
も
た
ち
の
豊
か
な
感
性
を
育
む

た
め
、
学
校
音
楽
鑑
賞
会
な
ど
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
青
少
年
の
健
全
育
成
の
一
つ
と
し
て
引

き
続
き
ジ
ュ
ニ
ア
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
を
育
成
し
て

ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。 

　
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
で
は
、
ソ
フ
ト
事
業
と
し

て
愛
知
万
博
地
域
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
関
連
と

し
て
の
「
ス
ポ
ー
ツ
振
興
事
業
」
や
、
総
合
体

育
文
化
セ
ン
タ
ー
の
「
空
調
用
冷
温
水
ポ
ン
プ

等
取
替
事
業
」
「
多
目
的
ホ
ー
ル
吊
物
用
ワ
イ

ヤ
ー
等
取
替
事
業
」
な
ど
の
整
備
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。 
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産
業
の
振
興 

都
市
基
盤
整
備 

 
　
次
に
、
環
境
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
。 

　
環
境
保
全
事
業
で
は
、
ご
み
の
減
量
化
・
資

源
化
の
一
環
と
し
て
、
清
掃
事
務
所
車
庫
の
一

部
を
改
修
し
、
粗
大
ご
み
と
し
て
出
さ
れ
た
家

具
な
ど
の
修
理
・
再
生
を
目
的
と
し
た
「
リ
サ

イ
ク
ル
プ
レ
イ
ス
事
業
」
に
取
り
組
む
と
と
も

に
、
古
紙
な
ど
の
リ
サ
イ
ク
ル
率
向
上
に
向
け

て
「
古
紙
と
古
着
の
日
」
を
設
け
、
分
別
収
集

の
徹
底
に
よ
り
資
源
化
を
推
進
し
て
ま
い
り
た

い
と
存
じ
ま
す
。 

　
そ
の
ほ
か
、
自
然
と
の
共
生
の
充
実
を
図
る

た
め
、
昨
年
度
に
基
本
設
計
を
い
た
し
ま
し
た

「
（
仮
称
）
竹
林
公
園
整
備
」
の
た
め
の
土
地

取
得
を
、
新
年
度
か
ら
と
り
か
か
り
、
事
業
の

推
進
を
図
っ
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
ま
す
。 

      

　
続
い
て
、
都
市
基
盤
整
備
に
つ
い
て
で
あ
り

ま
す
。 

　
「
公
共
下
水
道
事
業
」
に
お
き
ま
し
て
は
、

五
条
川
右
岸
処
理
区
の
計
画
的
な
面
整
備
と
利

用
の
促
進
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。 

　
ま
た
、
新
川
流
域
総
合
治
水
対
策
事
業
の
一

環
と
し
て
、
公
共
下
水
道
整
備
計
画
区
域
内
の

浸
水
解
消
に
向
け
て
、
雨
水
整
備
計
画
の
策
定

を
行
い
ま
す
。 

　
「
北
島
藤
島
線
街
路
改
良
事
業
」
な
ど
の
幹

線
道
路
整
備
に
つ
き
ま
し
て
も
順
次
進
め
る
と

と
も
に
、
新
た
に
生
活
道
路
な
ど
、
身
近
な
環

境
整
備
を
迅
速
に
行
う
た
め
の
パ
ー
ト
職
員
３

人
を
採
用
い
た
し
ま
す
。  

　
こ
れ
ら
の
ほ
か
、
「
岩
倉
駅
地
下
連
絡
道
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
設
置
」
の
た
め
の
実
施
設
計
費
を

お
願
い
し
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
に
配
慮
し
た
ま
ち

づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま

す
。 

　
市
街
地
整
備
で
は
、
川
井
町
・
稲
荷
町
地
域

の
地
区
整
備
計
画
に
向
け
て
「
南
部
地
区
ま
ち

づ
く
り
推
進
計
画
調
査
事
業
」
を
行
い
、
市
街

化
区
域
編
入
に
向
け
て
の
調
査
を
行
っ
て
ま
い

り
ま
す
。 

      

　
次
に
、
産
業
の
振
興
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
。 

　
農
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
「
用
排
水
路
改
修

工
事
」
を
計
画
的
に
進
め
、
農
業
環
境
の
整
備

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。 

　
ま
た
、
引
き
続
き
「
農
業
近
代
化
資
金
利
子

補
給
」
な
ど
を
行
い
な
が
ら
、
農
業
経
営
の
安

定
化
に
向
け
て
努
力
い
た
し
ま
す
。 

　
な
お
、
市
民
生
活
に
身
近
な
農
業
振
興
を
進

め
る
た
め
、
「
農
業
体
験
機
会
の
拡
充
」
に
努

め
て
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。 

　
商
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
平
成
１７
年
に
開
催

さ
れ
ま
す
愛
知
万
博
に
向
け
て
、
一
市
町
村
一

国
フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ
事
業
の
、
岩
倉
市
の
相
手

国
、
キ
ュ
ー
バ
共
和
国
と
の
交
流
な
ど
、
「
愛

知
万
博
地
域
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
」
を
実

施
し
な
が
ら
、
ま
ち
の
賑
わ
い
と
商
業
活
動
の

推
進
に
つ
な
げ
て
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。 

　
ま
た
、
引
き
続
き
、
商
工
業
者
へ
の
融
資
制

度
な
ど
も
継
続
し
て
行
い
、
地
域
商
工
業
の
発

展
に
向
け
て
援
助
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

　
以
上
、
各
般
に
わ
た
り
主
な
諸
施
策
の
概
要

を
ご
説
明
申
し
上
げ
ま
し
た
。 

　
こ
の
ほ
か
、
社
会
の
潮
流
で
あ
り
ま
す
高
度

情
報
化
に
対
応
す
る
た
め
、
情
報
化
担
当
部
署

を
強
化
し
、
よ
り
充
実
し
た
情
報
サ
ー
ビ
ス
に

努
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
ま
す
。 

　
公
共
料
金
に
つ
き
ま
し
て
は
、
現
在
の
厳
し

い
経
済
状
況
な
ど
に
配
慮
し
、
据
え
置
き
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

　
最
後
に
、
愛
知
県
財
政
と
市
民
生
活
と
の
か

か
わ
り
に
つ
い
て
ふ
れ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

　
す
で
に
ご
承
知
の
よ
う
に
、
愛
知
県
で
は
平

成
１６
年
度
に
お
い
て
も
大
幅
な
収
支
不
足
が
見

込
ま
れ
る
こ
と
や
、
三
位
一
体
の
改
革
に
関
連

し
て
、
県
単
独
補
助
金
の
縮
減
が
考
え
ら
れ
て

い
ま
す
が
、
具
体
的
な
内
容
に
つ
い
て
は
、
現

段
階
で
は
不
透
明
な
状
況
に
あ
り
ま
す
。
県
の

事
業
の
見
直
し
が
明
ら
か
に
な
っ
た
場
合
に
は
、

市
の
単
独
事
業
と
な
り
ま
す
部
分
に
つ
い
て
、

予
算
の
見
直
し
を
さ
せ
て
い
た
だ
か
ざ
る
を
得

な
い
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。 

　
今
、
社
会
は
、
依
然
と
し
て
先
行
き
の
不
透

明
感
や
閉
塞
感
に
覆
わ
れ
た
混
迷
の
中
に
あ
り
、

出
口
の
見
え
な
い
状
態
で
揺
れ
動
い
て
い
ま
す
。 

　
し
か
し
、
こ
の
こ
と
を
憂
慮
し
て
い
る
ば
か

り
で
は
何
も
生
み
出
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

こ
れ
を
乗
り
越
え
る
の
は
、
失
敗
を
恐
れ
な
い

勇
気
と
、
明
日
へ
の
希
望
に
つ
な
が
る
夢
へ
の

挑
戦
で
あ
り
ま
す
。 

　
あ
る
世
界
的
な
企
業
の
創
立
者
は
、
「
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
て
失
敗
を
恐
れ
る
よ
り
も
、
何
も
し

な
い
こ
と
を
恐
れ
る
」
と
い
う
言
葉
を
残
し
て

お
り
ま
す
。
安
全
・
安
心
で
心
豊
か
な
、
質
の

高
い
元
気
な
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
、
変
革
を

恐
れ
ず
全
力
を
尽
く
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え

ま
す
。 

　
市
民
の
皆
様
、
ま
た
議
員
各
位
の
格
段
の
ご

支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
お
願

い
申
し
上
げ
、
施
政
方
針
説
明
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。 
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「
五
条
川
の
今
・
む
か
し
、こ
れ
か
ら
」 

作
文
コ
ン
ク
ー
ル
を
実
施
し
ま
す 

（金） 

（木） 

市
民
ス
ペ
ー
ス
の
利
用
 

者
を
募
集
し
ま
す
 

　
２
０
０
５
年
３
月
２５
日
に
開
幕
す
る
愛
知
万
博

は
、
自
然
を
見
つ
め
直
し
、
環
境
に
や
さ
し
く
、

ま
た
、
多
く
の
市
民
が
主
役
と
な
り
参
加
で
き
る

博
覧
会
を
目
指
し
て
い
ま
す
。 

　
岩
倉
市
で
は
、
岩
倉
市
の
環
境
資
源
で
あ
る
五

条
川
を
題
材
と
し
た
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
を
行
い
、

博
覧
会
開
催
期
間
中
の
「
岩
倉
の
日
」
に
、
博
覧

会
会
場
で
優
秀
作
品
の
朗
読
に
よ
る
発
表
を
行
っ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
に
応
募
し

て
、
皆
さ
ん
も
、
博
覧
会
へ
主
役
と
し
て
参
加
し

ま
し
ょ
う
。 

●
テ
ー
マ
　
「
五
条
川
の
今
・
む
か
し
、
こ
れ
か

ら
」
（
題
名
は
自
由
） 

●
応
募
区
分
　
小
学
生
の
部
、
中
学
生
の
部
、
一

般
の
部
（
高
校
生
以
上
） 

●
原
稿 

★
小
学
生
の
部
…
４
０
０
字
詰
め
原
稿
用
紙
２
枚

以
内
で
日
本
語
に
よ
り
表
記
さ
れ
た
も
の 

★
中
学
生
の
部
…
４
０
０
字
詰
め
原
稿
用
紙
３
枚

以
内
で
日
本
語
に
よ
り
表
記
さ
れ
た
も
の 

★
一
般
の
部
…
４
０
０
字
詰
め
原
稿
用
紙
５
枚
以

内
で
日
本
語
に
よ
り
表
記
さ
れ
た
も
の 

●
応
募
方
法
　
作
品
に
応
募
区
分
、
題
名
、
住
所
、

氏
名
、
年
齢

を
明
記
の
う

え
商
工
農
政

課
へ
提
出
し

て
く
だ
さ
い

（
郵
送
可
）
。 

　
応
募
作
品

は
自
作
の
未

発
表
の
も
の

で
、
一
人
一

遍
と
し
ま
す
。 

※
入
賞
作
品
の
著
作
権
・
版
権
は
、
岩
倉
市
に
帰

属
し
ま
す
。
応
募
作
品
は
返
却
い
た
し
ま
せ
ん
。 

●
募
集
期
間
　
４
月
１
日
　
〜
７
月
１６
日
　
（
当

日
消
印
有
効
） 

●
表
彰
　
市
長
賞
、
教
育
長
賞
、
市
議
会
議
長
賞

な
ど 

●
入
賞
発
表
　
１０
月
１
日
号
の
広
報
い
わ
く
ら
で

発
表
し
ま
す
（
入
賞
者
へ
は
、
直
接
通
知
す
る
予

定
で
す
）
。 

●
応
募
・
問
合
先
　
商
工
農
政
課
商
工
観
光
係 

（
〒
４
８
２
―
８
６
８
６
　
（
住
所
不
要
）
☎
３

８
―
５
８
１
２
）
ま
で
。 

        

　
市
役
所
に
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
利
用
し
て
い

た
だ
け
る
ミ
ニ
ス
テ
ー
ジ
と
ギ
ャ
ラ
リ
ー
が
あ
り

ま
す
。
休
日
の
ひ
と
と
き
、
サ
ー
ク
ル
や
仲
間
同

士
で
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
い
て
み
て
は
い
か
が
で
す

か
。
皆
さ
ん
の
ご
利
用
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

【
ミ
ニ
ス
テ
ー
ジ
】 

　
１
階
東
玄
関
付
近
に
位
置
す
る
光
あ
ふ
れ
る
ス

テ
ー
ジ
で
す
。
少
人
数
の
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
な
ど
に

向
い
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ピ
ア
ノ
、
マ
イ
ク
な
ど

の
装
備
も
備
え
て
い
ま
す
。 

●
利
用
時
間
　
土
・
日
曜
日 

★
午
後
の
部
…
午
後
１
時
〜
５
時 

★
夜
間
の
部
…
午
後
５
時
〜
９
時 

（
た
だ
し
、
第
２
日
曜
日
、
祝
日
お
よ
び
年
末
年

始
は
休
み
で
す
） 

●
ジ
ャ
ン
ル
　
自
由
（
た
だ
し
、
カ
ラ
オ
ケ
は
除

き
ま
す
） 

●
舞
台
面
積
　
約
６
㍍
×
３
・
５
㍍ 

●
設
備
　
グ
ラ
ン
ド
ピ
ア
ノ
、
マ
イ
ク
（
６
本
）
、

照
明
な
ど
（
事
前
の
利
用
申
請
が
必
要
で
す
） 

【
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
】 

　
２
階
レ
ス
ト
ラ
ン
入
口
に
面
し
、
窓
か
ら
は
庭

園
も
見
渡
せ
る
明
る
い
ス
ペ
ー
ス
で
す
。
展
示
ボ

ー
ド
や
ピ
ク
チ
ャ
ー
レ
ー
ル
を
完
備
し
て
い
る
た

め
、
絵
画
や
書
、
写
真
な
ど
の
作
品
展
示
に
適
し

て
い
ま
す
。 

●
利
用
期
間
　
月
曜
日
か
ら
日
曜
日
ま
で
の
７
日

間
（
搬
入
、
搬
出
を
含
む
） 
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●
市
政
の
窓
●
 

（金） 

（月） 

市民スペース　市民ギャラリー情報 
【岩倉桜まつり協賛　書道連盟小品展】 

●と　き　４月５日（月）～ １８日（日） 

●問合先　神山（☎６６―０６９３）まで。 

※
利
用
状
況
に
よ
り
２
週
間
単
位
で
の
貸
し
出
し

も
で
き
ま
す
。 

※
第
２
日
曜
日
、
祝
日
、
年
末
お
よ
び
年
始
は
休

み
で
す
。
ま
た
、
第
２
日
曜
日
が
最
終
日
と
な
る

場
合
、
土
曜
日
ま
で
の
利
用
と
な
り
ま
す
。 

●
利
用
時
間
　
午
前
８
時
３０
分
〜
午
後
９
時 

●
ジ
ャ
ン
ル
　
市
民
の
文
化
・
芸
術
作
品
等
の
展

示
に
限
る
。 

●
展
示
面
積
　
約
２２
㍍
×
５
㍍ 

●
設
備
　
展
示
ボ
ー
ド
（
１
８
０
㌢
×
１
２
０
㌢
）

２０
枚
、
ガ
ラ
ス
ケ
ー
ス
（
１
５
０
㌢
×
６０
㌢
×
９０

㌢
）
４
台
な
ど 

【
利
用
の
申
込
に
つ
い
て
】 

　
利
用
を
希
望
さ
れ
る
人
は
、
利
用
申
請
書
を
生

涯
学
習
課
文
化
振
興
係
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。 

●
申
込
受
付 

★
４
月
受
付
開
始
…
７
〜
９
月
利
用
分 

※
７
月
３０
日
　
か
ら
８
月
１６
日
　
ま
で
は
、
市
主

催
の
「
戦
争
資
料
展
」
を
予
定
し
て
い
る
た
め
貸

し
出
し
で
き
ま
せ
ん
。 

★
７
月
受
付
開
始
…
１０
〜
１２
月
利
用
分 

★
１０
月
受
付
開
始
…
１
〜
３
月
利
用
分 

★
１
月
受
付
開
始
…
４
〜
６
月
利
用
分 

●
受
付
時
間
　
月
〜
金
曜
日
午
前
９
時
〜
午
後
５

時 ●
受
付
場
所
　
生
涯
学
習
課
文
化
振
興
係 

※
申
込
受
付
月
の
初
日
（
閉
庁
の
場
合
、
直
後
の

開
庁
日
）
の
午
前
９
時
現
在
で
希
望
日
時
の
重
な

る
申
請
が
あ
っ
た
場
合
は
抽
選
と
な
り
ま
す
。 

【
利
用
に
あ
た
っ
て
の
注
意
事
項
】 

★
ミ
ニ
ス
テ
ー
ジ
・
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
と
も
利
用

料
は
無
料
で
す
が
、
開
催
さ
れ
る
行
事
は
無
料
で

一
般
市
民
に
開
放
さ
れ
る
も
の
に
限
り
ま
す
。 

★
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
使
用
の
際
、
監
視
者
が
必

要
な
場
合
は
主
催
者
側
で
用
意
し
て
く
だ
さ
い
。

作
品
の
破
損
、
事
故
な
ど
に
つ
い
て
は
責
任
を
負

い
ま
せ
ん
。 

★
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
利
用
期
間
に
は
、
作
品
の

搬
入
・
搬
出
を
含
み
ま
す
。
な
お
、
休
業
日
（
第

２
日
曜
日
、
祝
日
お
よ
び
年
末
年
始
）
の
搬
入
・

搬
出
は
で
き
ま
せ
ん
。 

★
ミ
ニ
ス
テ
ー
ジ
の
利
用
時
間
に
は
セ
ッ
テ
ィ
ン

グ
、
片
付
け
、
リ
ハ
ー
サ
ル
な
ど
の
時
間
を
含
み

ま
す
。
な
お
、
会
場
整
理
な
ど
は
主
催
者
側
で
お

願
い
し
ま
す
。 

★
ミ
ニ
ス
テ
ー
ジ
は
練
習
用
に
使
用
す
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。 

★
ミ
ニ
ス
テ
ー
ジ
・
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
と
も
、
物

品
・
チ
ケ
ッ
ト
の
販
売
な
ど
の
営
業
行
為
を
行
う

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。 

★
利
用
中
の
事
故
な
ど
に

つ
い
て
は
責
任
を
負
い
ま

せ
ん
。
設
備
の
破
損
な
ど

が
あ
っ
た
場
合
、
実
費
を

請
求
さ
せ
て
い
た
だ
く
場

合
が
あ
り
ま
す
。 

★
申
請
の
内
容
に
よ
っ
て

は
ご
利
用
を
お
断
り
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。 

●
問
合
先
　
生
涯
学
習
課

文
化
振
興
係
（
☎
３
８
―

５
８
１
９
）
ま
で
。 

議論を積み重ねてきましたが、検討協議会を一旦解散し、 
白紙に戻すことになりました。 
　市町村合併につきましては、平成１５年８月５日に、江

南市・岩倉市・大口町・扶桑町合併検討協議会を発足し、

１１回の協議会の開催をはじめ、首長会、また、幹事会、

都市内分権研究会、分科会などを通じて、この地域の将来

のよりよいまちづくりを考えるため調査、研究、議論を積

み重ねてまいりました。 

　また、岩倉市では、平成１４年度から市民の皆さんに市

町村合併についての情報をできるだけ多く提供し、また、

市政懇談会や説明会、アンケートなどを行ってきました。 

　平成１５年６月には、岩倉市議会が合併研究特別委員会

を設置し、市町村合併について行政とともに慎重に議論が

重ねられてまいりました。 

　しかし、江南市・岩倉市・大口町・扶桑町合併検討協議

会は、平成１６年３月２２日に開催されました「第１１回

江南市・岩倉市・大口町・扶桑町合併検討協議会」におい

て、３月３１日をもって解散することが承認されました。 

　合併検討協議会においては、２市２町の合併協議の前提

となっていました地方分権に対する認識、三位一体の改革

に象徴される財政危機に対する認識、それに対応するため

の理念と、自治体の経営システムとしての都市内分権を中

心に議論が重ねられてきました。 

　そして、２市２町の共通認識としては、一定の理解が得

られましたが、合併後のまちづくりと、健全財政に対する

意識の差を埋めるには、まだまだ多くの議論をしなければ

ならない状況にありました。 

　こうした中、合併特例法の期限（平成１７年３月３１日）

内の合併を視野にいれて、本年４月の「法定協議会」への

移行が協議されましたが、合意には至りませんでした。 

したがって、このような状況を考慮し、２市２町の合併検

討協議会を一旦解散し、白紙に戻すことが最善と判断され

ました。 

　これまでの合併協議によりまして、地方分権に対する認

識と財政危機の認識が２市２町で共有できたことは、本協

議会の成果だと考えるところです。 

　岩倉市は、これからも厳しい状況を踏まえ、市民の皆様

のご意見を聞きながら、この課題に取り組んでまいる所存

ですので、ご理解をいただきますようよろしくお願いいた

します。 

●問合先　企画課企画情報係（☎３８―５８０２）まで。 
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愛・地球博一市町村一国フレンドシップ事業 
在キューバ日本国大使館派遣員 

「灘久美子さん」のキューバコラム（第３回） 

岩
倉
市
ジ
ュ
ニ
ア
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
 

の
新
団
員
を
募
集
し
ま
す
 

なだ　く　　み　   こ 

　ハバナの街を見てまわると、キューバの遍歴がよく分かり
ます。１９０２年にスペインから独立したキューバは、その
後、独立戦争に介入したアメリカ合衆国の実質的な支配下に
入り、１９５９年にその支配下から脱却する革命が起きるま
で、その状態は続きます。ハバナの街を見て大変興味深いこ
とは、現在キューバとは国交のないアメリカの影響を、その
時代によく受けていたことが分かることです。 
　旧市街と新市街の境界線に建つ、ハバナの象徴的建物であ
る、旧国会議事堂（カピトリオ）はその代表的なものです。
この建物は１９２９年にワシントンの米国会議事堂を模して
建設されており、５０ドル（アメリカドル）札の裏に描かれ
ている議事堂をそのまま写したような建物です。幅２０８㍍、
高さ９８㍍のこの建物は、大理石をふんだんに使っており、
アメリカの支配下にあったその当時のキューバの経済的な豊
かさを物語っています。 
　また、旧市街にあり現在は革命博物館となっている旧大統
領官邸（１９１９年完成）も、スペインコロニアル様式では
あるものの、内装はニューヨークのティファニーが担当して
おり、この建物も豪勢にイタリアのカララ大理石をふんだん
に使っています。またハバナの代表的な高級ホテルである、
「ホテル・ナシオナル」は、革命前はハリウッドスターの常
宿であり、今でも過去に宿泊した数々のスターの写真が飾ら
れています。 
　１９５９年の革命後は、建築物は装飾のない単調なものが
多く、社会主義的な印象を与え、革命前の建築物との違いは
はっきりとしています。 

　革命後に作られた場所で、主要観光スポットになっている
のは、革命広場です。メーデーにフィデル・カストロ国家評
議会議長兼閣僚評議会議長が演説する場所として知られてい
ますが、この広場の周りには、国立図書館、国立劇場など、
革命後の建築物が連なっています。中でも代表的な建物は、
壁面に革命の英雄、チェ・ゲバラの巨大オブジェが掲げられ
ている内務省の建物です。キューバには「現職の人物の肖像
画を公的な場所に掲げてはならない」という法律があり、革
命成立から現在まで実
権を握り続けているカ
ストロの肖像や銅像は
なく、また社会主義の
象徴であるレーニンや
マルクスの銅像も建っ
ていないので、この場
所が、社会主義国家キ
ューバが革命を主張す
る主たる場所となって
います。 
　このように、ハバナ
の街を歩くと、スペイ
ン植民地時代、アメリ
カの事実上支配下にあ
った時代、革命後のキ
ューバの歴史を知るこ
とができます。 

　
平
成
１３
年
に
岩
倉
市
ジ
ュ
ニ
ア
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。 

　
現
在
の
団
員
数
は
５１
人
。
団
員
は
、
さ
ま
ざ
ま

な
演
奏
会
に
向
け
て
週
１
回
の
練
習
に
一
生
懸
命

励
ん
で
お
り
、
時
に
は
合
宿
や
強
化
練
習
な
ど
も

行
っ
て
い
ま
す
。
今
回
、
よ
り
充
実
し
た
演
奏
を

行
う
た
め
、
次
の
と
お
り
団
員
を
募
集
し
ま
す
。 

【
募
集
内
容
】 

単
科
（
初
心
者
）
ク
ラ
ス 

●
募
集
パ
ー
ト 

★
弦
楽
器
…
ビ
オ
ラ
、
チ
ェ
ロ
、
コ
ン
ト
ラ
バ
ス 

★
木
管
楽
器
…
フ
ル
ー
ト
、
オ
ー
ボ
エ
、
ク
ラ
リ

ネ
ッ
ト
、
フ
ァ
ゴ
ッ
ト 

★
金
管
楽
器
…
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
、
ホ
ル
ン
、
ト
ロ

ン
ボ
ー
ン 

★
打
楽
器
…
パ
ー
カ
ッ
シ
ョ
ン 

●
募
集
人
数
　
各
パ
ー
ト
と
も
数
人 

●
条
件
　
小
３
〜
中
３
の
初
心
者 

※
希
望
に
よ
り
楽
器
を
貸
し
出
し
ま
す
。 

合
奏
（
経
験
者
）
ク
ラ
ス 

●
募
集
パ
ー
ト 

★
弦
楽
器
…
バ
イ
オ
リ
ン
、
ビ
オ
ラ
、
チ
ェ
ロ
、

コ
ン
ト
ラ
バ
ス 

★
木
管
楽
器
…
フ
ル
ー
ト
、
オ
ー
ボ
エ
、
ク
ラ
リ

ネ
ッ
ト
、
フ
ァ
ゴ
ッ
ト 

★
金
管
楽
器
…
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
、
ホ
ル
ン
、
ト
ロ

ン
ボ
ー
ン 

★
打
楽
器
…
パ
ー
カ
ッ
シ
ョ
ン 

●
募
集
人
数
　
各
パ
ー
ト
と
も
数
人 

●
条
件
　
小
４
〜
高
２
の
経
験
者
（
自
分
で
楽
器

を
持
っ
て
お
り
、
チ
ュ
ー
ニ
ン
グ
と
中
級
程
度
の

曲
が
演
奏
で
き
る
人
） 

※
楽
器
に
よ
り
貸
し
出
し
で
き
る
場
合
も
あ
り
ま

す
の
で
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

●
応
募
方
法
　
生
涯
学
習
課
に
あ
る
応
募
用
紙
に

必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
ご
応
募
く
だ
さ
い 

（
申
し
込
み
に
は
、
保
護
者
の
同
意
が
必
要
で
す
。

郵
送
で
も
受
け
付
け
ま
す
）
。 

※
ま
た
、
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
す
。
日
程

は
、
後
日
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

●
応
募
先
　
生
涯
学
習
課
文
化
振
興
係
（
〒
４
８

２
―
８
６
８
６
（
住
所
不
要
）
） 

【
練
習
】 

●
練
習
日
　
単
科
ク
ラ
ス
、
合
奏
ク
ラ
ス
と
も
日

曜
日
（
月
３
回
お
よ
び
集
中
練
習
） 

●
練
習
会
場
　

消
防
署 

●
指
導
　
セ
ン

ト
ラ
ル
愛
知
交

響
楽
団
員 

●
問
合
先
　
生

涯
学
習
課
文
化

振
興
係
（
☎
３

８
―
５
８
１ 

９
）
ま
で
。 
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●
市
政
の
窓
●
 

い
わ
く
ら
少
年
少
女
合
唱
団
 

第
11
期
生
を
募
集
し
ま
す
 

花
の
コ
ン
テ
ス
ト
作
品
 

お
よ
び
審
査
員
を
募
集
 

し
ま
す
 

 
　
市
民
の
皆
さ
ん
の
花
を
通
し
て
の
ふ
れ
あ
い
や

交
流
が
積
極
的
に
行
わ
れ
、
緑
と
花
の
あ
る
ま
ち

づ
く
り
を
目
指
す
た
め
、
今
年
度
も
花
の
コ
ン
テ

ス
ト
を
実
施
し
ま
す
。
た
く
さ
ん
の
ご
応
募
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
同
時
に
花
の
コ
ン
テ
ス
ト
の
審
査
員
を

募
集
し
ま
す
の
で
、
花
に
興
味
の
あ
る
人
は
ご
応

募
く
だ
さ
い
。 

花
の
コ
ン
テ
ス
ト
作
品
募
集 

●
対
象
　
市
内
に
お
住
ま
い
の
人
で
、
鉢
、
プ
ラ

ン
タ
ー
類
、
庭
、
垣
根
、
壁
面
、
農
地
な
ど
が
花

で
飾
ら
れ
、
快
適
な
環
境
と
景
観
を
つ
く
り
、
地

域
の
美
化
に
貢
献
し
て
い
る
個
人
、
も
し
く
は
団

体 ●
受
付
期
間
　
４
月
１４
日
　
〜
２１
日
　
（
土
・
日

曜
日
は
除
く
） 

●
応
募
方
法
　
所
定
の
申
込
書
（
用
紙
は
都
市
計

画
課
窓
口
に
置
い
て
あ
り
ま
す
）
に
必
要
事
項
を

記
入
し
て
都
市
計
画
課
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。 

※
写
真
は
応
募
直
前
の
写
真
を
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
な
お
、
写
真
は
原
則
と
し
て
お
返
し
で
き
ま

せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。 

●
審
査 

★
第
１
次
審
査
…
写
真
選
考 

★
第
２
次
審
査
…
現
地
調
査 

●
表
彰
　
最
優
秀
賞
、
優
秀
賞
、
入
選
、
佳
作 

（
記
念
品
を
お
渡
し
し
ま
す
） 

※
応
募
者
全
員
に
参
加
賞
を
お
渡
し
し
ま
す
。 

審
査
員
募
集 

●
審
査
内
容
　
写
真
選
考
お
よ
び
現
地
調
査 

●
審
査
日
時
　
４
月
２８
日
　
午
前
９
時
〜
午
後
４

時
ご
ろ 

●
応
募
資
格
　
市
内
に
お
住
ま
い
か
お
勤
め
の
人

で
、
２０
歳
以
上
の
人
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
の

参
加
を
お
願
い
し
ま
す
）
。 

●
募
集
人
員
　
５
人
（
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
） 

●
募
集
期
間
　
４
月
１４
日
　
〜
２１
日
　
（
土
・
日

曜
日
は
除
く
） 

※
審
査
員
に
決
定
さ
れ
た
人
は
、
コ
ン
テ
ス
ト
へ

の
応
募
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

●
問
合
先
　
都
市
計
画
課
計
画
係
（
☎
３
８
―

５
８
１
４
）
ま
で
。 

  

（土） 

（土） （土） 

乳幼児医療費（入院）の助成が
拡大されます

　４月１日から、乳幼児の入院に係る助成の対
象が、就学前までに拡大されます。 
　就学前とは、小学校に入学する直前の３月３１
日までのことです。 
●乳幼児医療費の助成範囲 
★０歳から４歳未満まで…入院、通院に係る保
険診療の自己負担分 
★４歳から就学前まで…入院に係る保険診療の
自己負担分 
●問合先　市民窓口課保険医療係（☎３８―５
８０７）まで。 

岩倉市まちづくりカレンダー作成委員を募集します
　岩倉市では、まちづくりの合言葉である「岩倉市民憲章」を取り入れたカ
レンダー「四季彩」を毎年作成しています。来年分の作成にあたって、市民
の皆さんからご意見をいただくため、委員を募集します。 
●応募資格　カレンダー作成に熱意を持って取り組んでいただける人 
●募集人員　８人（応募多数の場合は調整） 
●募集期限　４月１６日（金） 
●委員の仕事　１２月に配布する予定でカレンダー作成を進めていただきま
すが、それまでの期間に１０回程度会議を開き、ご意見をいただきます。 
●任期　平成１７年のカレンダーを作成するまで 
●その他　記念品をお渡しします。 
●応募・問合先　企画課広報広聴係（☎３８－５８０２）まで。 

（水） 

（水） 

（水） （水） 

（水） 

　
い
わ
く
ら
少
年
少
女

合
唱
団
で
は
、
第
１１
期

生
を
募
集
し
ま
す
。 

　
当
合
唱
団
は
、
平
成

６
年
７
月
に
結
成
さ
れ
、
現
在
２１
人
の
団
員
が
い

ま
す
。
市
民
音
楽
祭
や
愛
知
県
合
唱
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
の
出
演
、
市
内
施
設
で
の
演
奏
な
ど
多
彩
な

活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。 

　
歌
の
好
き
な
人
、
私
た
ち
と
一
緒
に
楽
し
く
歌

い
ま
せ
ん
か
。
入
団
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
な

お
、
申
し
込
み
に
は
保
護
者
の
同
意
が
必
要
で
す
。 

●
参
加
資
格
　
小
学
校
１
年
生
か
ら
高
校
３
年
生

ま
で
の
児
童
、
生
徒
で
定
例
の
練
習
日
に
参
加
で

き
る
人
。 

●
入
団
説
明
会
　
５
月
８
日
　
午
後
１
時
３０
分
〜

み
ど
り
の
家 

※
体
験
入
団
が
で
き
ま
す
。 

★
４
月
１７
日
　
午
前
１０
時
〜
正
午
き
ら
き
ら
広
場 

★
４
月
２４
日
　
午
前
１０
時
〜
正
午
み
ど
り
の
家 

（
両
日
と
も
都
合
の
悪
い
場
合
は
、
随
時
体
験
し

て
い
た
だ
け
ま
す
） 

●
練
習
日
　
原
則
と
し
て
毎
週
土
曜
日 

★
第
１
・
３
・
５
土
曜
日
…
午
前
１０
時
〜
正
午
き

ら
き
ら
広
場 

★
第
２
・
４
土
曜
日
…
午
前
１０
時
〜
正
午
み
ど
り

の
家 

●
団
費
等
　
入
団
金
１
千
円
、
団
費
月
額
１
千
５

０
０
円
、
制
服
貸
与
料
年
額
２
千
円
（
他
に
楽
譜

代
な
ど
が
必
要
と
な
り
ま
す
） 

●
そ
の
他
　
１６
年
度
特
別
事
業
と
し
て
、
中
国
杭

州
国
際
友
好
ジ
ュ
ニ
ア
音
楽
祭
の
参
加
を
予
定
し

て
い
ま
す
。 

●
申
込
・
問
合
先
　
生
涯
学
習
課
文
化
振
興
係 

（
〒
４
８
２
―
８
６
８
６
（
住
所
不
要
）
☎
３
８

―
５
８
１
９
）
ま
た
は
、
井
上
皮
膚
科
（
☎
３
７

―
２
１
０
０
）
ま
で
。 
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岩
倉
市
の
高
齢
者
福
祉 

　
岩
倉
市
で
は
、
高
齢
者
や
障
害
者
の
皆
さ
ん
に

対
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

　
ぜ
ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

【
高
齢
者
と
身
体
障
害
者
に
】 

タ
ク
シ
ー
料
金
助
成 

●
対
象
者 

★
８５
歳
以
上
の
人 

★
障
害
者
…
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
・
２
級
ま
た

は
、
療
育
手
帳
Ａ
判
定
を
お
持
ち
の
人 

※
い
ず
れ
も
施
設
入
所
者
を
除
き
ま
す
。 

●
助
成
額
　
１
乗
車
に
つ
き
、
そ
の
タ
ク
シ
ー
料

金
の
基
本
料
金
相
当
額
（
タ
ク
シ
ー
乗
車
料
金
と

助
成
額
と
の
差
額
は
利
用
者
の
負
担
と
な
り
ま 

す
）
と
迎
車
料
金 

●
助
成
回
数 

★
８５
歳
以
上
の
人
…
１
か
月
に
つ
き
２
枚
分
の
チ

ケ
ッ
ト
を
お
渡
し
し
ま
す
。 

★
障
害
者
…
１
か
月
に
つ
き
３
枚
分
の
チ
ケ
ッ
ト

を
お
渡
し
し
ま
す
。 

リ
フ
ト
タ
ク
シ
ー
料
金
助
成 

　
ね
た
き
り
の
高
齢
者
や
身
体
障
害
者
が
、
日
常

生
活
で
容
易
に
外
出
で
き
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

車
い
す
の
ま
ま
乗
車
で
き
る
リ
フ
ト
タ
ク
シ
ー
の

料
金
を
助
成
し
ま
す
。 

●
対
象
者 

★
ね
た
き
り
の
高
齢
者
…
市
が
認
定
し
た
在
宅
で

ね
た
き
り
の
人 

★
障
害
者
…
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
（
体
幹
お
よ

び
下
肢
）
を
お
持
ち
で
施
設
に
入
所
し
て
い
な
い

人 ●
助
成
額
　
１
乗
車
に
つ
き
乗
車
料
金
の
半
額
を

助
成
し
ま
す
（
限
度
額
５
千
円
）
。 

●
助
成
回
数
　
１
か
月
に
つ
き
１
枚
分
の
チ
ケ
ッ

ト
を
お
渡
し
し
ま
す
。 

【
６５
歳
以
上
の
人
に
】 

公
衆
浴
場
無
料
入
浴
券
の
配
布 

　
市
内
に
お
住
ま
い
の
６５
歳
以
上
の
人
を
対
象
に
、

毎
月
１
回
利
用
で
き
る
老
人
公
衆
浴
場
無
料
入
浴

事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

●
内
容
　
毎
月
１
回
、
下
本
町
の
大
丸
湯
を
無
料

で
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

●
無
料
入
浴
券
の
交
付
　
老
人
憩
の
家
（
東
町
☎

３
７
―
３
８
３
４
）
、
南
部
老
人
憩
の
家
（
大
地

町
☎
３
７
―
０
４
９
７
）
お
よ
び
、
生
き
が
い
課

ふ
れ
あ
い
係
で
お
渡
し
し
ま
す
。 

名
古
屋
港
水
族
館
等
の
見
学 

　
６５
歳
以
上
の
高
齢
者
は
、
名
古
屋
港
水
族
館
な

ど
の
施
設
の
入
場
料
が
無
料
、
ま
た
は
軽
減
さ
れ

ま
す
。 

　
た
だ
し
、
特
別
の
催
し
物
が
行
わ
れ
て
い
る
場

合
は
除
き
ま
す
。 

●
利
用
で
き
る
施
設 

★
名
古
屋
港
ポ
ー
ト
ビ
ル
（
名
古
屋
海
洋
博
物
館
、

展
望
室
）
、
南
極
観
測
船
ふ
じ
…
無
料 

★
名
古
屋
港
水
族
館
…
入
場
料
が
軽
減
さ
れ
て
、

料
金
が
１
千
円
と
な
り
ま
す
。 

●
入
場
方
法
　
施
設
の
窓
口
で
次
の
い
ず
れ
か
の

も
の
を
提
示
す
れ
ば
無
料
、
ま
た
は
軽
減
さ
れ
ま

す
。 

①
シ
ル
バ
ー
優
待
証
明
カ
ー
ド
（
生
き
が
い
課
で

発
行
し
ま
す
の
で
、
お
申
し
出
く
だ
さ
い
） 

②
運
転
免
許
証 

③
健
康
保
険
証
な
ど 

【
ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
や
心
身
障
害

者
の
ご
家
庭
に
】 

家
具
転
倒
防
止
器
具
取
り
付
け
サ
ー
ビ
ス 

　
ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
や
、
心
身
障
害
者
だ

け
で
生
活
し
て
い
る
家
庭
に
対
し
て
、
地
震
な
ど

に
よ
る
家
具
の
転
倒
を
防
ぐ
た
め
家
具
転
倒
防
止

器
具
を
無
料
で
取
り
付
け
ま
す
。 

●
対
象
者 

★
市
が
認
定
し
た
ひ
と
り
暮
ら
し
老
人 

★
高
齢
者
夫
婦
世
帯
（
配
偶
者
と
も
に
７５
歳
以 

上
） 

★
重
度
心
身
障
害
者
の
み
で
構
成
さ
れ
て
い
る
世

帯 ●
転
倒
防
止
器
具
取
り
付
け
対
象
家
具
　
洋
服
ダ

ン
ス
、
和
ダ
ン
ス
、
整
理
ダ
ン
ス
、
茶
ダ
ン
ス 

●
申
込
方
法
　
生
き
が
い
課
に
申
請
書
が
あ
り
ま

す
。
印
鑑
を
お
持
ち
の
う
え
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

　
な
お
、
借
家
の
場
合
は
家
屋
所
有
者
の
同
意
書

が
必
要
と
な
り
ま
す
。 

【
高
齢
者
向
け
の
優
良
賃
貸
住
宅
に
住
み

替
え
る
と
】 

住
み
替
え
費
用
の
助
成 

　
高
齢
者
向
け
優
良
賃
貸
住
宅
、
ま
た
は
、
こ
れ 

 

【
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
養
成
研
修
（
２
級
課

程
）
を
受
け
る
と
】 

受
講
料
を
助
成 

　
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
養
成
研
修
（
２
級
課
程
）
を

受
講
す
る
場
合
、
そ
の
受
講
料
の
一
部
を
助
成
し

ま
す
。 

●
対
象
者
　
高
齢
者
を
介
護
し
て
い
る
人
、
過
去

に
高
齢
者
を
介
護
し
た
経
験
の
あ
る
人 

●
助
成
額
　
受
講
料
の
３
分
の
１
（
限
度
額
２
万

円
） 

 

に
準
ず
る
賃
貸
住
宅
に
住
み
替
え
を
す
る
場
合
、

そ
の
住
み
替
え
に
か
か
る
費
用
の
半
額
を
助
成
し

ま
す
。 

●
対
象
者
　
高
齢
者
（
６５
歳
以
上
の
人
）
、
障
害

者
（
身
体
障
害
者
手
帳
１
・
２
級
を
お
持
ち
の 

人
）
ま
た
は
、
こ
れ
ら
の
人
を
現
に
扶
養
し
、
同

居
し
て
い
る
人 

●
助
成
額
　
引
っ
越
し
費
用
お
よ
び
退
去
に
伴
う

修
繕
費
用
の
２
分
の
１
（
限
度
額
２０
万
円
） 

●
そ
の
他
　
所
得
要
件
な
ど
が
あ
り
ま
す
の
で
詳

細
に
つ
い
て
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

●
申
込
・
問
合
先 

　
高
齢
者
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
養
成
研
修
に
つ
い

て
は
、
生
き
が
い
課
ふ
れ
あ
い
係
（
☎
３
８
―
５

８
１
１
）
、
障
害
者
に
つ
い
て
は
福
祉
課
福
祉
係

（
☎
３
８
―
５
８
０
９
）
、
ま
た
、
公
衆
浴
場
無

料
入
浴
券
に
つ
い
て
は
、
老
人
憩
の
家
、
南
部
老

人
憩
の
家
ま
た
は
、
生
き
が
い
課
ふ
れ
あ
い
係
ま

で
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 
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岩倉市の高齢者福祉事業 

内　　　　　　　　　　容 事　　業　　名 

安否確認等を目的に毎日（隔日）牛乳等を配達します。 ひとり暮らし老人 
牛乳等無料配達 

ひとり暮らしの高齢者を訪問し、身体、生活等の状況把握 
を行うとともに、年２回果物などを配布します。 

ひとり暮らし老人 
ふれあい訪問 

アセスメントで承認された方を対象に健康保持、安否確認 
等を目的に週２回昼食を提供します。 

ひとり暮らし老人 
給食サービス 

アセスメントで承認された方を対象に月曜日から金曜日 
まで夕食を配達します（年末年始、祝祭日を除く）。 

生活支援型 
給食サービス 

火災・ガスセンサー等を併用した緊急通報電話を設置し、急病・ 
火災・ガス漏れ発生時に速やかに救助の手段を講じます。 

緊急通報システム 
設置 

電話を引くことができない老人に電話を設置します 
（設置工事費、毎月の基本料金を公費で負担）。 

福祉電話設置 

対象者の使用する寝具を回収し、丸洗乾燥（年３回）、乾燥 
（年３回）を行います（隔月実施）。 

寝具丸洗・乾燥 

介護保険要介護認定で「自立」と判定された人に介護保険法 
の在宅サービスに替わるホームヘルプサービスを提供します。 

ホームヘルプサービス 

介護保険要介護認定で「自立」と判定された人に介護保険法 
の在宅サービスに替わるショートステイを提供します。 

ショートステイ 

介護保険要介護認定で「自立」と判定された人に介護保険法 
の在宅サービスに替わるデイサービスを提供します。 

デイサービス 

ねたきり老人等を介護している人に手当てを支給します 
（月額５，０００円）。 

ねたきり老人等介護者 
手当 

電磁調理器等の用品を給付します。 老人日常生活用具給付 

理容師が対象者宅を訪問し理髪を行います（年６回実施）。 ねたきり老人無料理髪 

在宅で介護をしている人に介護用品（紙おむつ）を支給します。 紙おむつ支給 

高齢等により、公共交通機関の利用が困難な場合に、医療 
機関等への通院等や、公的機関での諸手続きなど必要に 
応じて２級ヘルパーが付き添って車で送迎します。 

移送サービス 

高齢者の日常生活において社会活動が容易にできるよう、 
タクシー利用時の基本料金と迎車料金を助成します。 

すこやかタクシー 
料金助成 

通常の車での移動が困難なねたきり老人等にリフトタクシー利用 
チケットを交付し、料金の半額（上限５，０００円）を助成します。 

リフトタクシー 
料金助成 

公衆浴場の無料入浴 市内の公衆浴場を月に１回無料で利用できる入浴券を交付します。 

家具転倒防止器具 
取付 

地震などによる家具の転倒を防ぐため家具転倒防止器具 
を取り付けます。 

介護サービス利用料を助成します。 老齢福祉年金受給者 
福祉助成金 

ホームヘルパー養成 
研修受講料助成 

高齢者を介護している人、過去に高齢者を介護した経験の 
ある人に対しホームヘルパー２級課程の受講料の３分の１ 
（上限２万円）を助成します。 

徘徊高齢者家族支援 
サービス 

徘徊行動のある高齢者を介護している家族を対象に、受信 
用ＰＨＳを身に付けることで、徘徊した場合、徘徊高齢者を 
検索し、位置を確認するものです。 

家族介護者慰労 在宅で介護している人で１年間介護保険のサービスを受け 
ない家族を対象に、介護慰労金を支給します。 

高齢者住宅改善費 
助成 

高齢者等賃貸住宅 
住み替え助成 

住宅改善等に要する経費を助成します（上限５０万円）。 

高齢者等の世帯が、優良賃貸住宅または、これに準ずる住み 
替えをする場合、引っ越しにかかる費用の半額（上限２０万円） 
を助成します。 

高齢者住宅整備資金 
貸付（県事業） 

高齢者のために新築、改築、増築する場合に資金を貸し付 
けます（上限３００万円）。 

養護老人ホーム 
入所措置 

身体的には自立可能だが、家庭環境、経済的理由により家庭で 
生活することが困難な人を養護老人ホームへ入所措置します。 

なお、ひとり暮らし老人、ねたきり老人、痴ほう老人は、それぞれ認定が必要になります。また、高齢者夫婦世帯とは夫婦ともに７５歳以上の世帯となります。 
詳しくは、生きがい課（☎３８－５８１１）までお問い合わせください。 

ひとり 
暮らし 
老　人 

高齢者 
夫　婦 
世　帯 

６５歳 
以上 

ねたき 
り老人 

痴ほう 
老 人 

要介護 
要支援 
認　定 

要介護 
認　定 
（自立） 

備　考 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

夫婦共に 
７０歳以上 ○ 

○ 

課税状況に 
より有料 
１食 
３５０円 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

所得要 
件あり 

課税状況に 
より有料 
課税状況に 
より有料 
課税状況に 
より有料 

○ 

○ 

○ ○ 

要介護４・５ 

要介護４・５ 

○ 

非課税世帯 

非課税世帯 

８５歳以 
上の人 

○ 

○ 

○ 

○ 

老齢福祉年 
金受給者で 
非課税世帯 

非課税世帯 

生計中心者 
の課税状況 
要件あり 

所得要 
件あり 

要審査、 
１０年償還 
本人・扶養 
義務者に負 
担金あり 

平成16年4月1日 13
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岩倉市下水道排水設備指定工事店一覧 （平成１６年３月１日現在） 

指定工事店名 

（有）新井工業 

住　　　所 

新柳町２－５６ 
電話番号 

３７－０３５３ 
西市町西市２６メゾンサクライ１０２号 ３７－３４４１ 

伊藤水道工業（株）岩倉支店 中本町古市場５３－３ ３７－１３４５ 
井戸惣工業（株）　 江南市東野町郷前西１１ ５６－２４７２ 

一宮市桜１－１７－１０ ０５８６－７２－７７１２ 
小牧市若草町１０ ０５６８－７５－０８４８ 
中本町西出口１ ６６－５１０８ 

中央町３－１５ ３７－４８３４ 
江南市高屋町大門９９－２ ５５－９０４１ 

栗本土木（株）　 八剱町１７２１－１ 
一宮市泉１－２－７ 

一宮市丹陽町九日市場字中田１６１ 

０５８６－７２－８５６１ 

０５８６－８１－５６５０ 

６６－３３３３ 
後藤設備 

神野町川添１６－２ ３７－５８２３ 

桜井工業（株）　 
サカイ技研（株）一宮工場 

西市町西野々２０ ３７－２２０５ 
小牧市小木５－４３６ ０５６８－７３－４１９１ 
師勝町大字六ツ師字松葉１１５ ０５６８－２２－５７２６ 
江南市古知野町熱田２０ ５４－０５００ 

昭和土建（株）岩倉支店 大地新町１－８４ ３７－６６２５ 
西市町新田１９ ６６－２１９１ 

関戸工業（株）　 西市町桝東１０－２ ６６－６３３６ 
中本町南白山１－１５ ６６－３３２１ 
西春町大字西之保字青野２４ ０５６８－２２－８２１９ 

大興建設（株）岩倉支店 新柳町１－２７ ６６－０７９２ 
名古屋市西区五才美町１９５－２ ０５２－５０４－６１８０ 

竹内建築（株） 東町長山１８－１ ６６－２１１８ 
本町宮東２８－２ ３７－２７３４ 

中日土木（株）岩倉支店 八剱町６６－１ ６６－７７５８ 
中部オーケー商事（株）　 名古屋市名東区植園町１－４１植園１０１号 ０１２０－４０－２５８８ 
（有）富田設備 名古屋市守山区新守西２００３ ０５２－７９１－４６７６ 
（株）永井組岩倉支店 曽野町中街道６１７－１ ６６－６４００ 
永井建設工業（株）岩倉支店 北島町１３４８ ６６－７８４０ 
（株）丹羽組 神野町縄境７ ３７－７０００ 
（株）丹羽工務店 大市場町郷廻２３４ ６６－０５５０ 
（株）長谷川組 稲荷町羽根１２－６ ６６－５２２９ 
（有）八信建設 八剱町樋口１７－１ ３７－３９６２ 
ハヤカワ工業（株）　 一宮市桜２－２－１０ ０５８６－７１－４４７５ 
（有）日野設備 一宮市緑３－６－１ ０５８６－２４－２４５１ 
船橋設備（株） 一宮市下沼町２－２１－３ ０５８６－７１－３００２ 
（株）間瀬設備工業 旭町２－３９－２ ３７－５７６７ 

明生工業 

大市場町順喜２７－１ ６６－１１６８ 

御幸建設（株）岩倉支店 本町上郷前１９－３ 
春日井市如意申町１－５－１６ 

一宮市大字春明字山前７０－１６ 

０５６８－３４－６６１７ 

０５８６－７６－２９３５ 
６６－７０１３ 

江南市宮後町砂場東２７３ ５４－０２２７ 
野寄町７４ ３７－３６６６ 

（有）ユタカ設備 下本町西沼７０－２ ６６－１８６０ 
（株）吉田冷暖房工業所 名古屋市北区六が池町５６６ ０５２－９０１－４４７６ 
（株）渡邊組岩倉支店 石仏町たり４５ ６６－６４６２ 

（株）イチテック岩倉支店 

（株）江口組 

（株）大崎工務店岩倉支店 
豊田市吉原町鶴喰６８ ０５６５－５４－１７４６ （株）エスケーシー 

（株）小川工業 

（株）佐藤水工社 

（株）ジェーケー・サービス 

（株）大栄企業 

（株）タテビシ 

（株）松本工務店 

（株）ヤジマ 

（有）今井工業所 
（有）内田水道設備工事店 

（有）小森管工 

（有）佐藤設備 

（有）関戸建設 

（有）大永設備 

（有）ダイワ設備 

（有）三学エンジニア 

（有）山本建設 

４
月
１
日
か
ら 

下
水
道
が
使
用
で
き
る 

区
域
が
広
が
り
ま
す 

　
４
月
１
日
か
ら
大
地
町
、
中
央
町
、
鈴
井
町
、

大
地
新
町
の
一
部
の
区
域
で
下
水
道
が
使
用
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。 

　
区
域
内
の
人
は
、
下
水
道
へ
の
接
続
工
事
（
排

水
設
備
工
事
）
を
し
て
く
だ
さ
い
。 

　
浄
化
槽
を
お
使
い
の
場
合
は
、
速
や
か
に
公
共

下
水
道
へ
の
接
続
工
事
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。 

　
く
み
取
り
便
所
を
お
使
い
の
場
合
は
、
３
年
以

内
に
水
洗
便
所
に
改
造
し
、
公
共
下
水
道
へ
の
接

続
工
事
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

　
ま
た
、
す
で
に
下
水

道
が
使
用
で
き
る
区
域

内
の
人
で
、
下
水
道
へ

の
接
続
工
事
を
し
て
い

な
い
場
合
は
、
速
や
か

に
工
事
を
行
っ
て
く
だ

さ
い
。 

●
受
益
者
負
担
金 

　
下
水
道
整
備
区
域
内

に
土
地
を
所
有
し
て
い

る
人
は
、
負
担
金
が
賦

課
さ
れ
ま
す
。 

　
た
だ
し
、
そ
の
土
地

が
、
地
上
権
、
質
権
、

使
用
貸
借
ま
た
は
賃
貸

借
に
よ
る
権
利
が
あ
る

場
合
は
、
そ
の
権
利
者

が
対
象
と
な
り
ま
す
。

対
象
地
域
の
皆
さ
ん
へ

下
水
道
受
益
者
申
告
書
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

●
工
事
は
指
定
工
事
店
で 

　
排
水
設
備
工
事
や
ト
イ
レ
の
水
洗
化
工
事
は
、

市
が
指
定
し
た
工
事
店
で
な
け
れ
ば
施
工
で
き
ま

せ
ん
。
表
の
「
指
定
工
事
店
」
か
ら
選
ん
で
工
事

を
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。 

●
排
水
設
備
工
事
費
の
融
資
を
あ
っ
せ
ん 

　
下
水
道
の
排
水
設
備
の
設
置
に
は
、
次
の
改
造

資
金
の
融
資
あ
っ
せ
ん
（
無
利
子
）
を
行
っ
て
い

ま
す
の
で
、
ご
希
望
の
人
は
指
定
工
事
店
を
通
し

て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

　
た
だ
し
、
下
水
道
が
使
用
で
き
る
よ
う
に
な
っ

て
か
ら
３
年
以
内
に
行
う
工
事
が
対
象
と
な
り
ま

す
。 

★
く
み
取
り
便
所
を
水
洗
ト
イ
レ
に
改
造
す
る
工

事
…
６０
万
円
以
内
（
便
槽
が
１
か
所
増
す
ご
と
に

３０
万
円
以
内
を
加
算
） 

★
浄
化
槽
を
廃
止
す
る
工
事
…
３０
万
円
以
内
（
浄

化
槽
が
１
か
所
増
す
ご
と
に
１５
万
円
以
内
を
加
算
） 

●
問
合
先
　
下
水
道
課
計
画
管
理
係
（
☎
３
８
―

５
８
１
５
）
ま
で
。 

 

下水道が使用できる区域 NN

凡　　例 

１６年度から使用できる区域 

１７年度使用予定区域 

１８年度使用予定区域 
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狂犬病予防注射日程表  
と　き ところ 時　間 

４月１２日（月） 

４月１３日（火） 

４月１４日（水） 

４月１５日（木） 

４月１６日（金） 

４月２８日（水） 

石仏会館 午後１：００～１：４０ 

八剱会館 午後２：００～２：４０ 

西市町新いづみ公園 午後３：００～３：３０ 

午後１：００～１：４０ 

午後２：００～２：４０ 

午後３：００～３：３０ 

午後１：００～１：４０ 

午後２：００～２：４０ 

午後３：００～３：３０ 

午後１：００～１：４０ 

午後２：００～２：４０ 

午後３：００～３：３０ 

午後１：００～１：４０ 

午後２：００～２：４０ 

午後３：００～３：３０ 

午後１：００～１：４０ 

午後２：００～２：４０ 

午後３：００～３：３０ 

北島町公会堂 

野寄町公会堂 

曽野町公会堂 

大山寺町生田明神社 

稲荷町稲荷社 

大矢公園 

大地町坂折社 

大上市場会館 

大市場町公会堂 

東町会館 

下本町神明生田神社 

川井町白山社 

八剱会館 

稲荷町稲荷社 

下本町神明生田神社 

狂
犬
病
予
防
注
射
を 

受
け
ま
し
ょ
う 

４
月
１
日
か
ら 

パ
ソ
コ
ン
は
粗
大
ご
み
の
有
料 

戸
別
収
集
に
出
せ
ま
せ
ん 

狂
犬
病
と
は
？ 

　
狂
犬
病
は
、
神
経
が
侵
さ
れ
る
病
気
で
、
人
は

も
ち
ろ
ん
ね
こ
、
キ
ツ
ネ
、
牛
、
馬
な
ど
の
温
血

動
物
す
べ
て
に
感
染
す
る
不
治
の
病
で
す
。 

　
日
本
で
は
昭
和
３２
年
以
来
、
狂
犬
病
の
発
生
を

見
て
い
ま
せ
ん
が
、
外
国
で
は
、
毎
年
１
万
頭
か

ら
２
万
頭
の
狂
犬
病
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
海
外

と
の
交
流
が
容
易
に
な
っ
た
昨
今
、
日
本
が
狂
犬

病
の
ウ
イ
ル
ス
で
汚
染
さ
れ
る
危
険
性
は
十
分
考

え
ら
れ
ま
す
。 

　
狂
犬
病
に
は
有
効
な
治
療
法
が
な
い
た
め
感
染

し
な
い
よ
う
に
免
疫
を
つ
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
日
本
で
は
「
狂
犬
病
予
防
法
」
に
よ
り
飼
犬
に

狂
犬
病
予
防
注
射
を
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ

て
い
ま
す
。
生
後
９０
日
を
過
ぎ
た
ら
必
ず
犬
の
登

録
と
狂
犬
病
予
防
注
射
を
受
け
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

狂
犬
病
予
防
注
射
は
、
そ
の
後
も
毎
年
１
回
必
ず

受
け
て
く
だ
さ
い
。 

狂
犬
病
の
予
防
接
種
を
行
い
ま
す 

　
岩
倉
市
で
は
狂
犬
病
予
防
集
合
注
射
を
行
い
ま

す
。
日
時
を
確
認
の
う
え
、
最
寄
り
の
会
場
で
お

受
け
く
だ
さ
い
。 

　
す
で
に
登
録
を
済
ま
せ
て
い
る
飼
養
者
に
は
、

「
狂
犬
病
予
防
注
射
の
お
知
ら
せ
」
は
が
き
が
送

付
さ
れ
ま
す
の
で
注
射
会
場
に
必
ず
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。
記
載
内
容
に
誤
記
、
変
更
な
ど
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
そ
の
内
容
を
訂
正
の
う
え
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。 

　
予
防
注
射
を
受
け
る
際
に
は
、
問
診
票
を
ご
記

入
い
た
だ
き
ま
す
。
問
診
表
は
飼
養
者
が
責
任
を

も
っ
て
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。 

　
注
射
料
金
は
、
１
頭
３
千
３
０
０
円
で
す
（
内

訳
…
注
射
料
金
２
千
７
５
０
円
、
注
射
済
票
交
付

料
５
５
０
円
）
。
登
録
さ
れ
て
い
な
い
犬
は
別
途

登
録
手
数
料
３
千
円
が
必
要
で
す
。
お
つ
り
の
要

ら
な
い
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。 

　
事
故
防

止
の
た
め
、

会
場
へ
は

飼
犬
を
制

御
で
き
る

人
が
連
れ

て
お
出
か

け
く
だ
さ

い
。
犬
の

ふ
ん
は
飼

養
者
が
責

任
を
持
っ

て
始
末
し

て
く
だ
さ

い
。 

★
個
別
に

動
物
病
院

で
狂
犬
病

予
防
注
射

を
受
け
ら
れ
た
場
合
は
注
射
済
票
の
交
付
が
受
け

ら
れ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
場
合
は
、
獣

医
師
発
行
の
「
狂
犬
病
予
防
注
射
済
証
明
書
」
を

お
持
ち
に
な
り
環
境
保
全
課
へ
お
越
し
く
だ
さ
い

（
注
射
済
票
交
付
料
５
５
０
円
が
必
要
で
す
）
。

ま
た
、
病
気
や
高
齢
な
ど
の
理
由
で
予
防
注
射
が

受
け
ら
れ
な
い
と
き
は
、
獣
医
師
発
行
の
「
狂
犬

病
予
防
注
射
猶
予
証
明
書
」
を
環
境
保
全
課
へ
ご

提
出
く
だ
さ
い
。 

★
登
録
後
、
犬
が
死
亡
し
た
り
、
犬
の
所
在
地
や

飼
養
者
な
ど
が
変
わ
っ
て
い
た
り
す
る
場
合
は
、

手
続
き
が
必
要
で
す
の
で
、
環
境
保
全
課
に
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。 

●
問
合
先
　
環
境
保
全
課
環
境
啓
発
係
（
☎
３

８
―
５
８
０
８
）
ま
で
。 

        

不
要
に
な
っ
た
パ
ソ
コ
ン
は 

　
家
庭
か
ら
出
さ
れ
る
使
用
済
み
パ
ソ
コ
ン
の
回

収
・
リ
サ
イ
ク
ル
「
Ｐ
Ｃ
リ
サ
イ
ク
ル
」
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
資
源
有
効
利
用
促
進
法

に
基
づ
き
、
使
用
済
み
パ
ソ
コ
ン
を
再
資
源
化
す

る
こ
と
に
よ
り
、
廃
棄
物
の
削
減
と
資
源
の
有
効

利
用
の
促
進
を
目
指
す
も
の
で
す
。 

ご
み
に
し
な
い
で
資
源
に 

　
パ
ソ
コ
ン
を
資
源
に
す
る
た
め
に
、
市
は
ご
み

と
し
て
の
収
集
を
行
い
ま
せ
ん
。
パ
ソ
コ
ン
を
排

出
さ
れ
る
人
は
、
各
メ
ー
カ
ー
に
回
収
を
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。
自
作
パ
ソ
コ
ン
な
ど
で
メ
ー
カ

ー
が
分
か
ら
な
い
場
合
の
回
収
申
し
込
み
方
法
な

ど
Ｐ
Ｃ
リ
サ
イ
ク
ル
に
つ
い
て
の
詳
細
は
、
社
団

法
人
電
子
情
報
技
術
産
業
協
会
（
Ｊ
Ｅ
Ｉ
Ｔ
Ａ
）

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジhttp://w

w
w
.pc3r.jp

に
ア
ク

セ
ス
し
て
ご
確
認
く
だ
さ
い
。 

●
問
合
先
　
環
境
保
全
課
生
活
環
境
係
（
清
掃
事

務
所
内
☎
６
６
―
５
９
１
２
）
ま
で
。 
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●
市
政
の
窓
●
 

 

事
業
者
の
皆
様
へ 

廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法

律
第
３
条
第
１
項 

　
事
業
者
は
、
そ
の
事
業
活
動
に
伴
っ
て
生
じ

た
廃
棄
物
を
自
ら
の
責
任
に
お
い
て
適
正
に
処

理
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

事
業
活
動
に
伴
っ
て
排
出
さ
れ
る
ご
み
は
、

地
区
の
ご
み
集
積
場
に
出
せ
ま
せ
ん 

　
岩
倉
市
の
行
う
「
燃
や
し
て
も
い
い
ご
み
」

「
燃
や
し
て
は
い
け
な
い
ご
み
」
と
分
別
収
集
ご

み
の
収
集
は
、
一
般
の
家
庭
か
ら
出
さ
れ
る
ご
み

を
対
象
に
し
て
い
ま
す
。 

 

商
店
、
事
業
所
、
工
場
な
ど
で
、
事
業
活
動
に

伴
っ
て
出
る
ご
み
（
事
業
系
ご
み
）
は
、
事
業
者

で
責
任
を
持
っ
て
適
正
に
処
理
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。 

       

事
業
系
ご
み
の
処
理
方
法 

　
産
業
廃
棄
物
で
は
な
い
、
事
業
系
一
般
廃
棄
物

の
処
理
方
法
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

①
市
の
許
可
業
者
に
委
託
す
る
。 

②
事
業
者
自
ら
が
直
接
、
小
牧
岩
倉
衛
生
組
合
環

境
セ
ン
タ
ー
（
小
牧
市
大
字
野
口
地
内
）
に
搬
入

す
る
。 

③
自
家
処
理
施
設
で
処
理
す
る
。 

　
な
お
、
産
業
廃
棄
物
に
つ
い
て
は
、
愛
知
県
の

許
可
を
受
け
た
産
業
廃
棄
物
処
理
業
者
に
委
託
し

て
く
だ
さ
い
。 

 

事
業
系
ご
み

収
集
袋
を
お

使
い
く
だ
さ

い 　
下
の
デ
ザ
イ

ン
で
、
８０
㌢
×

９０
㌢
と
大
き
め

の
サ
イ
ズ
で
す
。

事
業
者
の
皆
さ

ん
に
限
り
市
内
の
取
扱
店
で
、
１
セ
ッ
ト
（
１０
枚
）

２
０
０
円
（
税
込
）
で
お
求
め
い
た
だ
け
ま
す
。

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

　
な
お
、
こ
の
袋
で
は
一
般
の
ご
み
集
積
場
に
は

出
せ
ま
せ
ん
（
市
は
収
集
し
ま
せ
ん
）
。
事
業
者

以
外
の
人
は
市
の
指
定
袋
を
お
使
い
く
だ
さ
い
。 

●
問
合
先 

★
事
業
系
一
般
廃
棄
物
…
岩
倉
市
清
掃
事
務
所

（
☎
６
６
―
５
９
１
２
）
ま
た
は
、
小
牧
岩
倉
衛

生
組
合
環
境
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
５
６
８
―
７
９
―

１
２
１
１
）
ま
で
。 

★
事
業
系
ご
み
収
集
袋
…
岩
倉
市
商
工
会
事
務
局

（
☎
６
６
―
３
４
０
０
）
ま
で
。 

★
産
業
廃
棄
物
…
愛
知
県
尾
張
事
務
所
廃
棄
物
対

策
課
（
☎
０
５
２
―
９
６
１
―
８
３
４
０
）
ま
た

は
、
愛
知
県
産
業
廃
棄
物
協
会
（
☎
０
５
２
―
３

３
２
―
０
３
４
６
）
ま
で
。 

指 名 競 争 入 札 結 果  
工　　事　　名　　等 工 事 場 所 等 契　約　業　者　名 契約金額（円） 期　　間 

（２月１９日～３月４日） 

３/１０～３/２９ １,５２２,５００ 配水管布設工事（申込１５-１８号） 川井町地内 伊藤水道工業㈱岩倉支店 

２/２４～３/２６ １,９９５,０００ 舗装修繕工事 稲荷町外３地内 ㈱松本工務店 

２/２４～３/２６ １,７３２,５００ 舗装修繕工事 稲荷町外３地内 ㈱江口組 

ご 入 学 お め で と う ご ざ い ま す  ご 入 学 お め で と う ご ざ い ま す  
－小学校新入学児の保護者の皆様へ－ 

　お子さまのご入学おめでとうございます。いよいよ義務教育９か年の第
一歩が始まります。 
　学校では、日常の学校生活や体験的な活動や学校行事を通して、子ども
同士が刺激し合い、高め合いながら、担任のきめ細かく温かい指導のなか
で、満足感や成就感を味わわせ、子どもの健全な成長を願い指導していま
す。お子さまにとっては、入学後しばらくは緊張が続くことと思われます。
保護者の皆様には、お子さまを励ましていただくとともに、長い目で見守
ってくださることをお願いいたします。 
※教育に関する相談を、第２・４月曜日の午後１時から４時まで「くすの
きの家」２階の適応指導教室「おおくす」（☎３８―０３００）で行って
います。 

 「ことばの教室」開設のお知らせ 
　吃音（発音が不自由）や構音障害（発音が不明瞭）などのお子さまの言
葉の障害で悩んでいませんか。 
　岩倉市内の小学校に「ことばの教室」を開設しています。指導者が各学
校を巡回してマンツーマンで正しい発声の指導・訓練を行います。 
●申込方法　各小学校に申し込んでください。 

●家庭生活で身に付けてほしいこと 
―できたことをほめながら育てましょう― 
①基本的な生活習慣を身に付ける 
・あいさつや返事がきちんとできる 
・規則正しい生活ができる（早寝早起き） 
・衣服の着替えがきちんとできる　など 
②友達と仲良くできる 
・外で子ども同士で元気よく遊ぶ 
・人をたたいたり、けったりしない 
③お手伝いをする 
・自分でできることは、自分で行う 
・家族の一員として役割を持たせる 

●問合先　学校教育課（☎３８―５８１８） 
まで。 
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●
市
政
の
窓
●
 

平
成
１６
年
度 

第
１
号
被
保
険
者
の
介
護
保 

険
料
を
お
知
ら
せ
し
ま
す 

平成１６年度の所得段階別介護保険料 

特別徴収の保険料月額 

普通徴収のの保険料月額 

※特別徴収は４・６・８月を仮徴収期間とし、前年度の２月に差し引かれた保険料額と 
同額を差し引くこととされています（介護保険法第１４０条）。したがって、上の月別 
の保険料額は一般的なパターンを説明したもので、実際には様々なパターンがあります。 

※普通徴収も年度途中に資格取得した場合や所得段階の変更などがあったときは上記のとおりにはなりません。 
※普通徴収の仮徴収額の算出方法 
　①前年度の保険料額を１２（納期の数）で割り、円未満を切り捨てる。 
　②①で算出された金額に４（仮徴収期間の納期数）をかけて、１００円未満を切り捨てた額が仮徴収額となる。 
　③②で算出された金額を４で割って、１００円未満を切り捨てた額を５～７月の各月の徴収額とする。 
　④②で算出された金額から５～７月の保険料額の合計を引き、４月の徴収額とする。 
※本徴収額は特別徴収・普通徴収とも、年間の保険料額から仮徴収額を差し引き、納期数で割った金額です（１００円未満の端数は最初の納期に徴収）。 

（単位：円） 

（単位：円） 

第１号被保険者保険料基準額（月額） 

所得段階 

第１段階 

第１段階 

所得段階 仮徴収額 ４月 

５,８００ 

５月 

１,６００ 

６月 

１,４００ 

７月 本徴収額 ８月 

１１,６００ 

９月 

１,８００ 

１０月 

１,４００ 

１１月 １２月 １月 ２月 ３月 計 

１７,４００ 

第２段階 ８,７００ ２,４００ ２,１００ １７,５００ ２,８００ ２,１００ ２６,２００ 

第３段階 １１,６００ ２,９００ ２,９００ ２３,３００ ３,０００ ２,９００ ３４,９００ 

第４段階 １４,５００ ３,７００ ３,６００ ２９,２００ ４,０００ ３,６００ ４３,７００ 

第５段階 １７,４００ 

第１段階 

所得段階 仮徴収額 

９,６００ 

第２段階 １４,４００ 

第３段階 １９,２００ 

第４段階 ２４,０００ 

第５段階 ２８,５００ 

４月 ６月 

３,２００ 

６,４００ 

８月 

４,８００ 

８,０００ 

９,５００ 

３,２００ 

６,４００ 

４,８００ 

８,０００ 

９,５００ 

３,２００ 

６,４００ 

４,８００ 

８,０００ 

９,５００ 

７,８００ 

１５,７００ 

本徴収額 

１１,８００ 

１９,７００ 

２３,９００ 

１０月 １２月 

２,６００ 

５,２００ 

２月 

３,９００ 

６,５００ 

７,９００ 

２,６００ 

５,２００ 

３,９００ 

６,５００ 

７,９００ 

２,６００ 

５,３００ 

４,０００ 

６,７００ 

８,１００ 

１７,４００ 

３４,９００ 

計 

２６,２００ 

４３,７００ 

５２,４００ 

４,５００ ４,３００ 

１,４００ 

２,１００ 

２,９００ 

３,６００ 

４,３００ 

１,４００ 

２,１００ 

２,９００ 

３,６００ 

４,３００ ３５,０００ ４,９００ ４,３００ 

１,４００ 

２,１００ 

２,９００ 

３,６００ 

４,３００ 

１,４００ 

２,１００ 

２,９００ 

３,６００ 

４,３００ 

１,４００ 

２,１００ 

２,９００ 

３,６００ 

４,３００ 

１,４００ 

２,１００ 

２,９００ 

３,６００ 

４,３００ 

１,４００ 

２,１００ 

２,９００ 

３,６００ 

４,３００ 

１,４００ 

２,１００ 

２,９００ 

３,６００ 

４,３００ ５２,４００ 

・老齢福祉年金受給者でその属する 
　世帯全員が市民税非課税の人 
・生活保護を受給している人 

対　象　者 保険料年額 

２,９１６円 

１７,４００円 

第３段階 ・本人が市民税非課税の人 ３４,９００円 

第２段階 ・世帯全員が市民税非課税の人 ２６,２００円 

第５段階 ・本人に市民税が課税されていて、 　合計所得が２００万円以上の人 ５２,４００円 

第４段階 
・本人に市民税が課税されていて、 
　合計所得が２００万円未満の人 ４３,７００円 

　
介
護
保
険
の
第
１
号
被
保
険
者
で
あ
る
６５
歳
以

上
の
人
の
平
成
１６
年
度
の
保
険
料
額
に
つ
い
て
お

知
ら
せ
し
ま
す
（
保
険
料
額
は
、
表
の
と
お
り
で

す
）
。 

　
年
金
か
ら
保
険
料
が
引
か
れ
る
特
別
徴
収
の
人

に
は
「
仮
徴
収
額
特
別
徴
収
の
お
知
ら
せ
」
を
、 

ま
た
、
銀
行
な
ど
の
金
融
機
関
の
窓
口
や
口
座
振

替
で
納
め
て
い
た
だ
く
普
通
徴
収
の
人
に
は
「
納

入
通
知
書
（
仮
徴
収
額
通
知
書
）
」
を
４
月
上
旬

に
送
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

　
な
お
、
保
険
料
額
を
算
定
す
る
基
礎
と
な
る
平

成
１５
年
中
の
所
得
金
額
な
ど
が
確
定
し
て
い
な
い

た
め
、
ご
案
内
す
る
保
険
料
額
は
仮
徴
収
期
間

（
４
月
か
ら
７
月
ま
で
）
の
分
と
な
っ
て
い
ま
す
。

前
年
度
所
得
金
額
の
確
定
後
、
本
徴
収
額
と
月
別

の
納
付
額
に
つ
い
て
は
、
８
月
上
旬
に
お
知
ら
せ

し
ま
す
。 

●
問
合
先
　
生
き
が
い
課
介
護
保
険
係
（
☎
３
８

―
５
８
１
１
）
ま
で
。 

　市民の皆さんが行う文化事業に助成を行っています。ぜひ、ご活

用ください。 

●助成対象事業　今までの枠を超えて自主的に行われる次の文化活

動を対象とします。 

　ただし、主に営利を目的とする事業や、特定の政治、宗教活動を

目的に行われる事業、および恒常的に行われる事業は助成の対象と

はなりません。また、外部から人を招いて開催するコンサートやシ

ョーなども対象とはなりません。 

①活動発表事業…複数の団体が共同で行ったり、実行委員会をつく

るなどして、従来の活動の枠を越えて行われる発表会などの事業。

ただし、特定の流派、会員、個展などにかかわる事業は原則として

対象外です。 

②文化情報事業…岩倉市の文化情報のＰＲや、ネットワークづくり

のために製作されるパンフレットや情報誌などの発行 

③人材育成・交流事業…文化に関する人材育成や交流の推進を目的

として行われる研究会やフォーラムなどの開催 

④その他…文化によるまちづくりの振興に関する事業 

●助成金額　助成金額は、日常的な活動費や人件費、入場料などの

収入を除いた事業費の２分の１以内で、限度額は３００万円。 

●事業期間　平成１６年度に実施予定の事業 

●申請の手続き　所定の申請用紙に必要事項を記入のうえ、４月２６

日（月）までに生涯学習課へ提出してください。 

●問合先　生涯学習課文化振興係（☎３８―５８１９）まで。 

皆さんの文化活動を応援します 

岩倉市まちづくり文化振興事業助成制度 
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市
政
の
窓
●
 

第８回 

結果をお知らせします 

第８回 

結果をお知らせします 

いわくら 
 五条川五条川マラソンの 
いわくら 
 五条川マラソンの 
いわくら 
 五条川マラソンの 
　３月７日（日）に行われた第８回いわくら五条川マラソンの

結果をお知らせします。 

　当日は、一時、小雪がちらつくという寒い日になりましたが、

ゲストランナーの小幡佳代子さん始め、東は埼玉、西は長崎か

ら来ている県外からのランナーも含め２，３５８人の皆さんが、

早春の五条川などを駆け抜け、心地よい汗を流しました。 

●１０㌔女子４０歳未満 

順位　 記録　　　  氏名　　　　所属（住所） 

 １　３７分４９秒　森岡まり子　さかえクリニック（名古屋市） 

 ２　３８分３６秒　大川　敦子　栄クリニック（名古屋市） 

 ３　３８分５３秒　大塚　真弓　岡崎西高校（岡崎市） 

 ４　３９分２４秒　浅田　倫世　（師勝町） 

 ５　４０分３３秒　井出　志保　（名古屋市） 

●１０㌔男子４０歳未満 

順位　 記録　　　  氏名　　　　所属（住所） 

 １　３０分３９秒　古川　淳一　（大府市） 

 ２　３０分５０秒　谷口　幸治　ＫＹＢカヤバ（岐阜県） 

 ３　３１分１６秒　藤田　　裕　名古屋大学（名古屋市） 

 ４　３２分４４秒　尾形　卓也　愛知教育大学大学院（小牧市） 

 ５　３３分１６秒　大橋　俊夫　（東海市） 

●１０㌔男子４０歳以上 

順位　 記録　　　  氏名　　　　所属（住所） 

 １　３３分５４秒　加藤　一郎　愛知県庁クラブ（名古屋市） 

 ２　３４分１２秒　大宮　和男　名古屋市役所（岩倉市） 

 ３　３４分２７秒　小出　義人　アイシン新豊（名古屋市） 

 ４　３５分２０秒　加藤　洋司　犬山市消防本部（犬山市） 

 ５　３５分２８秒　九日　敏弘　三菱重工冷熱西枇杷島（西枇杷島町） 

●１０㌔女子４０歳以上 

順位　 記録　　　  氏名　　　　所属（住所） 

 １　３８分４５秒　永田　久子　名古屋学院クラブ（名古屋市） 

 ２　４１分０９秒　伊藤真知子　オープンセサミ（名古屋市） 

 ３　４２分１９秒　西谷　初音　天白川走友会（名古屋市） 

 ４　４２分２０秒　小山　真子　セカンドウィンド（名古屋市）　　 

 ５　４２分３７秒　小池　廣子　中央物流㈱（岩倉市） 

 

お ばた か  よ  こ 
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●
市
政
の
窓
●
 

第８回 

いわくら 
 五条川マラソンの 

●４㌔女子４０歳未満 

順位　 記録　　　  氏名　　　　所属（住所） 

 １　１５分５６秒　大野　美紗　松蔭高校（名古屋市） 

 ２　１６分１９秒　金森美江子　（三重県） 

 ３　１７分００秒　飯田　　愛　（小牧市）　 

 ３ 　１７分００秒　山田　奈美　（一宮市） 

 ５　１７分０２秒　伊藤美奈江　（小牧市） 

●４㌔女子中学生 

順位　 記録　　　  氏名　　　　所属（住所） 

 １　１６分１３秒　稲葉　綾乃　ラン・ラン・ＲＵＮ（稲沢市） 

 ２　１６分２９秒　掛布　里美　古知野中（江南市） 

 ３　１６分３４秒　竹下　紀子　宮田中（江南市） 

 ４　１７分２１秒　杁本　菜美　岩中（岩倉市） 

 ５　１７分３４秒　西川　志穂　不破中（岐阜県） 

●４㌔女子４０歳以上 

順位　 記録　　　  氏名　　　　所属（住所） 

 １　１６分１１秒　林　　八重　大北歯科ＲＣ（名古屋市） 

 ２　１７分４８秒　柴田　敏子　（三重県） 

 ３　１７分５４秒　杁本　国子　（岩倉市） 

 ４　１８分０５秒　前田眞由美　（東浦町） 

 ５　１８分０６秒　小澤　清子　米米ＲＴ（小牧市） 

●４㌔男子４０歳未満 

順位　 記録　　　  氏名　　　　所属（住所） 

 １　１２分５４秒　青木　　晶　中京大学（岩倉市） 

 ２　１２分５９秒　高井　浩二　（小牧市） 

 ３　１３分０５秒　村瀬　　悠　名古屋市消防局（名古屋市） 

 ４　１３分１１秒　伊藤　　優　名古屋市消防局（名古屋市）　 

 ５　１３分２６秒　池田　昌雄　内外カーボンインキ（名古屋市） 

●４㌔男子４０歳以上 

順位　 記録　　　  氏名　　　　所属（住所） 

 １　１３分４８秒　岩田　眞治　愛知県庁クラブ（知多市） 

 ２　１４分３４秒　山田　　猛　㈱ハアーモニー（弥富町） 

 ３　１４分５６秒　伊藤　俊司　豊和工業走友会（名古屋市） 

 ４　１５分０２秒　鈴木　啓文　（名古屋市） 

 ５　１５分１６秒　河瀬　親保　東海レベラー（名古屋市） 

●４㌔男子中学生 

順位　 記録　　　  氏名　　　　所属（住所） 

 １　１３分４７秒　井上　翔太　（瀬戸市） 

 ２　１３分４８秒　古田　泰久　古知野中（江南市） 

 ３　１４分１３秒　長谷川才将　宮田中（江南市） 

 ４　１４分４１秒　引地　　渉　岩中（岩倉市） 

 ５　１５分０５秒　山田　知己　古知野中（江南市） 

平成16年4月1日 19



 

睡
眠
時
無
呼
吸
症
候
群 

マ
ウ
ス
ピ
ー
ス
で
改
善
　 

い
び
き
に
も
効
果 

尾
北
歯
科
医
師
会
広
報
部 

健　康健　康 
講　座講　座 
健　康健　康 
講　座講　座 
健　康 
講　座 

知っておきたい 

 

　
寝
て
い
る
間
に
呼
吸
が
止
ま
り
、
何
度
も

目
覚
め
て
し
ま
う
睡
眠
時
無
呼
吸
症
候
群 

（
Ｓ
Ａ
Ｓ
）
。
最
近
、
悩
む
人
が
増
え
て
話

題
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
診
察
時
に
「
長
年
、
家
族
に
い
び
き
が
大

き
い
と
言
わ
れ
続
け
、
寝
室
も
１
人
に
さ
れ

た
。
夜
は
孤
立
し
て
い
ま
す
ね
」
と
話
す
Ａ

さ
ん
。
検
査
後
、
睡
眠
時
無
呼
吸
症
候
群
と

診
断
さ
れ
ま
し
た
。
睡
眠
中
に
合
成
樹
脂
製

の
マ
ウ
ス
ピ
ー
ス
を
装
着
す
れ
ば
、
効
果
が

あ
る
と
す
す
め
ら
れ
、
歯
型
を
取
り
、
専
用

の
も
の
を
作
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
「
最
初

は
不
快
感
が
あ
っ
た
け
れ
ど
も
、
徐
々
に
慣

れ
て
き
ま
し
た
。
い
び
き
が
小
さ
く
な
っ
た

と
家
族
に
言
わ
れ
ま
す
」
と
話
し
て
く
れ
ま

し
た
。
別
の
患
者
さ
ん
も
、
「
マ
ウ
ス
ピ
ー

ス
を
つ
け
て
か
ら
、
起
床
時
に
の
ど
が
渇
く

こ
と
が
減
り
、
就
寝
中
に
目
覚
め
る
間
隔
が

長
く
な
っ
た
」
と
喜
ん
で
い
ま
す
。 

気
道
確
保
が
治
療
の
か
ぎ  

　
睡
眠
時
無
呼
吸
症
候
群
は
、
舌
が
後
方
に

下
が
っ
て
気
道
を
狭
く
し
た
り
、
ふ
さ
い
で

し
ま
う
こ
と
が
多
く
の
原
因
に
な
っ
て
い
ま

す
。
小
さ
い
下
あ
ご
、
大
き
な
舌
、
肥
満
、

あ
お
む
け
で
寝
る
こ
と
な
ど
の
条
件
が
重
な

る
こ
と
で
起
こ
り
や
す
く
な
り
ま
す
。 

　
こ
の
た
め
、
治
療
は
気
道
確
保
が
か
ぎ
に

な
り
ま
す
。
睡
眠
中
に
マ
ウ
ス
ピ
ー
ス
を
患

者
さ
ん
の
口
内
に
装
着
す
る
こ
と
で
下
あ
ご

を
前
に
出
す
。
そ
う
し
た
状
態
を
保
つ
と
、

空
気
が
気
道
を
通
り
や
す
く
な
り
、
無
呼
吸

に
な
っ
た
り
い
び
き
を
か
い
た
り
す
る
回
数

が
減
っ
て
い
き
ま
す
。 

　
初
め
て
マ
ウ
ス
ピ
ー
ス
を
装
着
す
る
と
違

和
感
や
不
快
感
を
感
じ
る
場
合
も
あ
り
ま
す

が
、
徐
々
に
慣
れ
て
き
ま
す
。
経
過
を
観
察

し
な
が
ら
、
マ
ウ
ス
ピ
ー
ス
を
調
整
し
、
患

者
さ
ん
に
合
わ
せ
て
い
く
。
治
療
と
い
っ
て 

も
、
患
者
さ
ん
が
就
寝
前
に
マ
ウ
ス
ピ
ー
ス

を
装
着
す
る
だ
け
と
い
う
簡
単
な
も
の
で
す
。 

病
気
と
認
識
し
て
治
療
を
　 

　
マ
ウ
ス
ピ
ー
ス
で
効
果
が
な
け
れ
ば
、
マ

ス
ク
か
ら
空
気
を
送
る
装
置
を
使
っ
た
り
、

耳
鼻
科
的
な
手
術
療
法
が
必
要
に
な
っ
た
り

す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
が
、
多
く
の
場
合
は

マ
ウ
ス
ピ
ー
ス
で
改
善
で
き
ま
す
。 

　
患
者
さ
ん
の
増
加
は
、
現
代
人
の
食
生
活

の
変
化
に
も
起
因
し
て
い
ま
す
。
単
な
る
い

び
き
や
不
眠
症
と
考
え
る
人
が
多
い
よ
う
で

す
が
、
放
置
し
て
お
く
と
、
高
血
圧
や
不
整

脈
、
心
臓
病
、
糖
尿
病
の
誘
発
に
も
つ
な
が

っ
て
し
ま
い
ま
す
。
き
ち
ん
と
病
気
と
い
う

認
識
を
持
ち
、
早
期
に
治
療
を
す
べ
き
で
あ

る
と
考
え
ま
す
。 

（財） 

岩
倉
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
本
部 

 

　
日
本
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
は
、
　
日
本
体
育

協
会
が
創
立
（
１
９
１
１
年
）
５０
周
年
の
記

念
事
業
と
し
て
「
一
人
で
も
多
く
の
青
少
年

に
ス
ポ
ー
ツ
の
歓
び
を
！
」
「
ス
ポ
ー
ツ
を

通
じ
て
青
少
年
の
か
ら
だ
と
こ
こ
ろ
を
育
て

る
組
織
を
！
」
と
願
い
１
９
６
２
年
に
創
設

さ
れ
ま
し
た
。 

　
こ
の
趣
旨
を
受
け
て
本
市
に
も
岩
倉
市
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
本
部
が
、
１
９
７
４
年
に
設

立
さ
れ
ま
し
た
。 

　
こ
の
時
す
で
に
野
球
な
ど
の
６
団
体
が
活

動
し
て
い
ま
し
た
が
、
岩
倉
市
体
育
協
会
加

盟
を
契
機
に
し
て
活
動
種
目
も
単
位
団
も
着

実
に
増
え
て
き
ま
し
た
。
現
在
で
は
、
野
球
、

サ
ッ
カ
ー
、
空
手
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、
ミ
ニ

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、
卓
球
、
剣
道
、
柔
道
、

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、
子
供
リ

ズ
ム
体
操
の
１１
種
目
が
あ
り
、
市
内
各
地
で

活
動
す
る
単
位
団
は
２４
団
体
に
ま
で
拡
大
・

発
展
し
ま
し
た
。
今
年
度
の
会
員
は
６
９
４

人
に
も
な
り
ま
す
。 

　
こ
れ
ら
を
組
織
化
し
総
合
的
に
統
括
し
て No.1

平成16年4月1日 20



岩倉市国際交流協会 

皆
さ
ん
、 

　
あ
り
が
と
う
！ 

　
私
は
イ
ラ
ン
の
首
都
、
テ
ヘ
ラ
ン
か
ら
１４

年
前
に
来
日
し
、
今
は
岩
倉
に
住
ん
で
い
ま

す
。
家
族
は
妻
と
子
ど
も
が
２
人
で
す
。 

　
皆
さ
ん
が
ご
存
知
の
よ
う
に
、
昨
年
末
の

１２
月
２６
日
、
私
の
母
国
イ
ラ
ン
の
南
東
部
の

バ
ム
地
方
を
中
心
に
大
き
な
地
震
が
起
き
ま

し
た
。
多
く
の
人
の
生
命
が
奪
わ
れ
、
ま
た
、

助
か
っ
た
人
も
皆
が
住
む
家
を
失
い
ま
し
た
。

夜
中
に
は
零
下
に
も
な
る
と
い
う
砂
漠
地
帯

で
す
。 

　
私
は
阪
神
大
震
災
の
際
に
は
、
友
人
と
神

戸
へ
駆
け
つ
け
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
被
災
者

の
お
手
伝
い
を
し
ま
し
た
。
そ
の
と
き
の
光

景
は
今
で
も
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。 

　
イ
ラ
ン
の
被
災
地
の
子
ど
も
た
ち
の
こ
と

を
考
え
る
と
、
い
て
も
立
っ
て
も
い
ら
れ
な

く
な
り
ま
し
た
。 

　
日
本
に
住
む
私
に
、
何
か
で
き
る
こ
と
は

な
い
か
と
、
岩
倉
市
役
所
に
問
い
合
わ
せ
て
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
関
係
の
ア
ド
レ
ス
に
メ
ー
ル

を
送
り
ま
し
た
。 

　
す
る
と
、
す
ぐ
に
一
通
の
メ
ー
ル
が
届
き

ま
し
た
。
「
一
緒
に
考
え
ま
し
ょ
う
」
と
。

国
際
交
流
協
会
の
人
か
ら
で
し
た
。
う
れ
し

か
っ
た
！ 

　
そ
れ
か
ら
は
、
募
金
の
話
し
も
進
み
ま
し

た
。
で
も
、
僕
が
一
番
気
に
な
る
の
は
、
寒

空
に
震
え
て
い
る
で
あ
ろ
う
親
を
失
っ
た
被

災
地
の
子
ど
も
た
ち
の
こ
と
で
し
た
。 

　
防
寒
衣
料
を
集
め
て
、
持
っ
て
行
き
た
い

と
言
う
私
の
希
望
も
、
協
会
の
人
達
の
努
力

で
実
現
し
ま
し
た
。 

　
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
で
の
収
集
日
に
は
、

１０
円
玉
が
い
っ
ぱ
い
に
詰
ま
っ
た
コ
ー
ヒ
ー

の
空
き
瓶
を
大
事
に
抱
え
て
来
て
く
れ
た
幼

い
女
の
子
も
い
て
、
感
激
で
し
た
。
私
は
一

人
一
人
に
「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
助

か
り
ま
す
」
と
精
一
杯
の
お
礼
を
言
い
ま
し

た
。 

　
皆
さ
ん
か
ら
預
か
っ
た
募
金
と
衣
料
は
、

協
会
の
若
杉
さ
ん
と
一
緒
に
、
イ
ラ
ン
の
バ

ム
の
被
災
者
に
必
ず
届
け
ま
す
。
皆
さ
ん
の

温
か
い
心
を
伝
え
て
き
ま
す
。 

　
私
は
国
際
交
流
協
会
の
人
達
と
一
緒
に
活

動
で
き
た
こ
と
が
、
何
よ
り
も
う
れ
し
か
っ

た
で
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

協
会
か
ら
皆
さ
ん
へ 

　
市
内
小
・
中
学
校
の
児
童
会
・
生
徒
会
か

ら
の
募
金
、
公
共
施
設
に
置
い
て
い
た
だ
い

た
募
金
箱
、
口
座
に
振
り
込
ん
で
い
た
だ
い

た
募
金
な
ど
は
、
総
額
４１
万
４
千
７
８
９
円

で
し
た
。
提
供
い
た
だ
い
た
防
寒
衣
料
は
段

ボ
ー
ル
箱
３３
個
に
な
り
ま
し
た
。 

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

　
現
地
で
の
様
子
は
４
月
１８
日
「
く
す
の
き

の
家
」
で
、
協
会
総
会
後
に
報
告
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。  

   

▲モハマドさん 

▲寄付いただいた衣類を荷造りする様子 

い
る
の
が
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
本
部
で
す
。
本

部
が
実
施
す
る
大
き
な
行
事
は
２
つ
あ
り
、

一
つ
は
団
員
に
対
し
て
実
施
す
る
体
力
テ
ス

ト
、
も
う
一
つ
は
思
い
出
に
残
る
６
年
生
の

卒
団
式
で
す
。
と
も
に
本
部
役
員
が
中
心
と

な
り
指
導
者
や
父
母
か
ら
な
る
育
成
会
の
皆

さ
ん
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
よ
っ
て
実
施

す
る
有
意
義
な
行
事
で
す
。 

　
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
は
、
主
に
小
学
生
を
対

象
に
規
約
に
基
づ
い
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

結
成
に
は
１０
人
以
上
の
子
ど
も
た
ち
と
１
人

以
上
の
成
人
指
導
者
お
よ
び
、
１
人
以
上
の

有
資
格
者
が
必
要
で
す
。 

　
も
と
も
と
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
が
創
設
さ
れ

た
背
景
に
は
、
や
が
て
は
子
ど
も
か
ら
高
齢

者
ま
で
地
域
に
住
む
す
べ
て
の
住
民
を
含
め

た
ス
ポ
ー
ツ
の
大
衆
化
、
生
活
化
を
目
指
そ

う
と
い
う
願
い
が
込
め
ら
れ
て
い
た
よ
う
で

す
。 

　
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域

で
認
知
さ
れ
た
ス
ポ
ー
ツ
団
体
と
し
て
、
よ

り
一
層
の
充
実
・
発
展
が
期
待
さ
れ
て
い
ま

す
。 

●
申
込
・

問
合
先
　

ス
ポ
ー
ツ

課
（
総
合

体
育
文
化

セ
ン
タ
ー

内
☎
６
６

―
２
２
２

２
）
ま
で
。 
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暮らしのガイド 
問合先・岩倉市役所　　☎0587－66－1111（代表） 
ふれ愛コールいわくら　☎0587－38－1717 
市民の声FAX　　　　   　0587－38－2471 
E-mail         　　　　   koho.prsec@city.iwakura.aichi.jp

手続き 

市民窓口課での身分証明書の提示に
ご協力ください

　市民窓口課で住民票の写しや戸籍謄抄本（戸籍の全部・個人事項証明書）の
交付申請や住所の異動届を提出されるときは、運転免許証やパスポート、保険
証などの確認書類をご提示ください。 
　市民窓口課窓口では、申請書や届書を事前にご記入いただく方式ではなく、窓
口で直接何が必要かを申し述べていただく口頭申請方式を採用しています。これ
は、必要な証明ごとに住所、氏名を申請書に記入しなければならないお客様の煩
わしさを解消するために採用しています。この方式を採用している自治体は全国
的にもわずかですが、申請書の記入が簡単になったことで、多くの皆さんからご
好評をいただいています。しかし、一方で氏名、生年月日、住所などをお知らせ
いただく必要があります。これにつきましては、窓口で運転免許証やパスポート、
保険証などの確認書類をご提示いただくと確認が早くなります。 
　また住所異動などのお届けに際しましては、必ず確認書類をご用意ください。
全国的に虚偽の届出が増えており、これを防止するためにご協力をお願いします。
運転免許証やパスポートをお持ちでない人は、診察券や銀行のキャッシュカー
ドなどでも結構です。なお、お届けの内容によっては、写真つきの公的な身分
証でなければ受理できない場合があります。 
　問合先　市民窓口課市民窓口係（☎３８―５８０７） ▼

 

（木） 

  

●
電
子
証
明
書
の
取
得
申
請 

　
（
公
的
個
人
認
証
） 

  
　
電
子
申
請
に
必
要
な
電
子
証
明
書

（
公
的
個
人
認
証
）
の
申
請
方
法
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。
電
子
証
明
書
を

格
納
す
る
に
は
、
住
民
基
本
台
帳
カ

ー
ド
（
略
称
…
住
基
カ
ー
ド
）
が
必

要
で
す
。
住
基
カ
ー
ド
を
取
得
し
て

い
な
い
人
は
、
ま
ず
カ
ー
ド
を
取
得

し
て
く
だ
さ
い
。  

▼
有
効
期
間
　
３
年
（
た
だ
し
、
住

所
・
氏
名
の
変
更
が
あ
る
と
３
年
以

内
で
も
失
効
す
る
た
め
、
再
申
請
が

必
要
で
す
） 

▼
申
請
方
法
　
本
人
が
顔
写
真
付
き

住
基
カ
ー
ド
を
お
持
ち
に
な
っ
て
申

請
さ
れ
る
時
は
、
そ
の
場
で
電
子
証

明
書
を
交
付
で
き
ま
す
。
本
人
が
窓

口
に
出
か
け
ら
れ
な
い
場
合
や
顔
写

真
つ
き
住
基
カ
ー
ド
を
お
持
ち
で
な

い
場
合
は
、
必
要
書
類
等
が
異
な
り

ま
す
の
で
係
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。 

▼
手
数
料
　
５
０
０
円 

▼
注
意
　
電
子
証
明
書
は
、
個
人
の

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
や
財
産
に
か
か
わ
る

大
切
な
も
の
で
す
。
住
民
基
本
台
帳

カ
ー
ド
や
パ
ス
ワ
ー
ド
の
管
理
に
は

十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

　
電
子
申
告
等
に
電
子
証
明
書
を
使

用
さ
れ
る
場
合
は
、
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
リ

ー
ダ
ラ
イ
タ
や
、
利
用
す
る
制
度
ご

と
に
必
要
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
イ
ン
ス

ト
ー
ル
し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ラ
イ
タ

は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
環
境
等
に
よ
り

対
応
機
種
が
異
な
り
ま
す
の
で
確
認

が
必
要
で
す
。 

▼
問
合
先
　
市
民
窓
口
課
市
民
窓
口

係
（
☎
３
８
―
５
８
０
７
） 

   

●
福
祉
給
付
金
の
支
給
方
法

　
変
更 

  

　
平
成
１６
年
４
月
か
ら
、
福
祉
給
付

金
の
支
給
方
法
が
変
わ
り
ま
す
。 

　
医
療
機
関
で
一
部
負
担
金
を
支
払

っ
た
と
き
、
証
明
が
い
ら
な
く
な
り

ま
す
。
診
療
の
４
か
月
後
、
自
動
的

に
福
祉
給
付
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。 

　
福
祉
給
付
金
受
給
者
で
岩
倉
市
の

老
人
保
健
法
医
療
受
給
者
証
を
お
持

ち
の
人
は
、
手
続
き
が
必
要
で
す
。

対
象
と
な
る
人
に
は
、
市
役
所
か
ら

通
知
し
ま
す
。 

　
た
だ
し
、 

老  

老
人
医
療
費
受
給

者
証
、
高
齢
受
給
者
証
ま
た
は
、
他

市
町
村
の
老
人
保
健
法
医
療
受
給
者

証
を
お
持
ち
の
人
は
、
今
ま
で
ど
お

り
医
療
機
関
で
支
払
証
明
を
受
け
て

く
だ
さ
い
。
２
月
と
８
月
（
入
院
が

あ
る
場
合
は
２
・
５
・
８
・
１１
月
）

に
支
給
申
請
を
受
け
付
け
ま
す
。 

▼
問
合
先
　
市
民
窓
口
課
保
険
医
療

係
（
☎
３
８
―
５
８
０
７
） 

  

●
国
民
健
康
保
険
税
納
付
書

　
送
付 

  
　
平
成
１６
年
度
国
民
健
康
保
険
税 

（
納
期
は
年
１２
期
）
の
第
１
期
か
ら

第
４
期
分
ま
で
の
納
付
書
を
４
月
１５

日
　
に
送
付
し
ま
す
。 

　
今
回
送
付
す
る
納
付
書
の
保
険
税

額
は
、
税
額
を
算
定
す
る
基
礎
と
な

る
前
年
所
得
金
額
が
確
定
し
て
い
な

い
た
め
、
第
１
期
か
ら
第
４
期
分
ま

で
の
合
計
は
前
年
度
保
険
税
額
の
１２

分
の
４
に
相
当
す
る
額
と
な
っ
て
い

ま
す
。 

　
第
５
期
以
降
の
保
険
税
に
つ
い
て

は
前
年
所
得
金
額
な
ど
に
よ
り
算
定

し
た
年
税
額
か
ら
第
１
期
か
ら
第
４

期
分
を
差
し
引
い
た
額
を
、
各
納
期

に
納
付
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

★お知らせ★ 
　３月１５日号でお知らせしました岩倉桜まつりの山車からくり実演に関する記事では、
平成１５年に行われたからくりの写真をご紹介しましたが、４月４日（日）に行われる
実演で大上市場の山車は、「乱杭渡り」ではなく「肩上倒立」を行う予定です。 

らん ぐい わた けんじょうとうりつ 
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講座  
教室  

　
保
険
税
は
、
国
や
市
か
ら
の
補
助

金
と
と
も
に
国
民
健
康
保
険
を
支
え

る
重
要
な
財
源
で
す
。
み
な
さ
ん
が

病
気
や
ケ
ガ
を
さ
れ
た
と
き
の
医
療

費
を
始
め
出
産
育
児
一
時
金
、
葬
祭

費
な
ど
に
使
わ
れ
ま
す
。 

　
保
険
税
の
納
期
内
納
付
に
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

　
な
お
、
保
険
税
の
納
付
に
つ
い
て

は
、
便
利
な
口
座
振
替
制
度
が
あ
り

ま
す
。 

▼
問
合
先
　
市
民
窓
口
課
保
険
医
療

係
（
☎
３
８
―
５
８
０
７
） 

  

●
病
児
保
育 

  

　
保
護
者
の
子
育
て
と
仕
事
の
両
立

を
支
援
す
る
た
め
、
病
気
回
復
期
で

集
団
生
活
が
困
難
な
児
童
を
一
時
預

か
り
ま
す
。 

▼
と
き
　
平
日
…
午
前
８
時
３０
分
〜

午
後
５
時
、
土
曜
日
…
午
前
８
時
３０

分
〜
午
後
１
時 

※
日
曜
日
、
祝
日
、
年
末
年
始
を
除

き
ま
す
。 

▼
と
こ
ろ
　
な
か
よ
し
こ
ど
も
ク
リ

ニ
ッ
ク
（
稲
荷
町
高
畑
７５
） 

▼
対
象
　
市
内
に
お
住
ま
い
の
保
育

園
・
幼
稚
園
児
お
よ
び
小
学
１
年
か

ら
３
年
生
ま
で
。 

▼
利
用
料
　
１
日
に
つ
き
、
３
歳
未

満
児
は
２
千
１
０
０
円
、
３
歳
児
は

９
０
０
円
、
４
歳
児
以
上
８
０
０
円 

▼
申
込
・
問
合
先
　
児
童
課
児
童
係

（
☎
３
８
―
５
８
１
０
）  

  

●
恩
給
欠
格
者
、
引
揚
者
の

　
皆
様
へ 

  

　
独
立
行
政
法
人
平
和
祈
念
事
業
特

別
基
金
で
は
、
次
の
人
を
対
象
に
、

内
閣
総
理
大
臣
名
の
書
状
な
ど
を
贈

呈
し
て
い
ま
す
。 

旧
軍
人
軍
属
で
恩
給
な
ど
を
受
け
て

い
な
い
人
（
恩
給
欠
格
者
） 

①
外
地
等
の
勤
務
経
験
が
あ
り
、
加

算
年
を
含
む
在
職
年
が
３
年
以
上
の

人
と
実
在
職
年
が
１
年
以
上
の
人
に
、

内
閣
総
理
大
臣
名
の
書
状
・
銀
杯
を

贈
呈
し
て
い
ま
す
（
平
和
祈
念
事
業

特
別
基
金
等
に
関
す
る
法
律
第
４３
条

第
１
項
に
定
め
る
慰
労
品
の
贈
呈
を

受
け
た
人
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
）
。 

②
内
地
勤
務
経
験
の
み
の
人
で
、
実

在
職
年
が
１
年
以
上
の
人
に
内
閣
総

理
大
臣
名
の
書
状
を
贈
呈
し
て
い
ま

す
。 

③
前
記
①
、
②
の
対
象
者
で
、
請
求

を
行
う
こ
と
な
く
亡
く
な
ら
れ
た
人

に
、
ご
遺
族
か
ら
の
請
求
に
応
じ
て

対
象
者
あ
て
の
内
閣
総
理
大
臣
名
の

書
状
を
贈
呈
し
て
い
ま
す
（
請
求
期

限
…
平
成
１７
年
３
月
３１
日
）
。 

終
戦
に
伴
い
、
本
邦
以
外
の
地
域
か

ら
引
き
揚
げ
て
こ
ら
れ
た
人 

　
昭
和
４２
年
の
引
揚
者
特
別
交
付
金

を
受
給
さ
れ
た
人
に
、
内
閣
総
理
大

臣
名
の
書
状
を
贈
呈
し
て
い
ま
す 

（
請
求
期
限
…
平
成
１７
年
３
月
３１ 
日
）。 

▼
問
合
先
　
独
立
行
政
法
人
平
和
祈

念
事
業
特
別
基
金
（
☎
０
１
２
０
―

２
３
４
―
９
３
３
） 

  

●
樹
木
・
樹
林
に
報
償
金
を

　
交
付 

  

　
岩
倉
市
で
は
、
市
民
の
身
近
な
み

ど
り
の
保
護
、
保
全
を
計
る
た
め
、

社
寺
境
内
等
の
樹
木
ま
た
は
樹
林
、

あ
る
い
は
屋
敷
林
な
ど
、
民
有
地
の

み
ど
り
を
「
保
護
樹
・
保
護
樹
林
」

と
し
て
指
定
す
る
制
度
を
制
定
し
て

い
ま
す
。 

　
該
当
す
る
樹
木
等
の
所
有
者
（
ま

た
は
管
理
者
）
は
、
積
極
的
に
申
請

し
て
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。 

▼
平
成
１５
年
度
ま
で
の
指
定
状
況 

★
保
護
樹
…
９３
本 

★
保
護
樹
林
…
９
か
所 

▼
指
定
基
準 

★
保
護
樹
…
幹
の
周
囲
が
１
・
５
㍍

以
上
、
ま
た
は
高
さ
が
１５
㍍
以
上
の

も
の 

★
保
護
樹
林
…
樹
林
と
し
て
存
す
る

土
地
の
面
積
が
５
０
０
平
方
㍍
以
上

の
も
の 

▼
報
償
金
額 

★
保
護
樹
…
１
か
所
１
本
年
額
５
千

円
、
２
本
以
上
は
年
額
１
万
円 

★
保
護
樹
林
…
１
か
所
年
額
２
万
円 

▼
樹
勢
診
断
と
治
療
費
の
助
成 

　
指
定
し
た
樹
木
が
損
傷
、
あ
る
い

は
病
害
虫
等
に
よ
り
衰
え
た
場
合
は
、

市
で
派
遣
す
る
樹
木
医
に
よ
っ
て
樹

勢
診
断
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す

（
診
断
費
用
は
市
が
負
担
し
ま
す
）
。 

　
診
断
結
果
を
踏
ま
え
、
所
有
者
等

と
市
が
協
議
し
、
治
療
が
必
要
で
あ

る
と
認
め
る
と
き
は
、
治
療
に
必
要

な
経
費
の
２
分
の
１
の
額
（
限
度
額

は
３０
万
円
）
を
助
成
し
ま
す
。 

▼
申
請
期
間
　
４
月
１
日
　
〜
３０
日 

 

▼
問
合
先
　
都
市
計
画
課
計
画
係 

（
☎
３
８
―
５
８
１
４
） 

         

―
小
牧
・
長
久
手
の
戦
い
ゆ
か
り
の

史
跡
を
訪
ね
て
― 

●
尾
張
の
史
跡
散
策 

  

　
尾
張
北
部
に
位
置
す
る
春
日
井
市
、

犬
山
市
、
江
南
市
、
小
牧
市
、
岩
倉

市
、
大
口
町
、
扶
桑
町
で
構
成
す
る

尾
張
北
部
広
域
行
政
圏
協
議
会
で
は
、

次
の
と
お
り
尾
張
の
史
跡
散
策
を
行

い
ま
す
。
郷
土
史
家
の
解
説
を
聞
き

な
が
ら
小
牧
・
長
久
手
の
戦
い
に
関

係
す
る
史
跡
を
め
ぐ
り
、
い
に
し
え

の
戦
国
ロ
マ
ン
に
思
い
を
馳
せ
て
見

ま
せ
ん
か
。 

▼
と
き
　
５
月
３０
日 

▼
コ
ー
ス
　
犬
山
城
↓
小
牧
山
↓
長

久
手
古
戦
場
史
跡
と
郷
土
資
料
館 

▼
集
合
場
所
・
時
間
　
小
牧
市
民
会

館
午
前
９
時
集
合
、
江
南
市
民
文
化

会
館
午
前
９
時
３０
分
集
合 

▼
定
員
　
４５
人
（
申
込
多
数
の
場
合

は
抽
選
） 

▼
対
象
　
小
学
校
４
年
生
以
上
た
だ

し
、
小
学
生
は
保
護
者
同
伴 

▼
参
加
費
　
中
学
生
以
上
２
千
円
、

小
学
生
１
千
５
０
０
円
（
昼
食
代
、

保
険
料
等
含
む
）
　 

▼
申
込
方
法
　
４
月
２７
日
　（
必
着
）

ま
で
に
、
往
復
は
が
き
に
「
集
合
場

所
、
参
加
者
全
員
の
住
所
、
氏
名
、
年

齢
、
電
話
番
号
」
を
書
い
て
、
春
日

井
市
教
育
委
員
会
文
化
財
課
へ
お
送

り
く
だ
さ
い
（
〒
４
８
６
―
０
９
１

３
春
日
井
市
柏
原
町
１
―
９７
―
１
）
。 

▼
問
合
先
　
生
涯
学
習
課
生
涯
学
習

係
（
☎
３
８
―
５
８
１
９
）
ま
た
は
、

春
日
井
市
文
化
財
課
（
☎
０
５
６
８

―
３
３
―
１
１
１
３
） 

（日） 

（木） 

（金） 

（火） 

普通救命講習会 
　消防署では、心肺蘇生法や止血法の講習会を行
います。ぜひ、受講してください。 
　とき  毎月９日午後１時３０分～ 
　ところ  消防署２階大会議室 
※グループで申し込みをされる場合は、消防職員
が出張して行うこともできます。ご相談ください。 
　申込  随時消防署で受け付けています。電話で
も結構です。 
　問合先  消防署救急担当（☎３７―５３３３） 

▼
 

▼
 

▼
 

▼
 

は 
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  ●
新
川
流
域
親
子
フ
ォ
ー

　
ラ
ム
（
親
子
治
水
施
設

　
見
学
会
）
 

  　
新
川
流
域
総
合
治
水
対
策
協
議
会

で
は
、
総
合
治
水
を
幅
広
く
理
解
し

て
い
た
だ
く
た
め
、
新
川
流
域
親
子

フ
ォ
ー
ラ
ム
（
親
子
治
水
施
設
見
学

会
）
を
開
催
し
ま
す
。
 

▼
内
容
　
い
ろ
い
ろ
な
治
水
施
設
を

バ
ス
で
ま
わ
り
見
学
し
ま
す
。
 

▼
と
き
　
５
月
３０
日
　
午
前
９
時
３０

分
〜
午
後
４
時
 

▼
集
合
場
所
　
愛
知
県
庁
（
本
庁
舎

南
玄
関
）
 

▼
主
な
見
学
地
 

・
楠
調
整
池
（
名
古
屋
市
）
 

・
中
江
川
排
水
機
場
（
師
勝
町
）
　
 

・
清
洲
城
（
清
洲
町
）
 

・
小
田
井
貯
留
管
（
名
古
屋
市
）
 

・
名
鉄
新
川
橋
橋
梁
工
事（
新
川
町
） 

・
藤
前
干
潟
（
名
古
屋
市
）
 

※
天
候
な
ど
に
よ
り
見
学
地
が
変
更

に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
 

▼
参
加
資
格
　
市
内
に
お
住
ま
い
の

小
学
生
（
新
４
年
生
以
上
）
と
そ
の

親
（
親
子
２
名
で
１
組
）
 

▼
参
加
費
　
無
料
 

▼
応
募
方
法
　
官
製
は
が
き
に
「
フ

ォ
ー
ラ
ム
参
加
申
込
」
で
あ
る
こ
と
、

①
住
所
②
氏
名
③
お
子
さ
ま
の
お
名

前
④
新
学
年
⑤
電
話
番
号
⑥
そ
れ
ぞ

れ
男
女
の
別
を
記
載
し
て
、
土
木
課

（
〒
４
８
２
―
８
６
８
６
住
所
不

要
）
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
応
募
締
切
　
４
月
１４
日
　
必
着
 

▼
そ
の
他
　
抽
選
で
４０
組
が
参
加
で

き
ま
す
。
な
お
、
結
果
は
後
日
連
絡

し
ま
す
。
 

▼
申
込
・
問
合
先
　
土
木
課
維
持
管

理
係
（
☎
３
８
―
５
８
１
３
）
 

          

●
公
共
施
設
維
持
管
理
作

　
業
員
 

  　
市
の
道
路
・
水
路
・
公
園
・
五
条

川
な
ど
の
公
共
施
設
の
適
切
な
管
理

を
目
的
に
、
簡
易
な
補
修
と
パ
ト
ロ

ー
ル
を
行
う
た
め
、
パ
ー
ト
作
業
員

を
募
集
し
ま
す
。
土
木
作
業
経
験
者

を
特
に
求
め
ま
す
。
 

▼
作
業
内
容
 

・
道
路
の
陥
没
や
舗
装
の
穴
埋
め
 

・
道
水
路
の
ゴ
ミ
撤
去
 

・
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
の
角
度
調
整
 

・
放
置
車
両
の
調
査
と
パ
ト
ロ
ー
ル
 

・
施
設
の
草
取
り
や
公
園
の
軽
作
業
 

・
違
反
屋
外
広
告
物
撤
去
作
業
な
ど

▼
採
用
日
　
５
月
１
日
　
（
予
定
）
 

▼
勤
務
日
　
月
〜
金
曜
日
（
祝
祭
日
、

年
末
年
始
は
除
く
）
 

▼
勤
務
時
間
　
１
日
６
時
間
 

▼
賃
金
　
１
時
間
８
６
０
円
 

▼
採
用
人
数
　
３
人
 

▼
応
募
期
間
　
４
月
１
日
　
〜
１５
日

　
午
前
８
時
３０
分
〜
午
後
５
時
（
土

・
日
曜
日
、
祝
日
は
除
く
）
 

▼
提
出
書
類
　
履
歴
書
（
市
販
の
も

の
）
 

▼
申
込
・
問
合
先
　
土
木
課
維
持
管

理
係
（
☎
３
８
―
５
８
１
３
）
 

  ●
家
庭
福
祉
員
 

  　
岩
倉
市
で
は
、
保
育
園
で
の
保
育

を
必
要
と
す
る
児
童
が
、
付
近
に
保

育
園
が
な
い
な
ど
や
む
を
得
な
い
場

合
に
、
入
園
で
き
な
い
児
童
を
、
家

庭
福
祉
員
が
昼
間
そ
の
地
域
の
家
庭

で
保
育
す
る
制
度
を
定
め
て
い
ま
す
。
 

　
登
録
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
よ
り
、

必
要
に
応
じ
て
家
庭
福
祉
員
と
し
て

採
用
し
て
い
き
ま
す
。
 

▼
内
容
　
児
童
（
３
歳
未
満
児
）
を

昼
間
自
己
の
家
庭
に
預
か
り
家
庭
的

雰
囲
気
の
も
と
で
保
育
す
る
も
の
で

す
。
 

▼
資
格
　
次
の
要
件
す
べ
て
に
該
当

す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
 

★
保
育
士
、
教
諭
、
保
健
師
若
し
く

は
看
護
師
の
資
格
を
有
す
る
か
、
ま

た
は
児
童
養
育
の
経
験
が
あ
る
人
 

★
満
２５
歳
か
ら
６５
歳
ま
で
の
健
康
な

人
 

★
家
庭
に
就
学
前
の
児
童
が
い
な
い

こ
と
 

★
岩
倉
市
の
住
民
基
本
台
帳
に
登
録

さ
れ
、
居
住
し
て
い
る
こ
と
 

▼
建
物
・
設
備
 

★
自
宅
に
６
畳
１
間
程
度
以
上
の
保

育
に
使
用
で
き
る
部
屋
が
あ
る
こ
と
。
 

★
屋
外
遊
び
場
と
し
て
適
当
な
庭
が

あ
る
こ
と
（
付
近
に
遊
園
地
ま
た
は
、

遊
び
場
な
ど
が
あ
る
場
合
は
こ
の
限

り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）
。
 

※
室
内
で
犬
、
猫
な
ど
を
飼
っ
て
い

な
い
こ
と
。
 

▼
申
込
･
問
合
先
　
児
童
課
児
童
係

（
☎
３
８
―
５
８
１
０
）
 
 

             ●
高
齢
者
交
通
安
全
推
進
員
 

  　
愛
知
県
で
は
、
多
発
す
る
高
齢
者

の
交
通
事
故
を
防
止
す
る
た
め
、
高

齢
者
交
通
安
全
推
進
員
を
募
集
し
ま

す
。
 

▼
内
容
　
２
人
１
組
で
高
齢
者
の
い

る
世
帯
を
訪
問
し
て
、
高
齢
者
や
そ

の
家
族
に
交
通
安
全
指
導
、
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
、
夜
間
反
射
材
着
用
の
啓

発
な
ど
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
 

▼
募
集
人
数
　
２８
人
（
う
ち
江
南
警

察
署
で
勤
務
し
て
い
た
だ
く
人
は
２

人
）
 

▼
応
募
資
格
　
２０
歳
以
上
６５
歳
未
満

で
、
普
通
運
転
免
許
を
保
有
す
る
人
。
 

▼
応
募
期
間
　
４
月
６
日
　
〜
２３
日

　
 

▼
応
募
方
法
　
次
の
書
類
を
お
持
ち

い
た
だ
く
か
郵
送
（
締
切
日
の
消
印

有
効
）
し
て
く
だ
さ
い
。
書
類
審
査

結
果
は
、
５
月
末
日
ま
で
に
通
知
し
、

合
格
者
に
つ
い
て
は
面
接
試
験
を
行

い
ま
す
。
 

　
な
お
、
提
出
さ
れ
た
応
募
書
類
は

返
却
で
き
ま
せ
ん
。
 

①
履
歴
書
１
通
（
市
販
の
用
紙
に
記

載
の
も
の
）
…
写
真
１
枚
（
上
半
身

脱
帽
正
面
向
き
で
６
か
月
以
内
に
撮

影
し
た
も
の
）
を
貼
り
付
け
て
く
だ

さ
い
。
 

②
作
文
…
「
交
通
安
全
に
つ
い
て
思

う
こ
と
」
（
４
０
０
字
詰
め
原
稿
用

紙
２
枚
以
内
）
 

▼
雇
用
期
間
　
６
月
１４
日
　
〜
１２
月

１０
日
 

▼
勤
務
時
間
　
週
５
日
（
月
〜
金
曜

日
）
、
原
則
と
し
て
午
前
９
時
か
ら

午
後
５
時
１５
分
ま
で
の
７
時
間
３０
分

▼
給
与
　
１
か
月
１７
万
円
程
度
 

▼
勤
務
場
所
　
県
下
警
察
署
内
の
交

通
安
全
協
会
 

▼
申
込
・
問
合
先
　
　
愛
知
県
交
通

安
全
協
会
交
通
安
全
部
（
〒
４
６
２

―
０
０
２
１
名
古
屋
市
北
区
成
願
寺

１
―
６
―
５０
☎
０
５
２
―
９
８
１
―

７
５
８
７
）
 

募集  

（日） 

（水） 
（土） 

（木） 

（火） 

（金） 

（月） 

（金） 

（財） 

（木） 
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（
〒
４
８
２
―
８
６
８
６
住
所
不

年
末
年
始
は
除
く
）
 

こ
と
 

ー
ト
調
査
、
夜
間
反
射
材
着
用
の
啓

７
５
８
７
）
 

岩倉市体育協会の会員を募集します 
問合先　岩倉市体育協会事務局　（総合体育文化センター内☎６６－２２２２） ▼

 

北空手道 

五条川空手道 

北小卓球 

東小卓球 

五条川小卓球 

南中卓球 

ママさん卓球 

剣道連盟 

総合体育文化センター 

五条川小学校体育館 

東小学校体育館 

五条川小学校体育館 

南部中学校体育館 

総合体育文化センター 

市立体育館 
（北小学校内） 

居合道 市立武道館 

市立武道館 
総合体育文化センター 

射撃協会 

ソフトテニス協会 

多治見・関・岡崎射場 

野寄テニスコート 

テニス協会 

サッカー協会 

柔道会 

スキー協会 

水泳部 

野寄テニスコート 

石仏スポーツ広場 

未　　　定 

南部空手道 

山岳会 

南部中学校武道場 

総合体育文化センター 

市営大地プール 
近隣温水プール 

ゴルフ部会 

東新町空手 

卓球 

岩倉団地集会所 

総合体育文化センター 

国際ゴルフクラブ 
（小牧市） 

軟式野球・ソフトボール（男子・女子）を希望されるチームは、軟式野球（事務局）大野正昭☎５７－０２０５、ソフトボール（事務局）小島保光☎３７－０４７２までご連絡ください。 

バドミントン協会 

バレーボール協会 

卓球協会 

空手道連盟 

岩倉北バレーボール 

岩倉南バレーボール 

岩倉東バレーボール 

五条川バレーボール 

曽野バレーボール 

岩倉すみれバレーボール 

つくしバレーボール 

男子バレーボール岩倉 

バレーボール協会（女子） 

北小バドミントン 

東小バドミントン 

五条川小バドミントン 

曽野小バドミントン 

南中バドミントン 

総体バドミントン 

会　　場 

東小学校体育館 

五条川小学校体育館 

曽野小学校体育館 

南部中学校体育館 

総合体育文化センター 

市立体育館 
（北小学校内） 

対　象 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

と　　　き 申　込　先 

会場で受け付け 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

小学５年生以上 

婦人 

〃 〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

高校生以上 

家庭婦人 

会場で受け付け 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

南小学校体育館 

東小学校体育館 

五条川小学校体育館 

曽野小学校体育館 

総合体育文化センター 

南小学校体育館 

市立体育館 
（北小学校内） 

市立体育館 
（北小学校内） 
市立体育館 
（北小学校内） 

太田　勝己 

曽我　金作 

八尾　　弘 

松井啓次郎 

山本　義広 

相沢　君子 

小池　幸夫 

会場で受け付け 

会場で受け付け 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

会場で受け付け 

〃 

舩橋　茂樹 
丹羽　金昇 

松岡　良高 
松下　明房 

黒宮　　彰 黒宮　彰 ６６-４５１０ 

会場で受け付け 
小池幸夫　３７-１８７８ 

桜井　精一 

河村　鑛行 
長谷川雄一 

鈴木　新彦 

石黒　文康 

栗木　洋明 

福山　　修 

久村　幸則 

会場で受け付け 

堀　　巌 ３７-７８９３ 

鈴木新彦 ６６-６３９１ 

栗木洋明 ３７-０９０５ 

〃 

服部光知哲 
中森　靖幸 

小林　勝輝 
鉄屋　征志 

村松真理子 
大石　　武 

会場で受け付け 
福山　修　３８-６２９３ 

会場で受け付け 
小林勝輝　６６-６９２２ 
服部光知哲　３７-５４５３ 
中森　靖幸　３７-３９９１ 

高校生以上 

一般 

〃 

〃 

〃 

〃 

多数 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

多数 

高校生 
一般 

一般 
高校生 

ジュニア 
一般・シニア 

高校生以上 

〃 

〃 

〃 

〃 

婦人 

中学生以上 

多数 

〃 

多数 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 〃 

〃 

一般 
高校生 

一般 
高校生 

小学５年生 
以上 

２０歳以上 

２０人 

名　　称 会　　場 指導者 申　込　先 対　象 募集人数 と　　　き 会　　　費 

名　　称 会　　場 指導者 申　込　先 対　象 募集人数 と　　　き 会　　　費 

名　　称 会　　場 指導者 申　込　先 対　象 募集人数 と　　　き 会　　　費 

団　　体　　名 

団　　体　　名 

会　　場 申　込　先 対　象 と　　　き 会　　費 

年 １０，０００円 

年 １，０００円 

月 ５００円 

月 ５００円 

月 ６００円 

入会金　１，０００円 
　年　　５，０００円 

入会金　１，０００円 
　年　　２，０００円 

入会金　１，０００円 
　年　　２，０００円 

入会金　４，０００円 
　年　　６，０００円 

　年　　３，０００円 
　月　　３，５００円 

　年　　５，０００円 
　年　　４，０００円 

入会金　５，０００円 
　月　　　８００円 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 〃 

年 ５，０００円 

年 ５，０００円 

月 １，５００円 

　年　　５，０００円 
　年　　４，０００円 

入会金　２，０００円 
　月　　１，５００円 

入会金　１，０００円 
　年　　７，１００円 

入会金　２，０００円 
　年　　８，５００円 

土・日曜日 
午前９時～午後1時 

土曜日 
午後７時～９時３０分 

金曜日 
午後７時３０分～９時３０分 
水曜日 
午後７時３０分～９時３０分 

日曜日 
午前９時～正午 

水・木曜日 
午前９時～正午 
木曜日 
午後７時３０分～９時３０分 

水・金曜日 
午後７時３０分～９時３０分 

土曜日 
午後２時３０分～４時３０分 

水曜日 
午後７時３０分～９時３０分 
土曜日 
午後２時３０分～４時３０分 
土曜日 
午後７時３０分～９時３０分 

月 １，０００円 水曜日 
午前９時３０分～正午 
土曜日 
午後７時３０分～９時３０分 

土曜日 
午後０時３０分～２時３０分 

第２金曜日 
午後７時３０分～９時３０分 

火曜日 
午後７時３０分～９時３０分 
月曜日 
午後７時３０分～９時３０分 
土曜日 
午後７時３０分～９時３０分 

土曜日 
午後７時３０分～９時３０分 
木曜日 午前９時～正午 
土曜日 午後７時３０分～９時３０分 

木曜日 
午後７時３０分～９時３０分 

月・木曜日 
午後７時～９時 
火曜日 
午後７時～９時 
月・木曜日 
午後７時～９時 

土・日曜日 
午前９時～午後５時 
土・日曜日 
午前９時～午後５時 

毎月２回 
午後７時３０分～９時 
水曜日 
午後８時～ 

毎月１回 

随時 

随時 

月・金曜日 午後６時３０分～９時３０分 
土曜日 午後６時３０分～９時３０分 

総合体育文化センター 
南部中学校弘道館 

火・木・土曜日 午後７時３０分～９時３０分 
月・金曜日 午後７時３０分～９時３０分 

水曜日 午後６時３０分～９時３０分 
土曜日 午後５時３０分～６時３０分 

水曜日 午後７時３０分～９時３０分 
土曜日 午後２時３０分～４時３０分 
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・

ー

（日） 

（日） 

（月） 

（木） 

（火） 

四市交歓体育大会参加者を募集します
　犬山・江南・岩倉・小牧の４市と４市教育委員会・４市体育協会が
５月９日（日）に第４９回四市交歓体育大会を小牧市で開催します。 
　この大会は、陸上競技を始め１４種目にわたって行われますが岩倉
市では陸上競技の出場選手を募集します。 
　募集種目　下表のとおり 
　募集期限　４月１１日（日） 
　申込・問合先　スポーツ課（総合体育文化センター内☎６６―２２
２２） 

▼
 

▼
 

▼
 

女子の部 

男子の部 

種目 定員 性別 

区分 上級者クラス 中級者クラス 初級者クラス 

上記以外の人 

一宮ソフトテ
ニス協会に所
属する人 

ＡＡＡ級 ＡＡ級・Ａ級 
Ｂ級・Ｃ級・

Ｄ級 

一宮市以外の
連盟・協会に
所属する人 

最近の「尾張ＯＧソフトテニス大会」参加
ブロック 

・Ａブロック
・Ｂブロック 

・Ｃブロック
・Ｄブロック
のベスト８ま
で進出した人 

・Ｄブロック
（中級者クラ
スに属する人
を除く） 

自己申告 

陶芸 

クラブ名 実施時間 

絵手紙 

９：００～１５：００ 

１０：００～１２：００ 

１０：００～１２：００ 

１０：００～１２：００ 

１３：００～１４：３０ 

華道 

カラオケ 

実施日 

老人憩の家 南部老人憩の家 

第１・第３月曜日 第２月曜日・第４火曜日 

第1・第３土曜日 第２・第４土曜日 

第３・第４木曜日 第1・第２木曜日 

第２水曜日 

第２・第４月曜日 

趣味クラブのご案内 

 

１００㍍走 
４００㍍走 
１５００㍍走 
走高跳 
走幅跳 

各２人 

各２人 
砲丸投 
５０００㍍走 
８００㍍リレー 

３人 
４人 

各２人 

１００㍍走 
走高跳 
走幅跳 
砲丸投 
４００㍍リレー ４人 

  

●
市
税
嘱
託
徴
収
員 

  

　
岩
倉
市
で
は
、
個
人
市
民
税
・
固

定
資
産
税
・
軽
自
動
車
税
の
徴
収
活

動
に
協
力
し
て
い
た
だ
く
嘱
託
の
市

税
徴
収
員
を
募
集
し
ま
す
。 

▼
応
募
資
格
　
市
内
に
お
住
ま
い
の

４０
歳
以
上
で
６５
歳
以
下
の
健
康
な
人 

▼
募
集
人
数
　
１
人 

▼
受
付
期
間
　
４
月
１２
日
　
〜
２０
日

　
午
前
８
時
３０
分
〜
午
後
５
時
（
土

・
日
曜
日
は
除
く
） 

▼
提
出
書
類 

★
岩
倉
市
嘱
託
員
採
用
試
験
申
込
書 

★
写
真
２
枚
（
６
か
月
以
内
に
撮
影

し
た
上
半
身
、
脱
帽
、
正
面
向
き
の

も
の
。
１
枚
は
申
込
書
に
貼
り
付
け

て
く
だ
さ
い
） 

▼
採
用
　
５
月
１
日
（
予
定
） 

▼
報
酬
等
　
月
額
１１
万
７
千
円
程
度

と
徴
収
額
に
応
じ
た
加
算
金
（
通
勤

手
当
、
社
会
保
障
制
度
有
） 

▼
試
験
日
時
　
４
月
２２
日
　
午
前
９

時
〜 

▼
試
験
場
所
　
市
役
所
７
階
第
１
委

員
会
室 

▼
試
験
内
容
　
作
文
・
面
接 

▼
問
合
先
　
税
務
課
収
納
係
（
☎
３

８
―
５
８
０
６
） 

   

●
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会
参

　
加
者 

  

　
岩
倉
市
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
協
会
で
は
、

第
５７
回
市
民
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会
を

開
催
し
ま
す
。 

▼
と
き
　
４
月
１８
日
　
午
前
１０
時
〜 

（
雨
天
予
備
日
４
月
２５
日
　
） 

▼
と
こ
ろ
　
野
寄
テ
ニ
ス
コ
ー
ト 

▼
種
目
　
男
女
別 

▼
参
加
資
格
　
市
内
在
住
・
在
学
・

在
勤
者
（
高
校
生
以
上
対
象
） 

▼
参
加
費
　
１
人
５
０
０
円 

▼
申
込
方
法
　
当
日
、
会
場
で
受
け

付
け
ま
す
。 

▼
問
合
先
　
岩
倉
市
体
育
協
会
事
務

局
（
総
合
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー
内
☎

６
６
―
２
２
２
２
）  

  
●
レ
デ
ィ
ー
ス
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

　
大
会
参
加
者 

　
　
　
　
愛
知
県
一
宮
総
合
運
動
場 

  

　
愛
知
県
一
宮
総
合
運
動
場
で
は
、

第
２４
回
愛
知
県
一
宮
総
合
運
動
場
レ

デ
ィ
ー
ス
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会
を
開

催
し
ま
す
。 

▼
と
き
　
５
月
１４
日
　
午
前
９
時
か

ら
受
付
開
始
（
雨
天
予
備
日
①
５
月

２１
日
　
②
６
月
４
日
　
） 

▼
と
こ
ろ
　
愛
知
県
一
宮
総
合
運
動

場
庭
球
場 

▼
参
加
資
格
　
一
般
女
性 

▼
参
加
料
　
１
組
（
２
人
）
１
千
５

０
０
円 

▼
募
集
定
員
　
上
級
者
ク
ラ
ス
２４
組
、

中
級
者
ク
ラ
ス
３３
組
、
初
級
者
ク
ラ

ス
３３
組 

※
ク
ラ
ス
区
分
に
つ
い
て
は
左
表
の

と
お
り 

▼
申
込
・
問
合
先
　
愛
知
県
一
宮
総

合
運
動
場
（
☎
０
５
８
６
―
７
７
―

０
５
０
０
） 

  

●
趣
味
ク
ラ
ブ
会
員 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
老
人
憩
の
家 

  

　
高
齢
者
の
生
き
が
い
と
教
養
を
高

め
る
た
め
に
、
年
間
を
通
し
て
ク
ラ

ブ
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

　
市
内
に
お
住
ま
い
の
６５
歳
以
上
の

人
な
ら
ど
な
た
で
も
入
会
で
き
ま
す
。

随
時
募
集
し
て
い
ま
す
の
で
、
お
誘

い
合
わ
せ
て
ご
入
会
く
だ
さ
い
。 

▼
申
込
・
問
合
先
　
老
人
憩
の
家 

（
東
町
☎
３
７
―
３
８
３
４
）
、
南

部
老
人
憩
の
家
（
大
地
町
☎
３
７
―

（金） （金） 

（金） 
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●
国
際
交
流
お
花
見
会 

 

　
　
　
　
　
岩
倉
市
国
際
交
流
協
会 

  

　
岩
倉
市
国
際
交
流
協
会
で
は
、
近

隣
に
お
住
ま
い
の
外
国
の
人
と
共
に

お
花
見
を
楽
し
み
ま
す
。
市
民
の
皆

様
も
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

▼
と
き
　
４
月
４
日
　
午
前
１１
時
〜

午
後
２
時 

▼
と
こ
ろ
　
石
黒
工
業
所
敷
地
内 

（
東
町
休
憩
所
の
南
約
１
０
０
㍍
） 

▼
参
加
費
用
　
無
料
（
事
前
の
申
し

込
み
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
） 

▼
そ
の
他
　
持
ち
寄
り
形
式
で
行
い

ま
す
の
で
、
食
べ
物
や
飲
み
物
を
ご

持
参
く
だ
さ
い
。
雨
天
の
場
合
は
中

止
い
た
し
ま
す
。 

 

▼
問
合
先
　
岩
倉
市
国
際
交
流
協
会

井
上
（
☎
　
６
６
―
３
１
９
２
）
ま

た
は
、
中
山
（
☎
　
６
６
―
８
５
７

３
） 

※
当
日
の
問
合
先
…
中
山
（
☎
０
９

０
―
３
５
６
１
―
６
７
４
８
） 

  

●
ミ
ニ
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
ど
り
の
家 

  

　
み
ど
り
の
家
で
は
、
毎
月
１
回
ミ

ニ
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
い
て
い
ま

す
。 

　
４
月
は
、
名
古
屋
芸
術
大
学
の
卒

業
生
が
集
ま
っ
た
若
手
音
楽
家
に
よ

る
、
金
管
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
で
す
。
ト

ラ
ン
ペ
ッ
ト
や
そ
の
仲
間
の
楽
器
の

曲
で
、
楽
器
の
楽
し
い
お
話
も
交
え

て
の
コ
ン
サ
ー
ト
で
す
。 

　
入
場
は
無
料
で
す
。
ど
な
た
で
も

自
由
に
聴
け
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
お

誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、
ぜ
ひ
ご
来
場

く
だ
さ
い
。 

▼
と
き
　
４
月
１８
日
　
午
後
２
時
〜 

▼
と
こ
ろ
　
み
ど
り
の
家
ふ
れ
あ
い

交
流
ホ
ー
ル 

▼
出
演
者
　
天
神
山
金
管
ア
ン
サ
ン

ブ
ル 

▼
主
な
曲
　
「
バ
ッ
ハ
／
小
フ
ー
ガ

ト
短
調
」
「
バ
ー
ド
／
オ
ッ
ク
ス
フ

ォ
ー
ド
伯
爵
の
マ
ー
チ
」
　
ほ
か 

▼
問
合
先
　
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー 

み
ど
り
の
家
（
☎
６
６
―
６
７
０
０
）

松
岡
伶
子
バ
レ
エ
団
岩
倉
研
究
所

●
第
２６
回
発
表
会 

  

　
松
岡
伶
子
バ
レ
エ
団
岩
倉
研
究
所

で
は
、
第
２６
回
発
表
会
を
開
催
い
た

し
ま
す
。 

　
４
才
か
ら
中
学
生
ま
で
の
３４
人
の

子
ど
も
た
ち
が
日
ご
ろ
の
練
習
の
成

果
を
発
表
し
ま
す
。
バ
レ
エ
団
団
員

に
よ
る
特
別
出
演
も
あ
り
ま
す
。
ぜ

ひ
、
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

▼
と
き
　
４
月
２５
日
　
午
後
２
時
開

場
、
午
後
２
時
３０
分
開
演 

▼
と
こ
ろ
　
総
合
体
育
文
化
セ
ン
タ

ー
多
目
的
ホ
ー
ル 

▼
内
容
　
バ
レ
エ
・
コ
ン
サ
ー
ト
　

青
い
鳥 

★
松
岡
伶
子
バ
レ
エ
団（
賛
助
出
演
） 

「
サ
タ
ネ
ラ
」
よ
り
ヴ
ァ
リ
エ
ー
シ 

ョ
ン
…
小
島
沙
耶
香
、
「
エ
ス
メ
ラ

ル
ダ
」
よ
り
ヴ
ァ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
…

安
藤
有
紀
、
「
パ
リ
の
炎
」
よ
り 

パ
・
ド
・
ド
ゥ
…
小
池
亜
貴
子
、
碓

氷
悠
太 

▼
入
場
料
　
無
料 

▼
後
援
　
岩
倉
市
、
岩
倉
市
教
育
委

員
会
、
中
日
新
聞
社 

▼
問
合
先
　
松
岡
伶
子
バ
レ
エ
団
本

部
研
究
所
（
☎
０
５
２
―
９
３
３
―

５
３
６
０
） 

         

●
貧
血
予
防
の
栄
養
教
室 

  

　
現
在
、
女
性
の
５
人
に
１
人
は
貧

血
と
い
わ
れ
、
特
に
２０
歳
代
の
女
性

は
や
せ
願
望
も
強
く
、
貧
血
傾
向
へ

さ
ら
に
拍
車
を
か
け
て
い
ま
す
。
貧

血
の
多
く
は
体
内
の
鉄
分
が
欠
乏
し

て
お
こ
る
鉄
欠
乏
性
貧
血
で
、
め
ま

い
、
疲
労
感
、
け
ん
怠
感
な
ど
の
症

状
が
現
れ
ま
す
。
「
鉄
ク
ッ
キ
ン
グ

」
に
挑
戦
し
て
鉄
分
不
足
を
解
消
し

ま
せ
ん
か
。 

▼
と
き
　
４
月
２３
日
　
午
前
９
時
３０

分
〜
正
午 

▼
と
こ
ろ
　
保
健
セ
ン
タ
ー
２
階

栄
養
指
導
室 

▼
内
容
　
講
義
「
貧
血
予
防
の
話
」
、

調
理
実
習 

▼
対
象
　
貧
血
傾
向
の
人
　
　
　 

▼
定
員
　
２５
人
（
先
着
順
） 

▼
持
ち
物
　
エ
プ
ロ
ン 

▼
申
込
方
法
　
４
月
５
日
　
か
ら
保

健
セ
ン
タ
ー
で
受
け
付
け
ま
す
（
電

話
可
）  

▼
申
込
・
問
合
先
　
保
健
セ
ン
タ
ー

（
☎
３
７
―
３
５
１
１
） 

         

●
不
用
品
デ
ー
タ
バ
ン
ク 

  

　
ご
家
庭
で
眠
っ
て
い
る
不
用
品
の

有
効
利
用
と
、
む
だ
の
な
い
消
費
生

活
の
た
め
に
不
用
品
デ
ー
タ
バ
ン
ク

を
ご
活
用
く
だ
さ
い
。 

　
物
品
の
や
り
と
り
は
、
当
事
者
間

で
話
し
合
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま

す
。 

登
録
物
品
（
３
月
１７
日
現
在
） 

▼
譲
り
ま
す
　
ス
ヌ
ー
ピ
ー
ベ
ビ
ー

用
乗
用
玩
具
、
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ベ
ビ
ー

リ
ボ
ン
、
ヤ
マ
ハ
エ
レ
ク
ト
ー
ン
、

ガ
ス
温
風
ヒ
ー
タ
ー
　 

▼
あ
げ
ま
す
　
木
製
ベ
ッ
ド
、
勉
強

机
（
高
学
年
用
）、
座
椅
子
（
ペ
ア
）
、

事
務
用
椅
子
、
妊
婦
服
（
Ｍ
） 

▼
求
め
ま
す
　
三
輪
車
、
子
ど
も
用

自
転
車
（
１８
　
）
、
男
子
用
ス
ー
ツ
、

赤
ち
ゃ
ん
用
品
（
男
の
子
）
、
ロ
ッ 

ク
ミ
シ
ン
、
女
児
用
コ
ー
ト
ズ
ボ
ン 

（
１
１
０
〜
１
２
０
㌢
）
、電
動
ロ
ク
ロ 

▼
問
合
先
　
商
工
農
政
課
商
工
観
光

係
（
☎
３
８
―
５
８
１
２
） 

（日） 

（日） 

催し  

（日） 

健康  

こ  

じ
ま  

さ   

や   

か こ  

い
け  

あ   

き    

こ 

う
す 

い   

ゆ
う  

た 

あ
ん 

ど
う  

ゆ   

き 

ま
つ
お
か 

れ
い  

こ 

相 談 
その他 

生涯学習相談窓口を開設しました
　生涯学習課では、市民の学習相談に対応するために市役所

６階の生涯学習課に相談窓口を設けました。電話での相談も

受け付けます。 

　ぜひ、ご利用ください。 

　相談時間　月～金曜日午前８時３０分～午後５時（祝祭日
は除く） 

　問合先　生涯学習課生涯学習係（☎３８―５８１９） 

▼
 

▼
 

（金） 

（月） 

イ
ン 

チ 

▼
提
出
書
類 

８
―
５
８
０
６
） 

▼
と
こ
ろ
　
愛
知
県
一
宮
総
合
運
動

部
老
人
憩
の
家
（
大
地
町
☎
３
７
―
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時 

新
着
図
書
の
紹
介 

 岩
倉
市
図
書
館 

☎
３７
―
6
8
0
4

図
書
館
ニ
ュ
ー
ス

★
大
自
然
の
ふ
し
ぎ
５０
の

　
ひ
み
つ 

 

　
　
　
　
　
　
　
奈
須
紀
幸
　
監
修 

　
　
　
　
　
　
鵺
り
つ
き
　
ま
ん
が 

               

　
世
界
一
高
い
エ
ベ
レ
ス
ト
は
今
も

高
く
な
っ
て
る
？
　
恐
竜
の
化
石
が

ザ
ク
ザ
ク
で
る
場
所
が
あ
る
？
　
あ

の
サ
ハ
ラ
砂
漠
は
む
か
し
緑
の
大
地

だ
っ
た
？
　
な
ど
、
大
自
然
の
驚
異

が
実
感
で
き
る
世
界
の
自
然
の
ふ
し

ぎ
の
ひ
み
つ
が
満
載
！ 

★
か
っ
こ
い
い
新
幹
線
大

　
集
合 

 

　
　
小
賀
野
実
　
写
真
・
文
・
構
成 

　
　
　
　
　
　
　
分
類
趣
味
・
娯
楽 

                

　
つ
い
に
南
九
州
に
も
開
業
す
る
、

日
本
の
超
高
速
鉄
道
「
新
幹
線
」
。

進
化
す
る
全
車
種
を
、
美
し
く
迫
力

あ
る
写
真
の
数
々
で
紹
介
。
０
系
か

ら
最
新
の
８
０
０
系
「
つ
ば
め
」
ま

で
「
新
幹
線
」
の
魅
力
を
一
冊
に
凝

縮
し
た
乗
り
物
写
真
図
鑑
。 

 

★
う
れ
し
い
一
日
に
な
る
世
界
の
わ

ら
い
話
　
　
　
　
　
富
田
博
之
・
文 

★
こ
わ
い
け
ど
知
り
た
い
日
本
の
よ

う
か
い
話
　
　
　
　
藤
沼
良
三
・
文 

★
ま
さ
か
さ
か
さ
ま
　 

　
　
　
　
伊
藤
文
人
・
絵
・
ま
ん
が 

★
オ
ー
ロ
ラ
の
ス
カ
ー
フ
　 

　
　
　
　
　
し
い
な
え
い
こ
作
・
絵 

水道水を安心して飲用して
いただくために

　岩倉市では、安心して水道水を飲用していただ
くために、水道法に基づき、定期的に水質検査を
実施していきます。 
　なお、詳しい水道水質検査計画書については、
水道課でいつでもご覧いただけます。 
　問合先　水道課施設係（☎３８─５８１６） ▼

 

　
春
の
緑
化
強
調
期
間 

　
４
月
１
日
〜
５
月
３１
日
　 

●
「
緑
の
募
金
」
に
ご
協
力
を 

  

　
緑
の
募
金
は
、
「
緑
の
募
金
に
よ

る
森
林
整
備
等
の
推
進
に
関
す
る
法

律
」
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

集
め
ら
れ
た
募
金
は
、
学
校
・
公
園

等
へ
の
植
樹
、
緑
化
木
・
草
花
の
配

布
、
み
ど
り
の
少
年
団
の
育
成
、
樹

木
診
断
等
、
身
近
な
緑
化
の
推
進
や

森
林
整
備
に
関
す
る
事
業
費
に
充
て

ら
れ
ま
す
。 

　
愛
知
県
で
は
、
春
の
緑
化
強
調
期

間
と
し
て
４
月
１
日
　
か
ら
５
月
３１

日
　
ま
で
、
県
植
樹
祭
を
始
め
と
し

て
さ
ま
ざ
ま
な
緑
化
運
動
が
行
わ
れ

ま
す
。 

　
期
間
中
、
岩
倉
市
で
も
緑
化
木
の

無
償
配
布
な
ど
を
行
う
と
と
も
に
、

「
緑
の
募
金
」
活
動
の
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
も
行
い
ま
す
。 

　
緑
を
ふ
や
し
、
緑
を
ま
も
り
、
緑

を
ひ
ろ
げ
る
活
動
に
、
ぜ
ひ
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。 

▼
募
金
取
扱
機
関
　
県
下
各
市
町
村

役
場
、
愛
知
県
尾
張
農
林
水
産
事
務

所  ▼
実
施
主
体
　
　
愛
知
県
緑
化
推
進

委
員
会 

▼
問
合
先
　
都
市
計
画
課
計
画
係 

（
☎
３
８
―
５
８
１
４
） 

  

　
守
ろ
う
よ
　
わ
た
し
の
好
き
な 

　
　
ま
ち
だ
か
ら 

●
狙
わ
れ
て
い
ま
す
あ
な
た

　
の
家
・
愛
車
！ 

  

空
き
巣
・
車
上
ね
ら
い
・
自
動
車
盗

に
ご
注
意
を
！ 

　
岩
倉
市
内
で
は
、
平
成
１５
年
中
１

千
５
７
６
件
の
犯
罪
が
発
生
し
て
い

ま
す
が
、
そ
の
中
で
も
、
空
き
巣
、

車
上
ね
ら
い
、
自
動
車
盗
、
ひ
っ
た

く
り
な
ど
の
窃
盗
犯
が
１
千
２
８
１

件
発
生
し
、
大
半
を
占
め
て
い
ま
す
。 

　
特
に
、
空
き
巣
（
８８
件
）
、
車
上

ね
ら
い
（
２
９
０
件
）
、
自
動
車
盗

（
８４
件
）
が
多
発
し
て
い
ま
す
の
で
、

被
害
に
遭
わ
な
い
よ
う
次
の
こ
と
に

気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。 

【
空
き
巣
】 

▼
防
止
の
ポ
イ
ン
ト 

★
戸
締
り
を
確
実
に
す
る
。 

★
主
錠
の
ほ
か
、
補
助
錠
を
必
ず
取

り
付
け
る
。 

★
防
犯
ガ
ラ
ス
や
防
犯
ブ
ザ
ー
、
セ

ン
サ
ー
な
ど
の
防
犯
装
置
を
取
り
付

け
る
。 

★
家
の
周
囲
の
見
通
し
を
良
く
し
、

侵
入
の
足
場
と
な
る
物
を
置
か
な
い
。 

★
一
目
で
留
守
と
悟
ら
れ
な
い
よ
う

に
す
る
。 

★
夜
間
は
、
家
の
周
囲
を
明
る
く
す

る
。 

★
隣
近
所
の
関
係
を
良
く
し
、
お
互

い
に
助
け
合
う
。 

▼
お
願
い 

★
玄
関
な
ど
の
門
灯
を
夕
方
か
ら
朝

ま
で
点
灯
し
て
く
だ
さ
い
（
地
域
全

体
で
、
夜
間
も
ま
ち
を
明
る
く
し
、

侵
入
盗
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
）
。 

★
家
の
周
り
を
健
康
も
兼
ね
て
散
歩

し
て
、
出
会
っ
た
人
に
、
あ
い
さ
つ

を
し
て

く
だ
さ

い
（
見

知
ら
ぬ

不
審
者

は
、
退

散
し
ま

す
）
。 

【
車
上
ね
ら
い
・
自
動
車
盗
】 

▼
防
止
の
ポ
イ
ン
ト 

★
車
か
ら
離
れ
る
と
き
は
、
必
ず
エ

ン
ジ
ン
キ
ー
を
抜
き
、
ド
ア
を
ロ
ッ

ク
し
、
窓
は
完
全
に
閉
め
る
。 

★
車
内
に
は
、
現
金
や
貴
重
品
、
バ

ッ
ク
な
ど
を
置
か
な
い
。 

★
盗
難
警
報
装
置
な
ど
の
防
犯
器
具

を
活
用
す
る
。 

★
道
路
上
に
駐
車
せ
ず
、
管
理
の
行

守
ろ
う
よ
　
わ
た
し
の
好
き
な
　 

防
止
し
ま
し
ょ
う
。 

な
も
の
？
」
「
夜
泣
き
す
る
よ
う
に
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電話相談 相談場所 面接相談（予約制） 

南部保育園内子育 

て支援センター 

東部保育園内子育 

て支援センター 

大地町小森５ 

☎　３８―３９１１ 

大市場町順喜１１ 

☎　３８―２３８７ 

毎週月～金曜日 

午前９時～午後４時 

毎週月～金曜日 

午前１０時～午後３時 

毎週月・水・金曜日 

午後１時～４時 

毎週月・水・金曜日 

午後１時～３時 

ぎ
の
ひ
み
つ
が
満
載

 

　
　
　
　
　
し
い
な
え
い
こ
作
・
絵 

市 民 相 談   市民相談室（☎３８－５８２２） 
 

お気軽にご相談ください 
 

　市民相談室は、市役所１階です。個室の相談室 
となっていますので、お気軽にご相談ください。 
■一般相談 
　とき  月～金曜日（祝日、振替休日を除く） 
午前９時～午後４時 
■交通事故相談（予約制…定員３人） 
４月２日（金）午後１時～４時 
※３月３０日（火）までに予約があった場合、専 
門相談員が来庁します（電話可）。 
■女性悩みごと相談 
４月２日（金）午後１時～３時３０分 
■知的障害者相談 
４月８日（木）午後１時～４時 
■人権相談 
４月９日（金）午後１時～４時 
■行政相談 
４月９日（金）午後１時～４時 
■法律相談（予約制…定員各６人） 
４月１３日（火）午後１時～４時 
４月２８日（水）午後１時～４時 
※毎月１日（土・日曜日、祝日、振替休日は順延） 
午前９時から、市民相談室で当月分の予約を受け 
付けます（先着順、電話可）。 
■登記相談 
４月１４日（水）午後１時～４時 
■総合福祉相談 
４月１６日（金） 
★女性悩みごと相談・母子福祉相談 
午前１０時～午後３時３０分 
★身体障害者相談 
午後１時～４時 
★戦傷病者・戦没者遺族相談 
午後１時～４時 
■年金相談 
４月２６日（月）午後１時～４時 
※平成１６年度から年金に関する相談を新たにお 
受けします。お気軽にご相談ください。 

●心の相談電話  ☎３７－７８６７ 
　いじめの問題、親子・近隣関係などの心の悩み 
は、一人でくよくよしていても、何の解決にもな 
りません。経験豊かなボランティアが電話で相談 
をお受けします。お気軽におかけください。 
　とき　毎週月曜日　午前１０時～午後４時 
（祝日、振替休日を除く） 
 

み  　な  　       な     や      む     な 

▼
 

▼
 

（月） 

（月） 

（火） 

（木） 

（木） 

（土） 

※いずれも、祝日、振替休日を除きます。 

　
期
間
中

岩
倉
市
で
も
緑
化
木
の

★
戸
締
り
を
確
実
に
す
る

 

を
活
用
す
る

 

★
道
路
上
に
駐
車
せ
ず
、
管
理
の
行

き
届
い
た
駐
車
場
に
駐
車
す
る
。 

被
害
に
遭
っ
た
ら
、
す
ぐ
に
一
一
〇

番
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。 

春
の
地
域
安
全
（
防
犯
）
運
動
を
実

施
し
ま
す 

　
４
月
は
、
行
楽
な
ど
で
外
出
す
る 

機
会
が
多
く
、
留
守
を
狙
っ
た
空
き

巣
狙
い
や
新
入
学
児
童
・
園
児
を
対

象
と
し
た
誘
拐
、
通
り
魔
事
件
な
ど

の
多
発
が
予
想
さ
れ
ま
す
。 

　
こ
の
機
会
に
防
犯
に
対
す
る
意
識

を
さ
ら
に
高
め
、
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
ま
ち
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。 

▼
期
間
　
４
月
１
日
　
〜
１０
日
　 

▼
重
点
目
標 

①
子
供
を
狙
う
誘
拐
・
通
り
魔
事
件

の
防
止 

②
車
両
関
係
盗
犯
の
防
止 

③
住
宅
を
狙
う
侵
入
盗
の
防
止 

④
暴
走
族
の
追
放 

▼
ス
ロ
ー
ガ
ン 

守
ろ
う
よ
　
わ
た
し
の
好
き
な
　 

　
ま
ち
だ
か
ら 

▼
問
合
先
　
江
南
警
察
署
生
活
安
全

課
（
☎
５
６
―
０
１
１
０
） 

  

　
ス
ト
ッ
プ
・
ザ
交
通
事
故 

　
高
め
よ
う
モ
ラ
ル
守
ろ
う
ル
ー
ル 

●
春
の
交
通
安
全
県
民
運
動 

  

　
新
し
い
環
境
の
下
で
、
新
入
学 

（
園
）
児
の
生
活
が
始
ま
り
、
厳
し

い
交
通
社
会
に
不
慣
れ
な
子
ど
も
た

ち
の
交
通
事
故
が
心
配
さ
れ
ま
す
。 

　
ま
た
、
春
の
日
差
し
を
も
と
め
て
、

外
出
す
る
機
会
が
増
え
、
開
放
感
か

ら
飲
酒
・
危
険
運
転
も
心
配
さ
れ
ま

す
。 

　
そ
れ
ぞ
れ
の
家
庭
で
交
通
事
故
に

つ
い
て
話
し
合
い
、
一
人
ひ
と
り
が 

交
通
安
全
意
識
を
高
め
交
通
事
故
を

防
止
し
ま
し
ょ
う
。 

春
の
交
通
安
全
県
民
運
動
期
間 

▼
期
間
　
４
月
６
日
　
〜
１５
日
　 

▼
重
点 

★
子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
を

な
く
そ
う 

★
自
転
車
の
安
全
利
用
を
推
進
し
よ

う ★
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
・
チ
ャ
イ
ル
ド
シ

ー
ト
の
着
用
を
徹
底
し
よ
う 

  

●
子
育
て
相
談 
  

　
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、

乳
幼
児
の
子
育
て
に
関
す
る
相
談
を

行
っ
て
い
ま
す
。 

　
「
友
達
に
か
み
つ
い
た
り
叩
い
た

り
し
て
困
っ
て
い
る
わ
」
「
よ
く
動

き
回
っ
て
じ
っ
と
し
て
い
な
い
」 

「
子
ど
も
の
喜
ぶ
お
も
ち
ゃ
は
ど
ん

な
も
の
？
」
「
夜
泣
き
す
る
よ
う
に

な
っ
て
困
っ
た
」
「
近
く
に
遊
ぶ
子

が
い
な
い
け
ど
」
…
な
ど
な
ど
。 

　
相
談
室
で
お
子
さ
ん
を
遊
ば
せ
な

が
ら
、
気
兼
ね
な
く
お
話
が
で
き
ま

す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

▼
と
き
・
と
こ
ろ
　
上
表
の
と
お
り 

▼
問
合
先
　
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
（
南
部
保
育
園
内
☎
　
３
８
―

３
９
１
１
、
東
部
保
育
園
内
☎
　
３

８
―
２
３
８
７
） 

  

●
教
育
相
談 

  

　
不
登
校
や
い
じ
め
、
学
校
や
家
庭

に
お
け
る
さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
ご
と
を

持
つ
保
護
者
な
ど
を
対
象
に
相
談
を

行
っ
て
い
ま
す
。 

　
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
と
き
　
４
月
１２
日
　
・
２６
日
　
午 

後
１
時
〜
４
時
（
原
則
と
し
て
毎
月

第
２
・
第
４
月
曜
日
） 

▼
と
こ
ろ
　
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー 

「
く
す
の
き
の
家
」
適
応
指
導
教
室

お
お
く
す
相
談
室
（
中
本
町
西
出
口 

１５
―
１
）  

▼
相
談
員
　
久
保
亮
さ
ん
（
ス
ク
ー

ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
） 

▼
そ
の
他
　
電
話
で
の
相
談
も
受
け

付
け
て
い
ま
す
。 

　
な
お
、
予
約
さ
れ
た
人
が
優
先
と

な
り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了

承
く
だ
さ
い
。 

▼
問
合
先
　
適
応
指
導
教
室
（
☎
３

８
―
０
３
０
０
） 

く
　 

ぼ 

ま
こ
と 
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３
月
３
日
　
、
５
日
　
に
市
内
７
つ
の
保
育

園
で
ナ
ゴ
ヤ
シ
テ
ィ
ブ
ラ
ス
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
コ

ン
サ
ー
ト
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
 

　
初
め
て
こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
が
開
催
さ
れ
た
の

が
平
成
１０
年
。
今
回
で
７
回
目
と
な
り
ま
す
。
 

　
コ
ン
サ
ー
ト
が
始
ま
る
と
園
児
た
ち
は
、
目

の
前
で
演
奏
さ
れ
る
ナ
マ
の
音
楽
に
圧
倒
さ
れ

な
が
ら
も
、
じ
っ
と
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。
 

　
ま
た
、
中
に
は
、
リ
ズ
ム
を
体
で
と
っ
た
り
、

知
っ
て
い

る
「
ド
ラ

え
も
ん
」

な
ど
の
曲

が
演
奏
さ

れ
る
と
一

緒
に
歌
っ

た
り
す
る

園
児
も
い

て
、
楽
し

い
コ
ン
サ

ー
ト
に
な

り
ま
し
た
。
 

　
 

ナ
ゴ
ヤ
シ
テ
ィ
ブ
ラ
ス
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
 

　
ナ
ゴ
ヤ
シ
テ
ィ
ブ
ラ
ス
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
は
、

岩
倉
市
と
協
働
で
「
音
楽
の
あ
る
ま
ち
づ
く

り
」
を
推
進
し
て
い
る
セ
ン
ト
ラ
ル
ラ
ル
愛
知

交
響
楽
団
の
楽
団
員
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

現
在
、
１３
人
で
活
動
し
て
い
ま
す
。
 

　
楽
団
は
、
金
管
独
自
の
楽
曲
の
研
究
と
、
そ

の
普
及
を
目
的
と
し
て
各
地
で
演
奏
活
動
を
実

施
。
 

　
本
物
の
ナ
マ
の
音
楽
を
一
人
で
も
多
く
の
人

々
に
聴
い
て
も
ら
い
、
そ
の
魅
力
を
身
近
に
感

じ
て
も
ら
い
た
い
と
、
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル
を

飛
び
出
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
市
民
生
活
の
場
へ
出

張
演
奏
に
出
か
け
て
い
ま
す
。
 

　
そ
の
一
つ
と
し
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
保
育

園
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
、

岩
倉
在
住
の
フ
ァ
ゴ
ッ
ト
や
バ
イ
オ
リ
ン
奏
者

の
か
た
も
友
情
出
演
し
ま
し
た
。
 

　
岩
倉
市
で
活
動
す
る
と
き
に
中
心
と
な
っ
て

い
る
の
が
、
市
内
在
住
の
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
奏
者
、

村
木
純
一
さ
ん
で
す
。
 

　
村
木
さ
ん
は
、
「
岩
倉
市
の
音
楽
の
あ
る
ま

ち
づ
く
り
に
市
民
と
し
て
役
立
ち
た
い
」
と
い

う
思
い
で
活
動
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

　
「
小
さ
な
子
ど
も
た
ち
に
、
本
物
の
ナ
マ
の

音
楽
に
触
れ
て
も
ら
い
た
い
」
「
音
楽
の
楽
し

さ
を
知
っ
て
も
ら
い
た
い
」
と
の
願
い
が
込
め

ら
れ
た
保
育
園
コ
ン

サ
ー
ト
で
し
た
。
 

　
６
月
１７
日
　
に
は
、

み
ど
り
の
家
で
「
演

歌
を
歌
お
う
コ
ン
サ

ー
ト
」
が
予
定
さ
れ

て
い
ま
す
。
皆
さ
ん

も
ぜ
ひ
、
本
物
の
ナ

マ
の
音
楽
に
触
れ
て

み
て
は
い
か
が
で
す
か
。
 

（水） 

（金） 

　
中
央
町
の
遠
藤
紀
昌
・
麻
里
湖
さ
ん
の

長
女
七
海
ち
ゃ
ん
（
４
歳
）
と
二
女
有
珠

ち
ゃ
ん
（
２
歳
）
。 

 

●
お
母
さ
ん
の
一
言 

　
２
人
が
手
を
つ
な
い
で
歩
い
て
い
る
姿
、

め
っ
ち
ゃ
か
わ
い
い
！
　
マ
マ
の
う
ば
い

合
い
す
る
時
、
め
っ
ち
ゃ
幸
せ
！
　
た
ま

に
ケ
ン
カ
も
し
ち
ゃ
う
け
ど
、
姉
妹
の
絆

は
固
く
結
ば
れ
て
る
ね
！
　
２
人
の
大
好

き
な
セ
ー
ラ
ー
ム
ー
ン
の
様
に
お
ち
ゃ
め

で
芯
の
強
い
女
の
子
に
な
っ
て
ね
。
デ
ィ

ズ
ニ
ー
プ
リ
ン
セ
ス
の
様
に
美
し
く
優
し

い
心
の
女
の
子
に
育
っ
て
ね
！
　
２
人
の

こ
と
を
め
ち
ゃ
く
ち
ゃ
愛
し
て
る
と
ー
ち

ん
と
マ
マ
よ
り
。 

七
海 
ち
ゃ
ん 

有
珠 

ち
ゃ
ん 

（右） （左） 

な
な
　
み 

あ
り
　
す 

え
ん
ど
う
の
り
ま
さ
　
　
　 

ま    

り
　
こ 

き
ず
な 

む
ら
 

き
 
じ
ゅ
ん
い
ち
 

（木） 
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至布袋駅至布袋駅 

至岩倉駅至岩倉駅 

稲原寺 

至布袋駅 

至岩倉駅 

国道１５５号線 

名神
高速
道路
 

石
仏
駅 

N

付近図 

稲原寺（石仏町）のご託宣人形稲原寺（石仏町）のご託宣人形稲原寺（石仏町）のご託宣人形

　
中
央
町
の
加
藤
豊
・
友
美
さ
ん
の
長
女

菜
摘
ち
ゃ
ん
（
４
歳
）
と
二
女
綾
菜
ち
ゃ

ん
（
１
歳
）
。 

 

●
お
母
さ
ん
の
一
言 

　
今
月
で
５
歳
に
な
る
な
っ
ち
ゃ
ん
と
２

歳
に
な
る
綾
菜
ち
ゃ
ん
。
お
誕
生
日
お
め

で
と
う
！
　
な
っ
ち
ゃ
ん
は
、
妹
の
面
倒

も
よ
く
見
て
く
れ
る
お
姉
ち
ゃ
ん
に
な
っ

た
ね
。
４
月
か
ら
は
年
中
さ
ん
。
た
く
さ

ん
の
お
友
達
が
で
き
る
と
い
い
ね
。
綾
菜

ち
ゃ
ん
は
、
随
分
言
葉
も
覚
え
、
お
話
が

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
ね
。
こ
れ
か
ら
も

２
人
が
仲
良
く
、
元
気
に
ス
ク
ス
ク
と
成

長
し
て
い
く
姿
が
と
て
も
楽
し
み
で
す
。 

菜
摘 

ち
ゃ
ん 

綾
菜 

ち
ゃ
ん 

（右） （左） 

な
　
つ
み 

あ
や
　
な 

か
と
う
ゆ
た
か
　
　 

と
も  

み 

た く せ ん

　石仏町の稲原寺には、「ご託宣人形」という人形が保

存されています。 

　石仏町のあたりでは、かつて稲作や養蚕が多くの人た

ちに営まれていました。この地域の人たちの信仰を集め

ていた稲原寺の住職さんは、その年の春に農作物の作柄

を占い、その結果を人形にして地域の人たちに伝えてい

ました。 

　その人形は、全部で５０体。明治の中ごろに作られた

もので、それぞれ２２～２３㌢ほどの大きさです。 

　男はチョンマゲ、女は日本髪の姿で、豊作を喜び、祝

酒を飲んで赤い顔になったものなど表情豊かに作られて

います。また、荷車に積まれた米俵や繭玉、摘まれた若

菜など、長い年月を経た今も生き生きとした雰囲気を伝

えてくれます。これらの人形からは、自然と調和しなが

ら恵みに感謝して生活していた当時の人たちの暮らしぶ

りがしのばれます。 

　「昔は、豊作との占いなら一層作業に精を出し、害虫

や台風の心配があると言われれば、対策を考えて農作業

に努力したものだ」と地元のお年寄りは話されていました。

このような人形は、熱田神宮や津島神社などにも保存さ

れているそうです。 

　この行事も昭和３０

年ごろには行われな

くなってしまったそ

うですが、このまま

消え去ってしまうの

はしのびないとの声

に応えて、年に１度、

３月の第１日曜日に

行われる稲原寺の「お

稲荷様大祭」で地元

の皆さんに披露され

ています。 

まゆ 
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五条川交通少年団
　
五
条
川
交
通
少
年
団
は
、
本
校
が
開
校
し
た

翌
年
の
昭
和
５２
年
に
結
団
さ
れ
ま
し
た
。
今
年

は
２７
年
目
に
当
た
り
ま
す
。 

　
六
年
生
の
団
員
を
中
心
と
し
て
、
種
々
の
活

動
を
通
し
て
、
交
通
安
全
意
識
の
向
上
に
努
め

て
い
ま
す
。
ま
た
、
交
通
安
全
に
つ
い
て
の
知

識
を
高
め
る
と
と
も
に
、
学
校
内
外
に
お
け
る

安
全
活
動
を
実
践
し
て
い
ま
す
。 

　
今
年
度
は
、
三
つ
の
大
き
な
活
動
を
行
い
ま

し
た
。 

 
７
月
５
日 

安
全
を
呼
び
か
け
る
看
板
作
り 

パ
ト
カ
ー
で
の
広
報
　
高
齢
者
宅
訪
問 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
　
大
介 

　
初
め
て
の
交
通
少
年
団
の
活
動
で
、
ぼ
く
は

看
板
作
り
と
広
報
活
動
を
行
い
ま
し
た
。 

　
看
板
作
り
で
は
板
に
型
を
合
わ
せ
、
ス
プ
レ

ー
で
色
つ
け
し
ま
し
た
。
広
報
活
動
は
パ
ト
カ

ー
の
中
か

ら
、
通
り

が
か
り
の

車
や
人
々

に
交
通
事

故
防
止
の

呼
び
か
け

を
し
ま
し

た
。
友
達

は
、
お
年

寄
り
の
家

を
訪
問
し

ま
し
た
。

ど
れ
も
い

い
経
験
に

な
り
ま
し

た
。 

 

           

１０
月
５
日 

市
民
体
育
祭
参
加
　
交
通
安
全
宣
言 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
今
井
　
健
斗 

　
市
民
体
育
祭
当
日
、
ぼ
く
た
ち
は
交
通
少
年

団
の
緑
色
の
制
服
に
身
を
つ
つ
み
、
岩
倉
北
小

学
校
へ
と

出
向
き
ま

し
た
。
朝

か
ら
少
し

き
ん
ち
ょ

う
し
て
い

ま
し
た
。

い
よ
い
よ

入
場
行
進

で
す
。
一

歩
一
歩
進

ん
で
い
く

ご
と
に
き

ん
ち
ょ
う

が
倍
く
ら

い
に
ふ
く

ら
ん
で
い
き
ま
し
た
。
つ
い
に
セ
レ
モ
ニ
ー
の

時
が
き
ま
し
た
。
ぼ
く
た
ち
は
市
長
さ
ん
の
前

に
立
ち
、
力
強
く
交
通
安
全
宣
言
を
行
い
ま
し

た
。
こ
れ
は
僕
の
記
お
く
に
一
生
残
る
で
き
ご

と
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

１１
月
２９
日 

マ
ス
コ
ッ
ト
作
成
　 

街
頭
啓
発
活
動 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

鈴
木  

麻
未 

　
私
た
ち
は
岩
倉
駅
で
年
末
交
通
事
故
防
止
街

頭
啓
発
活
動
に
協
力
し
ま
し
た
。
六
年
生
み
ん

な
で
作
っ

た
マ
ス
コ

ッ
ト
を
配

っ
て
い
る

と
、「
あ
り

が
と
う
」

や「
が
ん
ば

っ
て
ね
」

な
ど
、
声

を
か
け
て

く
だ
さ
る

人
も
み
え

ま
し
た
。

わ
た
し
た

ち
の
活
動

が
交
通
事

故
を
へ
ら

す
た
め
に

少
し
で
も
役
に
立
て
ば
い
い
な
と
思
い
ま
し
た
。 

（土） 

（日） 

（土） 

五条川小学校 
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広報に掲載した写真をさしあげます。 
●申込先  企画課広報広聴係（☎38-5802）まで。 

　３月１３日、市内の五条川で、岩倉の水辺を守る会主催による「クリーン

アップ五条川２００４」が行われ、各種団体会員や小・中学生など約６２０

人が参加しました。この活動は、河川環境の保全と桜の咲く時期に訪れる多

くの皆さんに少しでも気持ちよく花見を楽しんでいただけるよう、毎年桜の

開花前に河川内や堤防の清掃を行うものです。今回で１９回目となります。 

　桜の蕾が少しふくらみかけたこの日、参加した皆さんは、胴長をはいて川

の中の空き缶や木の枝などを拾い上げたりして、２㌧トラック６台分のごみ

を集めました。 

　２月２８日、総合体育文化センター多目的ホール

で民族音楽レクチャーコンサートが開かれ、約３００

人の市民の皆さんが沖縄の伝統音楽などを楽しみま

した。 

　今回は、名古屋で活躍している「鼓・翔舞会」の

沖縄の伝統音楽や現代音楽の演奏、また沖縄の空手

や棒術の演技が行われました。 

　コンサートの最後には、観客の皆さん全員で沖縄

伝統音楽に合わせて「カチャーシー」を踊り、会場

全体が沖縄ムード一色に染まりました。沖縄音楽を

通じてどこかなつかしさを感じる一日を過ごしました。 

　３月１４日、総合体育文化センターアリー

ナでスポーツ観戦事業が開催され、約５００

人の市民の皆さんがエアロビクスの模範演技

を観戦しました。 

　今回は、エアロビクス世界選手権大会女子

シングル優勝者の伊藤由里子さんはじめ１５

人の一流選手を招き、エアロビクスのすばら

しい演技が披露されました。 

　模範演技の後には、伊藤さんの指導のもと、

軽快な音楽のリズムに合わせ、子どもからお

年寄りまで約２００人の皆さんが一緒にエア

ロビクスを楽しみました。 

みんなでワン・ツー エアロビクス！ 
～スポーツ観戦事業～ 

心に響く、沖縄音楽 
～民族音楽レクチャーコンサート～ 

桜の咲くころはきれいな川で 
～クリーンアップ五条川２００４～ 

い  とう  ゆ   り   こ 

ちぢん 

つぼみ 

しょう ぶ  かい 
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広報いわくら

ちき
ゅうにやさしい

古紙配合率100％再生紙を使用しています この印刷は環境にやさしい大豆インキを使 
用しています 白色度70％ 

��	




平
成
16
年
度
施
政
方
針 

�

�

�

�

�

�

�

�

	

�


��

��

��

��

��

土 

日 

月 

土 

日 

月 

火 

金 

水 

木 

金 

木 

火 

�

　休日急病診療（小川清夫　小川医院） 
朝市/東町 

　休日急病診療（上條正啓　上條内科） 
※市役所市民スペースはお休みです。 

★ポリオ 
朝市/石仏町 

★3歳児健康診査 
分別収集/大地町・大地新町・中央町・南新町・ 
川井町・北島町・野寄町 

★ポリオ 
夕市/JA岩倉支店 

はつらつ元気くらぶ（南部老人憩の家） 
分別収集/曽野町・稲荷町・大山寺町・大山寺元町・ 
大山寺本町・五条町・大市場町 

★ポリオ 
野菜の広場/岩倉駅地下道 

朝市/岩倉団地 
野菜の広場/岩倉駅地下道 

★ポリオ 
野菜の広場/岩倉駅地下道 

★ポリオ 

★乳幼児健康相談 
★母親教室第１回 
朝市/石仏町 

★離乳食教室 
★１歳６か月児健康診査 
分別収集/八剱町・井上町・神野町・石仏町 

★ポリオ 
はつらつ元気くらぶ（岩倉病院） 
分別収集/東新町（岩倉団地） 

の　   の　  やま      　  すすむ 

オーケストラの新しいサウンド 
野々山　享 セントラル愛知交響楽団事務局長 

「声の広報」を用意しています。 
●申込・問合先  岩倉市社会福祉協議会（☎３７-３１３５） 
または、企画課広報広聴係（☎３８-５８０２）まで。 

●発行/岩倉市役所 
〒482-8686 愛知県岩倉市栄町一丁目66番地 
�０５８７-６６-１１１１（代表）　�０５８７-６６-６１００ 
●編集/総務部企画課広報広聴係 
●毎月2回 1日・15日発行 
●岩倉市ホームページアドレス 
http://www.city.iwakura.aichi.jp/

岩倉市の人口/48,236人（－9人） 
            男性/24,040人（－1人） 
            女性/24,196人（－8人） 
          世帯数/19,100世帯（－15世帯） 
                （3月1日現在） 

★印は保健センター 
休日急病診療の担当医は、変更する場合があります。 
岩倉市のホームページをご覧ください。 
万歩計貸し出し、健康チェックの日、母子健康手帳 
交付は毎週木曜日です。 
※毎週金曜日（祝日を除く）は、市民窓口課の証明発 
行業務を午後７時まで延長しています。 
 

救急医療情報センター 
　　�0586-72-1133 
　休日急病診療所 
　　�66-4708 
受付　9：00～11：30 
　　 13：00～16：30 
消防テレホンサービス  
　　�38-3119

水 

木 

　春山が粧い新たに笑うが如しとか、うららの季節となった。いよ

いよ今月限りで私の雑文も筆を据くこととする。季節のこだわりの

中で一年間の過ぎ去った“音の風景”がセピア色に遠ざかってゆく。

しかし、時に触れて蘇ってくる一コマ一コマの風景はいつまでも忘

れることはない。積み重ねられてきたもろもろの心象はこの春山の

中に溶け込み、一層私の心を和ませてくれることだろう。 

　さて、セントラル愛知交響楽団も常任指揮者の松尾葉子さんから、

音楽監督として小松長生さんがこの４月より就任した。東京大学文

学部美学芸術学科を卒業。アメリカのイーストマン音楽院大学院指

揮科を卒業後、エクソン指揮者コンクールで優勝した俊才である。

４月よりコスタリカ国立交響楽団芸術監督にも就任。国内外での活

躍が期待されている。この５月２２日、愛知県芸術劇場コンサート

ホールで、音楽監督就任披露コンサートを開催する。協演はジャズ

ピアニストとして高名な小曽根真さんの出演。ジャンルを超えた広

汎なレパートリーで、新たなセントラル愛知交響楽団のサウンドに

ご期待ください。 

お　 ぞ　 ね  まこと こう 

よそお ごと 

よみがえ 

こ   まつ ちょう せい 

お 

はん 

まつ  お   よう   こ 

夕市/JA岩倉支店 

野菜の広場/岩倉駅地下道 

つじ 




